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第一章　呪詛清算





　世界は、ただ歌のみに彩られていた。

　万物が死に絶えたかの如ごとき静寂の中で、高々と紡がれる緩やかな旋律。

　それは幻想的で――あるいは世界の始まりの日とは、かくの如きものであったかと想わせる様な――神々しい光景ですらあったろう。他にあらゆる雑音の無い空虚に流れるその歌は、何ど処こまでも純粋で、くっきりと聞く者の耳に刻まれる。

　だが……感じ入る者は居ない。

　それは何処までも純粋な悪意だからだ。

　此こ処こはソロン。

　死せる神に呪のろわれた世界。

　故に静寂は安息を意味する事は無く――世界を彩る聖歌は呪いの調べ。

　静寂は、ソロンに生きる全ての人間が、その営みの全てを停止させたからだ。

　聖歌を唱うたうは、人間ではなく、見るもおぞましい異形の怪物の群れだからだ。

　怪物――『落とし子』。

　死したる神の残した負の遺産『神罰代行者』が、更に自らに備わった奇き蹟せきの力で生み出した怪物達。それは人類に終わり無き絶望と後悔を与える為に――その為だけに『神罰代行者』達が放つ災厄の一つだ。

　それは純粋な悪意の結実である。

　故にこそ、その姿は人間の感性を何処までも嫌らしく逆なでする。

　異形とはいえ……その姿形は、既存の生物に多くの類似性を求める事ができる。

　人肌に近しい皮膚の色。

　人面によく似たその顔。

　腕も足も人間のそれによく似てはいる。

　なのにその配置が明らかに狂っている。しかも人間には絶対に備わらない器官が――巨大な鋏はさみと、節くれだち、先端の尖とがった尻尾しつぽが、備わっている。

　それはつまり、人の部品で無理矢理に作り上げられた巨大な蠍さそりなのだった。

　その怪物達が――群れを成して歌を唱っている。

　それは一種、読経にも似ていた。

　低く単調な音の羅列。終わり無き抑揚。

　それらに乗せて無限に連鎖される無数の言葉。もし今この世界に一人でも正常に思考が可能な人間が残っていれば、それは奇蹟術にしばしば用いられる制御用詠唱言語――『聖句』に似ている事に気付いただろう。更に知識の在る者ならば、その内容にも理解が及んだ事だろう。

　それは神を讃たたえる歌だった。

　今はもう亡き神を崇あがめ畏おそれ敬う為の歌。

　本来ならば虚むなしく空に散じるだけの、その言葉と旋律の連なりは――しかし一つの劇的な効果を引き出していた。

　光である。

　白く強い光が世界中に向けて放射されている。それはまるで地上に太陽が生まれたかの如ごとき凄すさまじさで――しかし火とも陽とも異なるその光は、一切の熱を伴わず、ただ冷たく鋭く万物に降り注いでいた。

　それは『聖光』と呼ばれる光。

　神の奇き蹟せきを顕現させる際に放射される現象である。

　そしてその光源――光の中心に一つの人型が傲ごう然ぜんと直立していた。

　人に似てしかし人に非あらざる、それもまた一つの異形。

　鋼鉄によりて造られたる神の紛い物。

　人間の英知によって無理矢理に再利用された神の亡なき骸がら――その棺かん桶おけ。

　最強にして無二。絶対にして無敵。究極にして終しゆう焉えん。

　超巨大擬神機――〈イコノクラスト〉である。

　その姿は基本的に人の姿を模しながらも、明らかにそこから逸脱した部分を多数含む。全身から生じる幾つもの鋭い突起は、他者を近寄らせるのを拒んでいるかの様で、ひどく威嚇的であると同時に――まるで何本もの刃物で執しつ拗ように串くし刺ざしにされたかの様な、凄せい惨さんな印象を見る者に抱かせるだろう。

　ただし……二重の意味で今この〈イコノクラスト〉を客観視する人間は存在しない。

　一つは聖歌によって世界中に流される増殖呪じゅ詛その効果で、全ての人間達の活動がほぼ停止に追い込まれている事。

　そしてもう一つは――〈イコノクラスト〉の巨大な鋼鉄の身体を覆う肉色のせいだ。

　それは〈落とし子〉の群れだった。

　醜悪な怪物の群れは、〈イコノクラスト〉本体のみならず、その巨体がそびえ立つ広大な原野と、更には〈イコノクラスト〉の整備格納庫にして秘密結社〈レネゲイド〉の中枢たる縦穴――『聖せい廟びよう』全体すらもを覆っていた。

　一体何ど処こにこれほどの〈落とし子〉が居たのか――無数の怪物達はまるで獲物にたかる蟻ありの様に辺りを埋め尽くし、聖歌を口ずさんでいる。

　そして〈イコノクラスト〉は、怪物達の紡ぎ出す異様な旋律の只ただ中なかで、強烈な光を放散しているのである。

〈イコノクラスト〉の体内に内蔵された、『神』の遺体――『聖遺物』が活性化する際に漏れる光が『聖光』だ。それが今、異常な強さと量で〈イコノクラスト〉の全身から放散されている。これまでにも『聖遺物』活性値の高まった〈イコノクラスト〉が全身から聖光を漏らす事は在ったが……今のそれは桁けた違いである。〈落とし子〉に全身を覆われているにもかかわらず、怪物達の身体の隙すき間まから漏れる聖光がまばゆいばかりに辺りを照らし、〈イコノクラスト〉の全身、その分厚い鋼鉄の装甲そのものが発光しているかの様な、強烈さであった。

　しかもその光量は更に増大している。

　同時に――光と共に〈イコノクラスト〉からはもう一つのものが止めどなく紡ぎ出されている。

　黒いムカデの様な何か。

　それは子細に見れば、ある種の文字列だと分かっただろう。紙に書き付けられたものでも、木に彫り付けられたものでもなく、ただ文字そのものが列を成して〈イコノクラスト〉から幾条も放散されているのだ。

　世界を呪のろいし神の遺志――『呪じゅ詛そ』である。

『神罰代行者』――俗に『代行者パニツシヤー』と呼称される存在は、元々が高密度の自律型呪詛である。『代行者』達はこれまで、死に際の『神』に与えられた自らの権能で以もつてこの世界――ソロンに住む人類を苦しめてきた。

　だが対抗戦力たる〈イコノクラスト〉の出現により、その絶対性は崩れた。

　一方的に人間を嘖さいなむ事が出来なくなった『代行者』達は状況の変化に応じて自らも変わる事を選択したのだ。

　即ち――〈イコノクラスト〉を『呪詛』の高速増殖炉として利用し、自らの拡大と拡散を行い、ソロン全土を覆い尽くそうと考えたのである。そうなればもう人類に対抗する術すべは無い。世界そのものが呪いと一体化するのだ。

　世界そのものが人類の敵になるという事。

　それはもう絶対の絶望であった。自分の立っている足下を敵に回して戦える者など居る筈はずが無いではないか。

　そしてそれは今……現実になりつつあった。

〈イコノクラスト〉を経由した『呪詛』――即ち〈代行者〉は、無数の糸状となって紡ぎ出され続け、世界を静寂と暗黒に染めつつある。〈代行者〉に抗すべき唯一の力たる〈イコノクラスト〉は、しかし仁王立ちのまま動きを見せない。

　既にこの状態で半時間余りが経過している。

　このまま世界は呪詛に覆い尽くされてしまうのか。

　だが絶望する者とておらぬまま――〈代行者〉の世界支配がもうすぐ完成する。そうなれば人類からは、ありとあらゆる希望が潰ついえるだろう。

　そして……



　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォ…………



　不意に――〈イコノクラスト〉は咆ほう哮こうを上げた。

　異形の両腕を苦しげに掲げ、闇やみ色に滲にじんだ天を仰ぐ格好を見せもした。

　その拍子に、腕部に纏まとわり付いていた『落とし子』が埃ほこりの如ごとく舞い上がり、落下――足下に群れていた『落とし子』達を巻き込んで潰つぶれる。

　だが勿もち論ろん、悲鳴も怒号も生じない。怪物達は潰れた仲間には一いち瞥べつすらくれず、次から次へと〈イコノクラスト〉の巨体に這はい上がっていく。死体はすぐに〈落とし子〉の群れに呑のみ込まれ、踏み潰され、そして消えていった。



　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォ…………



　両腕を天に翳かざし咆哮を続ける〈イコノクラスト〉。

　その様は遙はるかなる空に祈りを捧ささげる様でもあり――あるいは落ちてくる空を虚むなしく受け止めている様でもあった。

　光と。

　闇と。

　表裏一体をその身に孕はらんで――



　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォ…………



〈イコノクラスト〉の咆哮がその高さを更に増す。

　それは絶望の慟どう哭こくか。あるいは憤怒の絶叫か。

　沈黙した世界は、しかし答えない。

『落とし子』共の不気味な歌声だけが、禍まが々まがしくも朗々と響き渡っている。

　漆黒の巨人からは、暴走した聖なる光と――そして丁寧に丁寧に紡がれる呪のろいの言葉がが淡々と放たれ続けていた。



　　　

　無限増殖する『呪じゅ詛そ』は、微み塵じんの例外も許さず世界そのものを覆い尽くそうとしていた。

　そもそもそれは万物の中に遍在する『存在子イグジス』の記述を書き換えるものだ。元より死の間際に掛けられたが故に、著しく不完全だった神の呪のろいは『代行者パニツシヤー』という形に収束して存在していた訳だが――今、改めてそれを完全なものに書き直す作業が行われているのである。いかに人間がこれに抗しようとも、自らの細胞の一つ、構成元素の一つにまではっきりと呪いが刻み込まれてしまっては、対処する方法は在り得ない。

『呪じゅ詛そ』は猛烈な勢いで広がっていく。

　勿もち論ろん――『聖せい廟びよう』からわずかに離れた場所に立っている小さな廃屋など、早々に黒々とした『呪詛』の文字列に埋め尽くされていた。

　廃屋と記しはしたが……現在そこは無人ではなかった。

『聖廟』内に拘束されていた人質の勅て使し河が原わら花か梨りん、そして元姫ひめ巫み女こ筆頭のメリニ・コードラン、更には彼女等を『聖廟』から救出した第二代救世主・レオン・ササハラ・スプリングフィールドと、アンジェリット・ルースポリテの四名がいた。

　だが――

「…………！　…………！」

　既にまともに悲鳴すら出ない。

　全身を這はい回るムカデの如ごとき『呪詛』の文字列に身み悶もだえするメリニ。

　それらは彼女の眼球や耳孔をも埋め尽くし、隣室に居る筈はずのレオンやアンジェリットの様子は勿論、すぐ側そばの寝台に寝かされている筈の花梨の様子さえ、窺うかがい知る事は出来なくなっていた。

　おぞましい。ただひたすらおぞましい。

　ぞわぞわと這い回る『呪詛』の感触は元より――それらが眼から、口から、耳から、鼻から、肛こう門もんから、性器から、あるいは全身の毛穴から入り込んでメリニの存在そのものを異質な何かに書き換えようとしている。手で払っても床を転がっても、実体の無い文字列は剥はがれる事も無く、メリニの中に侵入してきて全てを冒す。

　恐怖感というより嫌悪感が優まさる。

　恐らく――あと何時間かこれが続けば、自分は肉体的にも精神的にも壊れるだろう。

　そう分かっていてもメリニには打つ手が無い。

　いっそ殺してくれとも思った程だが――それこそ神の悪意の証あかしか、肉体的な機能異常は何ら発生しない。脈拍も呼吸も乱れてはいるものの一向に弱まる様子は無く、痛みの類たぐいは一切無い。ただ不快感だけが全身に浸透しているだけだ。

　しかし――だからこそ。

　精神を蝕むしばむこの状況でメリニの意識は救いを求めた。

　堪え忍ぶ為の『芯しん』を――縋すがり付く為の『支え』を強く強く認識した。

『俺おれの身体にも『神』の血が流れているらしいんだ』

　省しよう吾ごの言葉が脳裏を過よぎる。

　香か芝しば省吾。

　ソロンの救世主にしてメリニの最愛の人。

　恐らくは――彼こそがメリニにとっても世界にとっても最後の希望だ。

『つまり――俺おれも『神の末まつ裔えい』なんだよね』

　一瞬、彼は『救世主』などという大層な肩書きに似合わぬ、何ど処こか子供じみたはにかみの表情を浮かべながらメリニに問うた。

『俺もいわば『血族』なのさ。気持ち悪いと思うかい？』

　この世界において『神』とはそのまま忌み名でもある。

　最悪。最凶。最脅。そういった意味を本来的に含む。神の血を引くとは即ちこのソロンにおいては恐怖と侮ぶ蔑べつの対象となる事を意味している。

　だが――

『それでも俺を……これからも受け止めてくれるか？』

（ショウゴさま……）

　勿もち論ろんメリニに否は無かった。

　そして――

（……ショウゴ……さま………………？）

　彼の事を強く想っていたせいだろうか。

　何か――彼の事をひどく身近に感じる。

　眼は見えない。耳も聞こえない。鼻も利かない。

　なのに何故か――此こ処こに居る筈はずの無い省吾の存在を強く強く感じる。

　これは一体何なのだろうか？

　危機的状況に晒さらされつづけた彼女の精神が、自己の崩壊を防ぐ為に――安寧を求める余り勝手に作り上げた幻覚なのか。

　それとも……

（……〈イコノクラスト〉……！）

　この『呪じゅ詛そ』は〈イコノクラスト〉を増殖炉として量産されたものだ。

　ならば〈イコノクラスト〉と今も繋つながっている可能性は在った。そして更にその御者室の省吾とも繋がっていたとしても不思議ではない。

（ショウゴ様……！）

　ならば彼は今も戦っている筈だ。

　この絶望的な状況にも決して屈する事無く。

　彼は強くなった。初めて出会った時と比べて見違える程に強くなった。

　だがそれでも彼は一人の少年である事に違いは無い。

　世界は――たった一人で背負うにはあまりに大きく重い。

　故にこそ、彼を受け止め支える者が必要だ。

（ショウゴさま……メリニはお受け止め致します）

　あるいはそれは何の意味も無い自己満足かもしれない。

　だがメリニは意識を強く持った。省吾が戦っている間――自分も彼と同じく絶望に屈せずに戦うべきなのだと。それが彼を受け止める事だと、彼を孤独にしない事なのだと彼女は思った。

　だから――

「ショウゴ……さま……」

　黒々と『呪じゅ詛そ』に覆われた唇が喘あえぐ様にその名を唱える。

　まるで祈りにも似て――

「ショウゴ……さま……」

　あるいはそれを無意味な事と嗤わらう者も居るだろう。

『呪詛』の浸食は止まらず、容赦なく世界中に広がっていく。広がる闇やみの中に未まだ光は兆候すら見えない。そんな中でメリニの唇から漏れるのは――何の物理的効果も持たない譫うわ言ごとにも等しい。

　だが――

「ショウゴ……さま……」



    

  
    
      



    

  
    
      　奇き蹟せきとは常に、乙女の真しん摯しな祈りより生まれる。



　　　

　眩まばゆいばかりの聖光が〈イコノクラスト〉の御者室には充満していた。

　これまでにも何度か『聖遺物』の異常活性により、聖光が大量に放射される事は在った。だがこれ程の――一切の影をも許さず、全てを白く塗り潰つぶす程の強さを、何分も継続してとなると前例が無い。

　明らかにそれは過剰な運転を――発動機エンジンで言えば焼き付く程の激しさでの稼働を強いられている事を示している。

　その御者室の真ん中で――



　ああああああああああああああああああああああああッ!!



　救世主・香芝省吾は絶叫していた。

　否――している積もりだった。

　だが実際には、白い光の中で彼は陸に打ち上げられた魚の様に、痙けい攣れんしているだけで、その開かれた口からは何の声も漏れてはいない。声の出ない彼の代わりに咆ほう哮こうを放っているのは、その御者室そのものであり、〈イコノクラスト〉そのものだった。

　その叫びは果たして省吾のものなのか。

　あるいは〈イコノクラスト〉の――あるいは彼の中に宿った『神』のものなのか。

　分からない。区別がつかない。

　自分という存在の境界すら曖あい昧まいで……何ど処こからか流れ込んでくる情報の奔流に、省吾は弾はじけ飛ばされない様に意識を保つだけで精一杯だった。

　脳にポンプで無理矢理、血を送り込んでいるかの様な痛み。

　彼はただただそれに耐えかねて吠ほえ――



　あああああああああああああああぁぁぁぁぁ――………



　だがいつしか――彼はそれに慣れた。

　あるいは彼の身体が脳内麻薬を分泌して苦痛を和らげたのかもしれない。

　本能的な苦痛に占められていた部分が引いていき、思考に割ける割合がじりじりと増えていく。積極的に何かを考えるのは難しくとも、自我を意識し、未まだ自分が死んでいない事を――自意識が消滅していない事を理解する程度には、省吾は回復していた。

　だが……

（…………？）

　気が付くと省吾は暗黒の世界に居た。

　これは何だ？

　何ど処こか馴な染じみの在る様な――無い様な奇妙な虚無。

　五感はほぼ完全に遮断されている。何処か土の下に埋められ、指先さえ動かせず、ただ思考だけが空回りしている様な……気の狂いそうなもどかしさと、絶望にも似た閉へい塞そく感かんだけが在った。

　あるいはそこに知識豊富な彼の従姉妹いとこ――花梨が居ればすぐに気付いたかもしれない。

　誰だれもが経験をし、しかし忘れ果てている『始まりの苦痛』。

　バース・トラウマ。

　子宮から産道を通り、何の不安も無い母の胎内から、脅威に満ちた外界へと生まれ出る赤ん坊は――それ故に怯おびえ激しく泣きじゃくるのだという。だがそれは同時に母親の一部である事から、一人の人間として生物的に完成する儀式でもある。

（――あの時の）

　だが省吾には生まれたとき以外にも、もう一度その感覚に近い経験が在った。

　あの時――〈レネゲイド〉による大規模奇き蹟せき術式によって強制的にソロンへと召喚された時の感覚である。あるいは己の所属する世界と別離し、異なる世界に踏み込むという意味で、それはまさしく『誕生』であり『死と再生』の儀式なのかもしれない。

　ただ……

（違う……？）

　ソロンへの召喚とは異なる部分が一つ在った。

　此こ処こには光が無い。此処には音も無い。

　奇蹟術による召喚は確かに省吾と花梨を一度は闇やみに呑のみ込んだ。だがそれは長く続くものではなく――次第に回復する五感と共に光や音が戻ってきた。

　だが今はそれが無い。

　まるで『召喚』という道の先を閉じられてしまったかの様に。

　省吾を包んでいるのは全くの暗くら闇やみであり全くの静寂だ。

　これは一体何なのか。

　此処は一体何処なのか。

（何も無い――何も）

　完全なる虚うつろの只ただ中なかで省吾の意識だけが存在していた。

　まるで水底に漂う泡の様に――

（いや――）

　ふとそんな思考が脳裏を過よぎる。

　それが省吾自身のものなのか、あるいは神の記憶から流れ出たものなのかは分からない。

（無いという事は在るという事）

　例えば白い紙が一枚在る。

　そこに墨を一滴垂らせばそれは点となり『存在』となる。

　だがそれならば逆はどうか？

　真っ黒に塗り潰つぶされた紙の上に白いインクを垂らせばそれもまた点となり『存在』となる。色が違うだけだ。白い紙は白に塗り潰されているだけだ。黒い闇やみは黒に塗り潰されているだけだ。存在しないのではない。存在が多過ぎて飽和し、挙げ句の果てに均質化している場合は――時にそれは虚無と同義になってしまう。

　つまりは『何も無い』という事は『全て在る』という事と同じだ。

（何も無いのであればそれは――何かが在る事が出来るという事）

　虚うつろはそこにものを詰める事が出来る。

　では何を満たす？

　それを満たすものは――

（人の意志）

　虚ろはただ虚ろでしかない。

　そこに不均等を――それが故の変化を呼び込む為には、虚ろに属さぬ何かが必要だ。

　物理的実体を持たぬ純然たる変化の契機。

　人間の意志。

　それ故に――

（そう。神ならばそう唱えるべきか）

　ここが闇に満たされているというのなら先まず最初にそれを駆逐しよう。

　完全なる暗黒に楔くさびを打ち込もう。

　ならば始まりの言葉は決まっている。

（光よ――在れ）

　その瞬間。

　世界に光が生まれた。

　如い何かなる存在も無いが故に、如何なる可能性も与えられてこなかった均質な虚無。そこに人間の意志が介在する事により不均衡が生まれ、それが、落差を生み、それはエネルギーとなる。

　光とはエネルギーだ。

（…………！）

　自らの言葉が――意志が生み出した事実に省吾は驚きよう愕がくする。

　あるいはそれは、かつてこのソロンを創り出したという神の記憶の追体験か。

　光は闇やみを切り裂き、境界を、界面を生み、自己を認識させる。

　それは――

（…………）

　何ど処こにでも居る様な――至極平凡な一人の男だった。

　取り立てて特徴の在る姿形ではない。

　長身でもなく短たん躯くでもなく。

　痩そう身しんでもなく肥満でもなく。

　優美でもなく醜悪でもなく。

　裸体である事から衣服から時代や土地を推測する事も出来ない。

　本当にただ『男』というだけの存在。

　それがソロンを創った『神』なのだろうか。

（似てるな）

　ふと省吾の意識にそんな苦笑じみた思考がかすめる。

　ゲーム好きのオタクという以外は取り立てて特徴の無かった省吾と――だ。

　勿もち論ろん、それとは別に彼が神の血脈である事を思えば、遺伝的に何処かで共通する要素も多いのだろう。だがそれとはまた別の次元で、省吾はこの『神』に初めて親近感の様なものを感じた。

　虚無に放り出され、途方に暮れる『神』の意識がよく理解できたからだろう。

　省吾とてこのソロンに呼び込まれた際にはまず困惑した。メリニ達が側そばに居てくれた為に途方に暮れる事は無かったが――しかし普通の人間が異世界などという場所に呼び込まれればそれが、当然の反応ではあった。

　いや。此こ処こにはそも世界すらもが未まだ無いのだった。

（やっぱりこれは――神の記憶か）

　どういう経緯でそれが省吾の意識に再現されているのかは分からない。

〈イコノクラスト〉の超高効率稼働による共鳴現象だろうか。省吾の脳を媒体にして『聖遺物』に遺のこった神の経験が再現されているのだろう。分かり易く喩たとえるならば『省吾の脳』と『聖遺物』は現在、それぞれ『ＤＶＤ再生機』と『ＤＶＤディスク』――つまり『ハード』と『メディア』の関係になっているのだ。

　そして省吾は『再生者ハード』であると同時に『視聴者オーディエンス』でもある。

　いや。『視聴者』という言葉では足りまい。

　彼が追体験しているのは『神』の五感の全てであり――その感情の全てだ。

　そこには先まず恐怖が在った。

　此処には何も無い。

　光は生まれたが――皮肉にもその生まれた光が、『神』の孤独をこれ以上無いという位に浮き立たせる。およそ有史以来人間が体験した事の無い程の、ほぼ完全な虚空。その只ただ中なかに放り出されれば誰だれもが不安と恐怖を感じずにはおれまい。

　上下も無い。左右も無い。

　拠よって立つ何もかもが無い。

　地を這はう形で進化してきた動物の末まつ裔えいにとって、それは途方もないストレスだった。

　無意味に四肢を揺らして――文字通りに足あ掻がきながら『神』はただひたすら悲鳴を上げ続ける。虚無を恐れるその悲鳴は、無意味に光を生み出し続け、しかしそれはまた何ど処こまで行っても何も無いというこの場所の残酷な真実を、よりはっきりと『神』に見せつけるだけであった。

　怖い。どうしようもなく怖い。

　此こ処こには何も無い。

　無意味に白々と虚無を照らす光以外は――

（…………そういえば）

　ふと省吾は考える。

　前に――花梨が言っていた。

　人間という言葉は『人』の『間』と書く。

　それはつまり――人と人と、存在の間に自己を確認する事で人間は自意識を確立出来るという事だ。知性とは即ち自己と他者との区別の間に生じる諸々を、整理し、自分の中で納得する所から生まれるのだと。

　ならば……

（先まず必要なのは）

　拠って立つ大地。

　省吾の思考が伝わった訳でもあるまいが――悲鳴を上げ続けて疲れた『神』はふと、己の故郷を懐かしむ様に諸々のイメージを夢想した。

　それは山であり。それは空であり。それは海である。

　同時にそれらの界面を成す浜であり、河であり、草であり、木であり、土であり、水であり、岩であり……更にはその界面を動かす昼であり、夜であり、星であり、月であり、鳥であり、獣であり…………

　そして。

（――人間）

　群れを成し――その空くう隙げきに己を定義するもの。

　究極の孤独に怯おびえる『神』に何より必要なのはそれであったろう。

　思えば当然で……ひどくありふれた結論ではあった。

（……誰だれか。誰かいないのか。誰か。誰か。誰か。だれか。だれか。だれか。だれか。だれか。だれか。だれか。だれか。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ。ダレカ――）

　それは省吾の声であったか。

　あるいは『神』の声であったのか。

　定かではない。だがその切実な叫びは延々と虚無の深しん淵えんに繰り返される。



　――ダレカイナイノカ!?

　――ダレカイナイノカ!?

　――ダレカイナイノカ!?

　――ダレカイナイノカ!?



　此こ処こには何も無い。

　此処には誰もいない。

　人は過剰な抑圧状態に置かれた場合――しばしば妄想の中に逃げ込む。

　真実の虚空に被爆した『神』は己を慰めるものを己自身の記憶に求めた。

　かつて見た空。

　かつて見た山。

　かつて見た河。

　かつて見た村。

　かつて見た人。

　諸々の記憶の中に逃げ込みそれを激しく想起する。

　それに――光が反応した。

　光はエネルギーである。

　エネルギーは偏差を作り、偏差は境界を作り、境界は領域を作り、領域は構造を作り、構造は機構を作り、機構は――

　瞬間的に複雑化していく世界。

　虚無は区切られ、仕切られ、区別され、そこに光が流れ込んでいく。流れ込み閉じこめられた光は凝固して物質となり、物質は組織化して様々なものに分化してゆく。

　やがて複数の物質が互いに干渉し、化学反応を起こし、更に別の物質を生み出し、構造を生み出し、均質だった虚無は賑にぎやかな混こん沌とんへと転がり落ちてゆく。

　それは一瞬の事であったのかもしれないし――あるいは数万年や数億年の事であったのかもしれない。時間の感覚は半ば麻ま痺ひしていた。あるいは完全な無の世界では元より変化も在り得ず――死すらも定義されなければ存在しないのかもしれない。

　ただ……

（おお…………）

　全てを俯ふ瞰かんする――まさしく神の位置から省吾／神は、ただ己の意志に反応して全てが出来上がっていくのをぼんやりと見ていた。



　　　

　めまぐるしく世界は変化していった。

　海が出来た。

　空が出来た。

　陸が出来た。

　樹きがそびえ草が芽吹き花が咲いた。

　鳥が歌い魚が跳ね獣が駆けた。

　まさにそれは――天地創造の縮図だった。

　だが――

（何か……卑俗な……いや違う……なんだろう……これは？）

　ひどく陳腐なものを見ている感覚が抜けない。

　やがて――

（そうか。これは――『箱庭』か）

　ソロンは必然の結果として自らその形に収しゆう斂れんした世界ではない。

　一人の『神』の知識や記憶を基に創造された極めて限定的で――模倣に満ちた世界なのだ。それはどれだけ省吾／神の知る世界とよく似ていても、必ず空くう隙げきが生じる。言ってみればそれは芝居の書き割りであり、模型の再現風景ディオラマでしかない。世界と呼んでしまうにはそれは極めて単純で――多様性に欠けた場所だった。

　だがそれも無理無からぬ事ではあろう。

　人なる身で全知にはなれない。

　むしろ『神』はよくやったとも言えるだろう。箱庭とはいえ自律的に機能する世界を結果として創り上げたからだ。『神』はその基礎を作り、後は自然発生的に発展していっただけだが――それでもだ。

　…………

　そして時は流れる。

　既に『神』の干渉は無くとも、世界は自存し自律し緩やかに変化を続けていた。

　いつしか――

「…………」

　――省吾／神は簡素な木製の椅い子すに腰掛けていた。

　それは玉座と呼ぶには未まだ粗末に過ぎたものであったろう。だが未ださして発達していない文明の産物である事を思えば、それ以上を望むのも贅ぜい沢たくに過ぎると言える。未だこの世界の人間達が原始的な生活をしているのは、周囲に居る者達の姿を見れば判わかる。辛かろうじて布を織る技術は存在する様だが、縫製の技術は未だ実用的な段階に達していないのか――殆ほとんどどの者が一枚布を腰こし紐ひもでくくって留めただけの、貫頭衣姿だった。

　日本で言えば縄文時代か弥生時代といった所だろうか。

　ようやく農耕が始まったばかり――そんな雰囲気だ。

　彼等は省吾／神を村落の一番高い場所に押し頂いて崇あがめている様だった。

（……神のおわす座……か）

　省吾／神の世界に干渉する力は衰えてはいなかった。

　世界は既に自律的に稼働してはいたが、それでも省吾／神の意志でそれを一部せき止めたり、歪ゆがめたり、あるいは破壊したりする事は可能な様だった。省吾／神は人々に望まれるままに世界に干渉し、都合の良い事象を引き出した。

　当然に村落は発展していく。

　人の数は増え――評判を聞きつけて人が更に集まり、村落の面積は広がり、他の村落も併合されて更に加速度的に複雑化・巨大化してゆく。

　最初に省吾／神の視界に見えていた『臣民』達は数十人だった。

　だがそれは瞬く間に百を超え、千を超え、万を超え――村は町となり、街となり、そして国となっていった。繁栄は更に繁栄を呼び、それをもたらす省吾／神に対する崇敬は宗教の形を借りて更に広範囲に広がっていった。

　省吾／神の側そばに侍はべる者達の顔も万華鏡の如ごとく次々と変化していった。

　やがて傅かしずく者達の格好が、他の者達と明らかに異なるものとなり――彼等は『神官』という職業として確立していく。勿もち論ろん現実にそこに実体を持った神が居る以上、彼等の役目は加か持じ祈き祷とうの類たぐいではなく、省吾／神の世話であり、彼のご機嫌を損ねぬ様にと気を配る事であった。

　また――時の奔流の中で『神の座』も変わっていく。

　気が付けば省吾／神は、金銀宝石を散りばめられ大理石の様な石造りの豪ごう奢しやな玉座に鎮座している自分に気付いた。勿論、座面や背もたれには綿入りの布が張られ手の込んだ造りになっている。木を削っただけの玉座とは雲泥の差ではあったが――心の何ど処こかでそれを懐かしむ気持ちが在る事に省吾／神は気付いていた。

　そこは神殿の中だった。

　中央の大広間には数万の臣民が居並び床を埋め尽くしている。立ち並ぶ石柱の間から遙はるか彼方かなたに視線を投げれば――そこには広大な聖都の街並みを望む事も出来る。

　壮大だ。

　だが結果が大きければ大きい程に――祭り上げる民が増えれば増える程に、省吾／神と人々との距離は開いていった。神官達による『神』の独占と、その権威を借りた治世が始まり、省吾／神はむしろ実効的な奇き蹟せきの起こし主ではなく、信仰の対象や、国家の象徴としての役割を期待される割合が増えていった。

　同時に文明文化も発達し、その一つとして奇蹟術が生み出されると――益ます々ます省吾／神の役目は消極的なものになってゆく。臣民達との触れ合いは制限され、権威性を最大限に利用する為に、そして毛髪や垢あかといった『奇蹟術の触媒』を独占する為に、神官達がより厳密に省吾／神を囲い込んでゆく。

　神官達はいずれも奇蹟師だった。

　省吾／神の存在と奇蹟術は神官達をより特権階級へと押し上げていく。

（……そうか）

　ふと省吾は気付く。

　このソロンと名付けられた世界の歪いびつさは――此こ処こに在るのだと。

　本来、『神』の知識によって創り出されたこの箱庭世界は、省吾達の住んでいた世界を模倣して創られたものだ。故に歴史も基本的には省吾達の知るものと似たような形で進んでいく。同じような要素を用意すれば同じような結果に収しゆう斂れんする――それは当然の事だ。

　だがこの世界には『国家』が無い。

　もっと正確に言えば複数の国家規模組織の対立構造が存在しない。

　それ故に技術の進歩は遅く――戦争に代表される国家間の熾し烈れつな競争が技術の進歩を促すというのはよく知られた説であろう――同時に文明や文化の多様性が育ちにくい。

　理由は明白だ。

　この世界には現実に『神』が居る。

　この世界には現実に奇蹟が在る。

　それ故にこそ――思想や価値観に想像力が入り込む余地が無い。

　不可視の存在でもなければ、ペテン師や奇術師でもない、ましてや自意識過剰の宗教家でもなく――正真正銘の創造主であり現人神である『神』の存在が、そしてその権威の象徴たる奇蹟術が、ソロンという世界に統一国家体制をもたらしているのだ。

　それを理想郷と呼ぶ者も居るだろう。

　確かにこのソロンには国家間の戦争は存在しない。

　だがそれは必ずしも人々が善良で、生活が平穏である、という事を意味しない。

　省吾達が居た世界でも、世界大戦の様な、大規模な戦争は次第に減りつつあったが、その一方で『小さな戦争』と呼ばれるテロや局地紛争はむしろ多発し、激化する傾向に在った。それと同じく、ソロンという世界、ソロンという国家も、その内部には様々な軋あつ轢れきを抱え、それがしばしば死傷者を出す様な諍いさかいとなって表面化していた。

　これを神官達――奇き蹟せき師達は力で押さえつけていた。

　現実に自己を守り他者を征する力が在る者達に、道徳や倫理など必要が無い。それは元々、万が一自分が弱者の側に回った場合、一方的に蹂じゆう躙りんされないようにと人間達が生み出した保険に過ぎない。

　かくして『神』を頂点に置き、奇蹟師たる少数の神官達が牛耳る専横政治体制が確立され、それは数千年の永きにわたって維持され続けた。

　省吾／神はその状況に多少の違和感を感じはしたが、敢あえて異を唱えようとはしなかった。元より神官達は神をないがしろにはしなかったし――それ故に省吾／神は本来の目的、つまり『孤独の排除』を達成していたからだ。

　省吾／神は既に孤独ではない。

　常に誰だれかが側そばに居た。

　常に誰かが傅かしずいていた。

　人々の生活には太陽と同じく当然の有様として『神』が君臨し、誰もがその存在を無視はしなかった。無数の臣民が彼を必ひつ須すと感じ、崇あがめ、敬い、畏おそれ、愛し、その結果としてソロンは益ます々ます栄えていく。

　その事に省吾／神は充実感を覚えていた。

　それは君臨する者の快感だ。他者の人生にまで上から影響を及ぼす事の出来る絶対権力の快楽。ひどく一方的な関わり合い。

　人々の姿に溢あふれるソロンの世界を睥へい睨げいする神――その胸の内にはもう、恐怖や孤独は無い。そもそも恐怖や孤独とは脆ぜい弱じやくな人の身で、己を守ろうとする本能が訴えかけてくるものだ。全能なる神にはもう必要の無い感情であり、むしろその欠落の代わりに、沸々と卑しく沸き立つ快感が省吾／神を満たしている。

　その感覚に――省吾は覚えが在った。

（これは……）

　意識の中で苦々しく呟つぶやく省吾。

　その快感は……〈イコノクラスト〉と同調した時の全能感と同種のものだ。

　また同時に――

「我等が創造主なる神よ」

「我等が庇ひ護ご者なる神よ」

「万物の母にして父なる神よ」

　賞賛と。喝かつ采さいと。畏い敬けいと。平伏と。

　臣民達が省吾／神に対してとる反応と――それに対して『神』の感じる高揚感もまた省吾には覚えが在った。何度か『英雄』として御披露目に出た際、民衆の熱狂を前にして感じたものである。

　確かに当時の省吾はその快楽に酔っていた。

　だが……

（――くだらない）

　今の省吾にはそんな感想しか無い。

　良くも悪くも民衆は即物的だ。

　目の前の好都合不都合にしか反応しない。省吾という個人を知ってその上で畏い敬けいの念を示している訳ではない。『神』の内面を知ってそれを崇敬している訳でもない。省吾にしろ『神』にしろその存在は象徴以上の意味を持たず――極端な言い方をすればそれは『英雄』とか『神様』という中身の無い看板であっても構わないのだ。

　そこに『個人』は無い。

　だがその事に未まだ『神』は気付いていない。

　子供っぽい征服の喜悦に浸っているだけだ。

　そして――



　　　

　その娘に目を留めたのは恐らく偶然であったろう。

「…………」

　神殿には毎日の様に無数の人々が礼拝に来る。

　これは神官達にとって租税の徴収も兼ねている訳だが――だが臣民にしてみれば、わざわざ神殿に出向いた以上、ただ金を払って退出するだけでは物足りない。ひと目、『神』の姿を拝みたいと考えるのも無理無からぬ事だろう。抽象でも妄想でもなく現実にそこに『神』がおわすのだから当然である。

　だが臣民をいちいち謁見の間に入れていては効率が悪い。

　故に――神官達はむしろ神を巡回させる事を思いついた。

「…………」

　今――省吾／神が座するのは御み輿こしの上に据えられた玉座だ。

『神』の鎮座する御輿は、正装に身を包んだ屈強な男達が担いでいる。前後には神官や神官補佐の者達が数十人の規模で並び、床に平伏する臣民達を傲ごう然ぜんと見下ろしている。

（……たかが臣民の間を回るだけでこれか）

　省吾はむしろ滑こつ稽けいさすら感じる。

　歩けば良いのだ――二本の脚を自ら動かして。

　だがそれは許されない。

　先まず『神』が納得しない。支配者の絶対的権能を満悦するには、こうした無意味な事にわざわざ労力を浪費するのが一番だからだ。

　同時に神官が許可しない。絶対者としての特別性を誇示するには、同じ目線に立ってはいけない。まして一般の臣民が手を伸ばせば触れられる様な場所に立ってはいけない。

　故に『神』は悠然と御み輿こしに座して、跪ひざまずき、頭を垂れる人々の海を、ゆったりと回遊魚の様に巡っていく。

　神殿を訪れる者はまさしく雑多で、老若男女、まるで統一性が無い。

　雑多に過ぎるが故に、個性はむしろ打ち消し合って平均化され――支配者の視点で見ればただ『群衆』という言葉で括くくれてしまう風景と化す。

　しかし……

「…………？」

　省吾／神は軽く御輿の床を蹴けった。

　それは滅多に発せられない『止まれ』の合図である。神は御言葉すら安易に発せられるべきではないとの判断から、神官達によって予あらかじめ決められているのである。

「…………」

　何が理由なのかは分からない。

　だが『神』の視線は一人の娘に釘くぎ付づけになっていた。

　その娘もまた『神』にとっては風景の一部でしかない筈はずだった。

　豪ごう奢しやな衣服に身を包んでいる訳でもなく、むしろみすぼらしい格好でさえある。化粧もせず、髪も整えられてはいない。ただ――柱の側そばで跪いてはいるものの、頭を垂れている人々の中で一人だけ、顔を上げて『神』の方を見ている。

　視線が絡み合う。

　それは勿もち論ろん、一瞬の事で――娘はすぐに恐れ多いとばかりに眼を伏せた。

　同時に御輿は再び臣民の海を渡るべくゆっくりと動き始める。娘の姿はすぐに風景の中に埋没して見えなくなった。

　だが……

（…………分かるよ）

　苦笑めいた気持ちで省吾はそんな事を考える。

　この時に『神』が抱いた感情もまた省吾は経験済みであったからだ。

　まして――その娘は何ど処こかメリニに似ていた。

（神様が、一ひと目め惚ぼれ、か）

　本当にそれは運命としか言いようが無かったろう。

　娘は確かに美しかったが――空前絶後という程ではない。それこそ神殿には毎日、万を超える人々が入れ替わり立ち替わり参拝に訪れる。その中では美しい娘もまた珍しい存在ではなかった。

　だからその娘の何が特別だったのかは省吾／神にもよく分からない。

　ただ……その時から神はその娘を眼で追い始めた。

　臣民の群れを睥へい睨げいして回る時には、必ずその娘がいないかと視線を巡らせて探した。

　…………

　時間が加速する。

　止めどなく回る万華鏡を覗のぞいているかの様に――めまぐるしく変わってゆく風景。

　だがその中で点滅するかの様にその娘の姿は何度も何度も現れた。

　それは『神』が無数の臣民の中から、常に彼女を目で探していたからであると同時に、娘もまた『神』の元に熱心に参拝を繰り返していたからだろう。

　幾度も幾度も視線が絡み合う。

　やがて――



    

  
    
      



    

  
    
      　　　

　神官達の統治体制は、既にほぼ完成の域に達していた。

　四人の神官にして奇き蹟せき師達は省吾／神の代理人としてソロンの大地を支配しており、その治世を揺るがす脅威は存在しない。何しろ世界のありとあらゆる物質に影響力を行使できる文字通りの『神』を頭目に頂き、その『神』の力を模倣した奇蹟術の技術を蓄積している彼等にとって、思うがままに出来ないものなど何も無い。自然現象ですら『神』とその直臣たる四人の奇蹟師達には何ら恐れるものではなかった。

　彼等は神に準じる絶体権力者としてソロンを思うがままに動かしていた。

　そんなある日の事――

「――娘を」

　いつもの様に玉座に就いた『神』はふとそんな言葉を口にした。

　側そばに侍はべっていた四人の神官達は揃そろって怪け訝げんの表情を浮かべる。だが彼等の理解が追いつくか否かなどまるで斟しん酌しやくする様子も見せず『神』は何ど処こか悩ましげな口調で言葉を続けた。

「娘を連れて参れ」

「娘……でございまするか？」

　神官の一人が尋ねる。

　実の所……『神』が人間達の側に明確に要求を出したのはこれが初めてだった。人間達が勝手に担ぎ上げ、『神』は特に異を唱える事無く、ただ求められるままにその奇蹟を顕あらわす――それだけの関係であったのだ。人々から吸い上げられた租税は全て神官達の懐を潤していただけだった。

　だからこそ神官達は意外に思ったのだろう。

『神』の出した――その余りにも人間じみた要求に。

　だが『神』は神官達の戸惑いなどやはり意に介した様子も無く、もう一度物憂げな声で繰り返した。

「娘を連れて参れ」

「はは。して――」

　神官の一人がその役職に似合わぬ下卑た笑みを浮かべる。

（ルースポリテ家の祖先……？）

　ふと傍観者の様に状況を眺めていた省吾の意識がそんな事を考える。

　その神官は何処か、〈五氏族〉の長の一人、パルマス・ルースポリテに似た雰囲気を備えていた。そしてそう思って見ると、他の三人にも〈五氏族〉の各族長の面影が見える様な気がした。

「どのような娘をご所望で？」

「いや――まずは数を揃そろえるべきでありましょうぞ」

　別の神官がそう言った。

　こちらはタイロイド・マブロに似ている。

「どの娘が御ご寵ちよう愛あいを賜るかは、我等が神の御裁断にお任せするのが良いでしょう」

「なるほどそれは道理――」

　神官達が頷うなずき合う。

　彼等はある意味で俗物であったろう。『神』の欲求を自分達のそれに当てはめて考えていたのだ。権力者は当然に支配欲や独占欲を強く持つ。逆に言えばそうでなければ、並み居る他の競合者を蹴け落おとして最高権力者の座に就くことなどかなわない。当然に――女に関しても神官達は妻や妾めかけを何人も抱えていた。何人の女を抱えているかを密ひそかに競っている節すら在った。

　だからこそ彼等は想像もしなかったのだろう。

『神』がたった一人の娘に恋い焦がれていたなどとは――

「…………」

　黙って『神』が右手を伸ばす。

　玉座に一番近い場所に在った石柱に――稲妻が突き刺さったのは次の瞬間だった。

　愕がく然ぜんと反射的に身構える神官達。だが『神』は彼等に一いち瞥べつすら与えず、むしろ物憂げな表情のまま掌てのひらから放たれる雷によって石柱を削った。

　それは僅わずかな時間であったろう。

　だが電光が消え去ると、石柱の表面には一人の娘の姿が浮き彫りにされていた。

　何度も何度も何度も何度も、見続けて詳細も漏らさずその姿を記憶したからこそ、『神』の彫ったその娘の像は、まるで本人そのものを石にしたかの様な生々しさを備えていた。

　だがその一方で『神』はその娘の名すら知らない。

　故に――

「この娘を連れて参れ」

　とだけ『神』は要求した。

「この娘を……？」

　神官達は石柱に刻まれた娘の姿を眺める。

　三人は唐突な『神』の要求に、やはり戸惑いの表情を浮かべていたが――一人が大きく頷うなずくと『神』に向かって一礼した。

「御意」

（…………あれは）

　その神官は一際若くそして優美な容姿をしていた。

　まるで――ネロ・オトルチの様に。

　その口元にうっすらと浮かんでいるのは何ど処こかで見たような笑み。

　だがそれが何を意味するのか……『神』はまるで分かっていなかった。

　親愛の情をはっきりと――あからさまな位に湛たたえながらも、何処か仄ほの暗ぐらく、相手を見透かす様な、奇妙な笑み。形は微笑だが、それは仮面じみていて何処か空疎感がつきまとっている。

（何かを企たくらんでいる者の、顔だ）

　そんな事を省吾は思う。

　同時に彼はこの後に来る未来――いや省吾にとっては過去か――に半ば気付いていた。

　そして――



　　　

　押し殺した密ひそやかな吐息が漏れる。

　絶頂に達した『神』は――やがて娘から身を離した。

　次の瞬間、まるで情事が終わるのを待っていたかの様に、部屋の四隅で燭しよく台だいが自ら炎を点ともした。勿もち論ろん、実際には『神』が燃えよと命じた為に、蝋ろう燭そくは自らその芯しんに熱を集めて火を生み出したのだが。

『神』が居るのは広い寝室の真ん中であった。

　そこには天てん蓋がい付きの寝台が一つ置かれている。

　そして――

「――娘」

『神』は寝台の端に腰を下ろしながら呟つぶやく様に言う。

　寝台の上で、白い肌を薄紅色に染めて仰ぎよう臥がしているのは――あの娘だった。

「はい……我が君」

　娘は弾む息を沈めて身を起こし『神』の背中にそんな言葉を向ける。

　快楽の余韻を感じながらも――『神』の中でその記憶を追体験している省吾は微妙な違和感を感じていた。

　互いに肌を重ねながらも、名前すら呼ぶ事の無い関係。

　それはそのまま彼等の立場をも顕あらわしていた。

　既に『神』は人間社会にとって大きな存在であり過ぎて、一個人としては自由に振る舞う事すら出来なくなっていた。『神』にその気が無くても彼の一挙手一投足が――いや言葉一つですらもが巨大な波紋をソロン全土に投げ掛ける。それは奇き蹟せきの力とは最も早はや何の関係も無い――権力構造と支配体制という別種の力であった。

　その好例がこの娘の存在だ。

　あの『神』が娘の姿を石柱に彫った数日後。

　四人の神官達が神の元に娘本人を連れてきた。予あらかじめ何か言い含められていたのか――娘は自分からは何も話さずただ『神』に絶対服従を誓ってその側そばに侍はべった。

　人間の男としてはごく当然の劣情を覚え――娘にそれをぶつけた時にも、彼女は何ら拒むそぶりも見せず、むしろ積極的に身体を開いた。彼女もまた初めての行為であった筈はずなのに――だ。

　彼等の関係はその日以来続いている。

　何度『神』は娘を抱いたか分からない。

　娘は一度も拒む事無く『神』の情欲を受け止め続けた。

　しかし……

（……これも同じか）

　省吾は溜ため息いきが出る想いだった。

『神』が感じているもどかしさを彼はよく理解できた。

　恋した娘を手に入れている筈なのに――何故か違和感がつきまとう。何故か幸福な気持ちになりきれない。むしろ行為を重ねれば重ねる程に何かがずれていく様な印象。

　それは省吾もメリニとの関係で感じた事だ。

　愛の行為である筈なのにそこに愛は存在しない。

　少なくとも娘は自らの情愛でも性愛でもなく、義務の為に『神』に抱かれているのは明らかだった。それはいかに真しん摯しではあっても愛ではない。

『神』の愛はひたすら一方通行だった。

　だがそれでも快楽を貪むさぼる事は出来る。

　胸の片隅に巣くう空虚を埋める為にまた『神』は娘を犯す。

　娘はただただ真面目に役割を果たすべく『神』に犯される。

　その繰り返しだ。

　だが――

「――娘」

　それはやはり呟つぶやく様に淡々とした問いだった。

「幸せか？」

「…………はい。我が君」

　娘は微かすかな笑みを浮かべてそう言った。

　だが答えるまでのほんの僅わずかな間――躊ちゆう躇ちよが言葉と感情の乖かい離りを示していた。娘の立場で否定の言葉など言える筈も無い。笑顔も取り繕われたが故のぎこちなさが仄ほの見みえる。

（……近くに居ても……肌を重ねても……）

　それでも『神』は孤独だった。

『神』自身は未まだそれをはっきりと自覚はしていない。

　だが第三者の視点から全てを見る事の出来る省吾にとって、それは明らかだった。孤独を恐れて世界を創り、孤独を厭いとって人間を創り、孤独を嫌って娘の肌に温ぬくもりを求め――しかしその結果としてやはり『神』は『神』たるが故に未だ孤独だった。

（そうだ……）

　断片的ではあるが省吾は以前にも〈イコノクラスト〉と同調している際に、こうした場面を見ている。それは恐らく〈聖遺物〉からの情報の――記憶の逆流現象だったのだろう。それらの多くは時系列も鮮明さもばらばらで、完全なる理解には遠かった。順序立てて明確な映像や音声と共に全てを識しるのは省吾としても今回が初めてだった。

　それだけ深く〈イコノクラスト〉と同調しているという事か。

（……俺おれはこの後を知ってる……）

　省吾は陰いん鬱うつな気分で考える。

（この後に来る二つの――いや三つの連鎖する悲劇を知っている）

　そして時間は流れる。

　…………

　…………

　気が付けば『神』は玉座に居た。

　寂せき寞ばくたる空気に満ちた夜の神殿。

　既に謁見と参拝の時間は終わり――臣民の姿は無い。

　ただ『神』の玉座の側そばには、娘が侍はべり、その周囲には神官達が侍り、更に彼の無ぶ聊りようを慰める為にと呼ばれた剣舞師が、長い剣を操りながら緩やかに踊っていた。

「…………」

　娘は――初めて『神』に仕えてより既に数年を経ているのか、既にその容姿は大人の女のものになっていた。最も早はや、彼女の事は女と表するべきだろう。色いろ艶つやには磨きがかかり、玉座に座る神の膝ひざにしなだれかかるその姿は、妖よう艶えんさすら漂わせていた。

　だが……



　ごおおん――……



　遙はるかな鐘の音が、陰鬱な夜気を切り裂いて響き渡った。

（この光景は……これからの光景は――）

　既に見た事がある。

　全ての不幸の始まり。

　それは――

（神の――）

　殺害現場。



　ごおおん――……

　ごおおん、ごおおん、ごおおん――……

　ごおおんごおおんごおおんごおおんごおおん――……



　見たくないと思う省吾の気持ちを嘲あざ笑わらうかの様に時間が加速する。

　破滅に向かって。

　やがて――



　　　

　その首は刎はねられた。

　その四肢は落とされた。

　かつて『神』と呼ばれた男はその身を五分割されて床に転がっていた。

「我等の勝ちぞ」

「今より歴史は人間を主とし」

「我等の営みによりて世界は動いていくだろう」

「我等人間こそ世界の支配者」

「我等こそ頂点に君臨せしもの」

「神よ御苦労――後は我等が引き継ぐ故に、心おきなく滅びるがいい」

　省吾／神は――人間達の声を聞いていた。

　その視界には、四人の神官、いや奇き蹟せき師達と、腕をだらりと下げて剣を取り落とした剣舞師の姿が見える。頭上遙はるかに彼等がそびえて見えるのは、『神』の頭部が今や冷たい床の上に転がっている為だ。

（そう。こうなる――）

　ひどく絶望的な気分で省吾は思う。

『神』は殺された。

　最も近しく最も信頼していた者達にことごとく裏切られて。

　そう。

　決して満ち足りぬ生き物――良くも悪くもそれが人間だ。何かを手に入れてもそれに慣れれば次を欲する。人間の欲望は底なしだ。

　完成した支配の次に奇き蹟せき師達が望んだのは、更なる財貨と権能であった。

　だがその為には『神』が邪魔だ。

　彼等は所しよ詮せん――『虎とらの威を借る狐きつね』である。

　それはつまり頂点では無いという事だ。二番目の位置に就く事で手に入れた力であった筈はずなのに、いつしかその二番目であるという事に彼等は我慢出来なくなった。

「…………」

　この時『神』が――『神』の生首が抱いた感情を一言では説明しきれない。

　それはあまりに複雑な上に刻々と変化を続けていた為だ。

　先まず最初に覚えたのは驚きであったろう。

　次に湧わいて出たのは怒りと恨みだ。だが同時にそこには悲しみと――そして何ど処こか安あん堵どの様なものも『神』は覚えていた。あるいは『神』はこの日がくるのを心の何処かで気付いていたのかもしれない。恐れていた事が現実になればもう不安に悩まされる事も無い。

　結局――神は誰だれとも心の底から分かり合える事は無かった。

　側そばにいても。崇あがめられても。奉られても。

　心が通じ合っている訳ではない。

　大抵の場合に『神』と人の関係は一方通行だ。

　彼は『神』という御み輿こしに担がれて看板として使われただけの哀れな男だった。

　その事を改めて自覚したが故に――『神』の脳裏を過よぎるのは弾はじけんばかりの自己嫌悪と、失望と、倦けん怠たい感かんと、そして悲哀だった。

　そして……

「…………お許しを。我が君」

　女の声がする。

　女は玉座の側で顔を伏せて戦おののき、喉のどから声を絞り出していた。

「お許しを。どうかお許しを。ああ――我が君」

　女の止めどない懺ざん悔げの言葉が続く。

　だがそれはむしろ逆の効果を死にかけた『神』の意識に喚よんだ。

「我が君……どうかお許しを」

　ようやく『神』は悟る。

　女すらもが自分を裏切っていた。

　あるいは『神』が彼女を求めたあの時から――奇蹟師達は、彼女を『神』の弱点とすべく企たくらんでいたのだろう。女を常にその側に侍はべらせ、最も油断をする時を調べ上げ、そうした状況を誘導したのだ。

　あるいは女は何か奇蹟師達に弱みを握られていたのかもしれない。懺悔の言葉を漏らす以上、彼女は望んで『神』を欺いた訳ではあるまい。恐らく裏切らざるを得ない状況に追い込まれていたのだろう。

　だがそんな道理は既に死にかけた『神』には関係が無かった。

『神』の感情は、そしてどうしようもなく単純な怒りに収束していく。

　愛した女に裏切られた男の怒り。

　それはもう何ど処こまでも平凡で当然で――それ故にこそ発作的な感情であっただろう。

　故にこそ彼は女の懺ざん悔げに呪のろいの言葉で応じた。

　応じてしまった。

「……許サヌ……」

『神』の視界が、奇き蹟せき師達と剣舞師の視線を捉とらえる。

　ごぼごぼと血の泡を吹きながら生首となった『神』は続けた。

「……許サヌ……裏切リ者共メ……」

　煮えたぎる表層の意識とは裏腹に何処かひどい虚脱感が『神』の内側にわだかまってゆく。心の何処かで自分の怒りを危険に思う気持ちが在る一方で、暴走する感情は止めどなく溢あふれ、『神』に言ってはならない言葉を言わせてゆく。

　だが――それは。

「我ガ……創造ト……繁栄ト……四千年ニ及ブ……寵ちよう愛あい……ニ対スル貴様ラノ答エガ……コレカ……!?」

「我が君！　お許しを……お許しを……！　私は――」

　女が何と口走ろうとしたのかは分からない。

『神』は言い訳を許さず――暗い高揚感と共に呪いの言葉を吐く。

「……許サヌ……許サヌ……許サヌ……！　呪ワレヨ！　呪ワレヨ！」

　吐いてしまった。

「我ヲ裏切リシ人間共ヨ呪ワレヨ！」

　口走ってしまった。

　未まだ愛していたのに。

　未だ好きだったのに。

　しかし神は激情に促されるまま全ての人間を見切る言葉を顕あらわしてしまった。

「我ハ万物の長ニシテ造物主タル者ノ権勢ニテ命ジル――」

　それは誰だれにでも経験の在る事だろう。

　激情に振り回されて本心でもない事を口にする事。

　暴走する怒りに押されて駄目だと分かっている言葉を吐く事。

　叱しかられた子供が親に対して発作的に『嫌いだ』と叫んでしまう様に、あるいは売り言葉に買い言葉で親友に罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げてしまう様に――心の奥底ではそれが決して自らの望みではないと知りつつも、止められない。

　そう。本当に誰だれにでも覚えのある事だろう。

　省吾にも同様の経験は在る。

　幼い頃ころ――省吾が大事にしていた玩具おもちやを壊した花梨に、癇かん癪しやくを起こした時の記憶。

『お前なんか嫌いだ！』

　思わず口走ってしまった心にも無い一言。

　それと同じだ。

　稚拙で俗っぽい感情の爆発。

「世界ヨ、世界ヨ、アリトアラ　ユルモノヨ！　我ガ命ヲ受諾セヨ!!」

　だが……彼は『神』だった。

　彼は特別であり唯一であり無二であり絶対だった。

　故にその唇から零こぼれ出た言葉には力が宿る。それが本心からのものでなくとも、力となって影響を与える。呪のろいの言葉を紡げば、それは真実に呪いとなって相手に襲いかかる。

　そして――



　――『災イ在レ』



　取り返しの付かない言葉が世界に放たれた。



　　　

「…………くっだらねえ」

　省吾は溜ため息いきをつく様にそう呟つぶやいた。

　既に永い永い時間の旅は終わっていた。過去は流れ流れて現在に行き着き、そこから先は未まだ確定されていない――未来の領域だ。だからという訳でもなかろうが、省吾の周りは灰色一色に塗り潰つぶされた何も無い世界となっていた。

　黒でもなく。白でもなく。他の何色でもなく。

　全ての可能性を含みつつも未だ何物でもない世界――

「子供の癇癪と同じだ」

　その真ん中に省吾は居た。

　もう一人の省吾と向き合う様にして。

　いや――それは省吾の姿を採ってはいるが省吾そのものではない。省吾の記憶と認識を利用して創り出された『神』の像。あるいは過去の記憶の中で彼が見てきた神官達や側そば女めが見知った顔に似ていたのも、同じ理由からなのかもしれなかった。

「くだらない――？」

『神』は皮肉げな表情で笑う。

　そして舌の上で言葉を転がすかの様に繰り返した。

「くだらない……くだらない……か」

「ああ。くだらない。あんな一瞬の激情が全ての災いの根源だなんて――」

『神』と共に見てきたからこそ省吾は知っている。

　あの時の『神』は確かに怒っていた。恨んでいた。憎んでいた。呪のろっていた。それは間違いが無い。当たり前だ、裏切られ、殺されたのだから。

　だが人間の感情とはそんなに単純なものではない。

　テレビのチャンネルを切り替える様にぱちんと別のものに変わったりしない。それは合理的でもなければ論理的でもない。だからこそ人間は因縁や恩おん讐しゆうを延々と引きずり――世界は混迷を増すのだ。

　未まだ愛していた。

　未だ好きだった。

　自分が原初の虚無の中から生み出した世界を――人間を。彼等こそが『神』の無ぶ聊りようを慰めた。それは絶対者の孤独と恐怖を完全にぬぐい去る事は出来なかったかもしれないが、それでも『神』にとって人間達は未だ愛すべき子供達だった筈はずなのだ。

　あるいは許す事も出来たかもしれない。

　あるいはやり直す事も出来たかもしれない。

　あるいはただ恨み言を遺のこすだけで逝いけたのかもかもしれない。

　しかし……時間が無かった。

　死に行く『神』は己の激情を一歩引いて冷静に見る余裕が無かった。

　自分が本当に未み来らい永えい劫ごう、人間を苦しめ続けたいと願っていたのかどうか――分かっていなかった。それを指摘できる第三者が、あの時には居なかった。

　だが今は違う。

　此こ処こに省吾が居る。

「くだらない」

　そう省吾は繰り返した。

　だが――

「それが世界の真相なのだ」

　神は言う。

「高こう邁まいな理想も。高潔な真理も。それだけでは世を動かすのに――足りない。それは汚れ無きが故にこそ脆もろい。軽い。薄い。常に人の世を動かすのは、下等な欲求や幼稚な感情に過ぎない」

「…………そうかもな」

　と省吾は言う。

　理想は気高く尊いかもしれないが――それを唱える者はしばしば現実を見落とす。

　世界は現実の集合体であり、夢想や空想の領域には無い。飢えて今しも死のうとしている者に弱者救済を説いても詮せん無ない事であろう。戦場で博愛を説いても次の瞬間には銃弾に貫かれて骸むくろと果てるだけであろう。

　美しいが故にそれらは存在が軽い。

　汚くも生々しいが故に――目の前の事実に対する人間の感情は即応的で、良くも悪くも分かり易く、それ故に誰だれにでも伝でん播ぱし易い。殴られれば痛いし腹が立つ。空腹の自分の目の前で飽食に明け暮れる人間が居れば憎みたくもなる。それは極めて動物的で当たり前の感情だが――だからこそそれは常に何かを動かす原動力となる。

「平等を唱えても博愛を唱えても――それは結局、それは自分が弱者の側に回った時、保護して貰もらえる様にとの保険であり根回しでしかない。結局は卑俗な自分の都合に、適当な言い訳を当てはめて、さも真理であるかの様に飾り立てているだけだ」

「そうだな」

　省吾は頷うなずく。

「で――それがどうした？」

「…………」

『神』が言葉に詰まる。

「俺おれは別にそれが嘘うそだなんて言ってない。ただ、くだらないって言ったんだ」

「…………香芝省吾。貴様は――」

　あるいは『神』は戸惑ったのかもしれない。

「くだらないから我慢できない。我慢できないから直す。それだけだよ。俺の考えだって即物的で俗っぽい満足感でしかない。分かってるよ。別に俺は高潔でも上品でもない。で――それが何か悪いのか？」

「…………」

「原因が何かなんてどうでもいいだろ」

　省吾は一歩自分の似姿に向けて踏み出しながら言った。

「くだらないなら、くだらなくないようにすればいいんだろ？　今がそうだからって未み来らい永えい劫ごうそうである必要なんて無いだろ？」

「…………もう戻れない」

「そうだな。だが直せない事は無いんじゃないか？」

　省吾は『神』を睨にらみ据えて言った。

「選択肢は本当に二者択一か？　戻るか、戻らないか、しか無いのか？　違うだろ。あんただって本当は分かってるんじゃないのか？　こっちに来てたかだか一年のこの俺が、気付いた位だぞ――ソロンに何百年、何千年と君臨していたあんたが、分からない筈はずが無いだろ？」

「…………」

「最初に間違ったのはあんただ」

　省吾は言った。

「あんたの孤独感は満たされていなかった。ソロン中の人間を傅かしずかせ、無数の人達を侍はべらせながらも、あんたは満たされていなかった」

「人は、我が為に創造した。人は我を神と崇あがめ――」

「ただ崇められて――」

　省吾が遮る。

「満たされた気になっていた」

「…………」

「だが違うよな？　何ど処こかいつも『違う』って思っていたよな？」

　畳み掛ける様に省吾は続ける。

「我が記憶を覗のぞき見みしただけの貴様が、知ったような口を――」

「知っているさ。自分でも」

　ソロンに召喚された直後の自分を、省吾は知っている。

〈レネゲイド〉にすれば、省吾は何よりもまず目の前に在る絶対的な脅威――〈代行者パニツシヤー〉への対抗手段でしかなかった。そして〈代行者〉殲せん滅めつ後の世界の覇権を巡って、何としても手中に収めておきたい道具でしかなかった。

　だが単なる高校生だった省吾に、そんな彼等の思惑までは見透かせなかった。

　美しい姫ひめ巫み女こ達を周りに侍らされ、巨大な人型兵器を操る英雄として祭り上げられ、その事に有頂天になって、何だか満たされた気になっていた。

　だが違う。

　自分が立っていたのが砂上の楼閣――いやそれどころか実体すら無い蜃しん気き楼ろうの上だったのだと今になってみれば分かる。

　そもそも……自分はどうして『英雄』たる事を望んだのか。

　それは美しい娘を周りに侍らせる事そのものか？

　それは民衆に自分の名を連呼される事そのものか？

　それは――表出する現象であって彼が望んだ事の本質ではない。

『英雄』とは常人に出来ぬ事を成し遂げる者だ。

『英雄』とは絶望の最中に在っても諦あきらめぬ者だ。

　卑俗で幼稚な感情を自ら御して、成すべき事を自らの意志で成し遂げられるからこそ、その者は『英雄』と呼ばれる。そんな特別な人間になる事を格好良いと思ったからこそ省吾は『英雄』に憧あこがれた。

「あんたは孤独を癒いやしてくれる相手を求めた」

「……そうだ」

「結果――しかしあんたは『仲間』でも『友人』でもなく『奴隷』を、『人形』を造ってしまった。あんたは自分の思う通りに動く、ただそれだけの相手を欲した。けどそれは、自分一人で居る事と変わらなかったろ？」

　考えてみれば当たり前だ。

　全ては『神』の中から生まれた。

　だから元々は世界もそこに住まう人間も『神』の一部なのだ。

　彼等を対等の存在として認め、絶対者としての権能を放棄し、人間達の目線にまで降りていけば、あるいは違う未来が広がったかもしれない。それは不自由で不平不満も生じる生き方ではあったかもしれないが――恐らく『神』はもう孤独を感じる事は無かったろう。

　自分以外の誰だれかが居るから相克や軋あつ轢れきが生まれる。

　対立する意見があるからこそ自分の意見が映える。

　欠ける所が在るからこそ補い合う喜びが生まれる。

　まさしく――

「あんたは人間なんだよ」

　省吾は溜ため息いきをつく様に言った。

　人間。

　人と人との間にいるもの。

　他者の存在を得て初めて自己を定義し――同時に他者を定義し孤独を癒す事が出来る。

　だが……

「あんたの悲劇は三つ」

　省吾は言った。

「一つは一時の激情に任せて世界を呪のろった事」

　その結果としてソロンは五百年の間にわたって悲劇を繰り返し続ける。

「一つはあの時、既に側そば女めのお腹なかの中に自分の子がいるのを知らなかった事」

　その子等はやがて『神の血族』として世間から隠れ住み――その抑圧された出自が故にまた異様に偏った価値観で組織化されていく。

「一つはそもそも――『神』であろうとした事」

　いくら不老だろうと、いくら万能だろうと、生身の人間が『神』の座に座り続ける事は尋常ならざる抑圧となる。それは実際に『神』が経験してきた通り――多くの者に囲まれながらも、何ど処こか『壁』や『距離』を感じ続ける事となる様な、ひどく歪いびつな孤独感に嘖さいなまれる事になるのだから。

「認めろよ。あんたは孤独からの解放を急ぐ余りに失敗した。その事に良いも悪いも無いと俺おれは思う。だが自分が望んだ通りにいかなかったのなら――本当の意味で、孤独から解放されなかったっていうのなら、それはやっぱり失敗なんだ。だからそれを認めないとやり直す事も出来ない――」

「だが我は既に死した身」

　淡々とした口調で『神』は言った。

「貴様が喋しやべっているのもあくまでかつて存在した『人間』の残像に過ぎん。今更私を折伏した所で何も変わらない。過去は変えられずその積み重ねた末に至った現在もまた不動のものだ。『代行者パニツシヤー』の『書き換え』は間もなく終了する。今度こそ完全な呪じゅ詛そが世界中のありとあらゆる物質に組み込まれるだろう」

「そうしてあんたは――死んだ後も孤独なままか」

　挑む様な口調で省吾は言った。

「いつまでも暗くら闇やみに怯おびえる子供のままか」

「…………」

「さらけ出せ。問うてみろ。本当に世界があんたの思っている様なものかどうか――五百年も千年も呪のろわれ続ける程に罪に塗まみれているのか、そんなにも人間はどす黒くてどうしようもない生き物なのか、もう一度試せ！」

「どうやって……？」

　せせら笑う様に『神』が問う。

　だが――

「言ったろう。さらけ出せ」

　省吾は言った。

　出来る――根拠は無いが確信は在った。

　未まだ『代行者』は〈イコノクラスト〉の全てを把握しきってはいない。そこに繋つながれた省吾の意識まで汚染出来ていない。ならばむしろ『代行者』達が〈イコノクラスト〉に取り込まれ増床させられ、再編成されている最中の今は、省吾の側からの干渉だって紛れ込ませる事が可能な筈はず――

「何をする!?　貴様は――」

「…………」

　自分と同じ顔を歪ゆがませて、慌てるかの様な反応を示す『神』ににやりと不敵な笑みを見せ――そして省吾は意識を集中した。



　　　

　流出する闇やみを光が切り裂いた。

　いや――正しくは大量に〈イコノクラスト〉から全世界へと噴出していた呪じゅ詛その文字列の隙すき間まから、聖光が放散されたのだ。細い糸状の光が何百何千と放射状に伸びて、闇色の文字列を分断する。その様子はまるで内部の爆圧に耐えかねて〈イコノクラスト〉を覆う黒い『殻』がひび割れたかの様だった。

　だがそれは――まさしく爆発と同じく一瞬の事ではあった。

　途中で切断された呪詛は、まるである種の原生動物の様に蠢うごめきながら相互に結び付き、再びうねくりながら世界中に広がっていく。まるで今の光は〈イコノクラスト〉の最後の足あ掻がきであったかの様に、鋼の擬神機はそれ以降沈黙し、ただ黙々と己の装甲の隙間から呪詛を吐き出し続けていた。

　だが――

　勿もち論ろんその吐き出し続ける文字列が数秒前のものとは微妙に異なっているのだという事に気付いた人間は未まだ居なかった。



　　　

　眼も。耳も。鼻も。肌も。舌も。

　全身の感覚は既に麻ま痺ひ状態に陥って久しい。

　もし未だメリニに視覚が残っていれば、廃屋の床を、壁を、天井を、隈くま無なく覆い尽くす異様な呪詛の文字列を見る事が出来ただろう。それらは大量発生した虫の如ごとくぞわぞわと蠢きながら全てを呑のみ込まんと更に増殖を続けていた。

　だが――

（…………？）

　死にも似た闇の中に何かが流れ込んでくる。

　ありとあらゆる入出力経路を絶たれた筈はずのメリニの意識に、何かが触れる。

　省吾への想いに縋すがりながら辛かろうじて正気を保っていたメリニは――それに気付いた。

（なに……？）

　未知の存在への恐れは在った。

　だが一切の情報刺激を絶たれた今――死そのものたる虚無に、意識が落ち込み、消滅する事への恐怖がそれに優まさった。

　メリニの意識は触れた何かを受け入れる。

　その瞬間……

（………………っ！）

　まるで闇やみ夜よに炸さく裂れつする爆弾の様だった。

　ありとあらゆる外的刺激から遮断され、虚うつろに枯れつつあったメリニの意識に、膨大な情報が奔流として流れ込む。空疎から濃密へ――極端から極端への落差。その急速な移行に際して発生する情報の圧力は、メリニの意識を強烈に揺さぶり、一瞬、彼女は恐慌状態に陥っていた。

（……こ……れは…………）

　どれだけ自分が混乱していたのかメリニにも分からない。

　だがそれはやがて緩やかに渦を巻いて彼女の意識に定着し――そしてようやく彼女は自分が受け入れたものが何なのかを、おぼろげながら理解した。

　それは記憶だ。

　メリニのものではない誰だれか他人の――第三者の視点から見た記憶。

　そしてそれに付随する五感の刺激が彼女の全身を通り抜けていく。一旦、全ての五感を塞ふさがれて信号の途絶していた彼女の感覚に、それは陵辱にも等しい激しさで注ぎ込まれ、浸透していく。

　遠慮も無く。羞しゆう恥ちも無く。

　問答無用で晒さらされる他人の人生。

　それは――

（……！　……!!）

　世界の創造から呪じゅ詛その誕生まで――恐らくは数百数千の時間を超えて綴つづられる『神』の生涯の記録であった。

（あああああああぁぁぁぁぁぁぁ………！）

　メリニは叫ぶ。

　だがそれは声にならず意識の一部として揺れただけだ。

　恐怖は無かった。

　ただ心の準備も許されぬままに突き付けられた真実に――彼女は喘あえいだ。

　勿もち論ろんそれは『神』の視点から再現されたものであって、当然に偏りには満ちている。だがその偏りも――感情も含めてそれは『神』が感じ覚えてきた真実だ。

『神』が何を想ってこの世界を生み出したのか。

『神』が何を想ってあの呪詛を生み出したのか。

　喜悦と。孤独と。憤怒と。絶望と。郷愁と。失望と。不安と。悲哀と。友愛と。

　諸々の――全て。

　今まで伝承でしか語られなかった昔話の真実を彼女は――識しった。



　　　

　呪じゅ詛その伝染網ネットワークは、今や世界中の人間の意識を繋つなぎ『神』の真実を強制視聴させる為の放送システムとして機能していた。

　人々に拒否権は無い。

　それは望む望まぬにかかわらず流し込まれる。

『神』の記憶であり――同時に人々の祖先が犯した罪の記録。

　故にこれを受け取った者達の反応は多種多様だった。

　…………

　ただただ戸惑う者が居た。

（……え……あ……これ……って………………）

　例えば――ハーチェッタは困惑した。

〈レネゲイド〉の姫ひめ巫み女ことして、族長の娘として育てられてきた彼女は、基本的に『神』というものについて『世界を呪のろった怪物』という印象が最も強い。それはどうしようもなく強大で無慈悲で傲ごう慢まんな存在だった。その様に彼女は教え込まれてきた。

　だが――今こうして見る記憶の中の『神』はひどく繊細で脆ぜい弱じやくだった。

　万能に近い権能を持ってはいても、その心は人間のものと同じだった。

　ハーチェッタは初めて『神』というものにも、確かに人間と同様の『心』が在るのだという事を実感として識った。

　…………

　ただただ憤る者も居た。

（な……何なの……何なのよ…………これ…………!?）

　例えばアフィニエは怒りを覚えた。

　自分が騙だまされていたのだと彼女は思った。性的な事に奔放な部分を持つ彼女は、だからこそ側そば女めを抱き、彼女に愛を感じながらも、彼女と心の奥底で繋がれなかった『神』の悲哀を理解した。これはただの不器用な男の記録だ。何が怪物なものか。彼を怪物にしてしまったのは――人間だ。

　そう。彼女の祖先だ。

　…………

　ペルテアは祖先の罪を突き付けられ、ただ恥じ入って身み悶もだえした。

　トリファスキアータははただ淡々と事実をそのまま受け入れた。

　レオンはあまりに卑俗な真実に苦々しく笑った。

　本当に受け止め方はそれぞれだった。

　だが――

　…………

　神の記憶は呪じゅ詛その網を利用して世界中の者達に届けられた。

　確かに事実は一つだろう。

『人間に殺された神はそれを恨み、未み来らい永えい劫ごうに消えない呪のろいを遺のこした』

　これは間違いの無い事実だ。

　だが見る者の視点が違えば、その事実はまた異なる色を帯びる。一般人の視点から語られる事実、〈レネゲイド〉の始祖達の視点から語られる事実、そして『神』本人の視点から語られる事実、それらはまた全く別のものにならざるを得ない。たとえそこに虚偽や欺ぎ瞞まんが含まれていなかったとしても……立場や思惑の違いから全く違うものに見えがちだ。

　だから真実は人の数だけ在る。

　誰だれかの視点によって語られる嘘うそ偽り無い事実を『真実』と呼ぶのならば、これもまた一つの真実――『神の真実』であっただろう。そして諸々の『真実』を寄せ集めて一歩引いた場所からしか、本当に冷静な第三者としての判断は下せない。

　ならば……

　今。『神』の中に秘められていた真実は、人々にどの様な認識の変化を促すのか。



    

  
    
      



    

  
    
      　呪じゅ詛その網をぽつりぽつりと逆流する光こう芒ぼう。

　闇やみ夜よに舞う蛍火の様に――それらは何ど処こからともなく現れて、ゆるゆると動きながらも、一つの場所に向かって集まっていく。

　全ての呪詛の繋つながる先へ――〈イコノクラスト〉へ。

　その内の死したる『神』に向かって。



　　　

　無意識に吐息が漏れる。

「………………」

　実の所、省吾にとってもこれは賭かけだった。

『神の真実』――即ち絶対者でもなく、支配者でもなく、ただ、孤独に怯おびえ続けた不器用で平凡な男の悲哀。それを見てこのソロンの人々がどう反応するのかは、省吾としても分からなかった。人間が百人居れば百人の真実が在る。全知ならぬ省吾にその全てを推し量る事は出来ない。ましてやソロンの人間ではない彼にはその資格も無かろう。

　勿もち論ろんある種の期待はしていたが――それでも不安は拭ぬぐえない。

　ぽつりぽつりと還かえってくる光の群れ。

　それは人々の意識から抽出された反応そのものだ。

（もし――これが『神』への敵意や憎悪『だけ』に満ちていたならば）

　それはもうどうしようもない。

　死したる神の怨おん念ねんも鎮まる事無く、世界は永えい劫ごうの地獄に書き換えられるだろう。

　だが……悲劇の始まりはひどく平凡な気持ちのすれ違いであったなら。

　恐らくこのくだらない悲劇を終わらせる事が出来るのも、高こう邁まいな思想や、高潔な理想などではなかろう。平凡で当たり前の気持ちこそがきっと神の呪のろいを鎮め得る。

　ならば……

「…………ああ…………」

　省吾の唇から吐息が漏れる。

　ソロン全土から送られてくる感情の群れ。

　恐怖が在った。安あん堵どが在った。憎悪が在った。悲哀が在った。憤怒が在った。侮ぶ蔑べつが在った。畏い怖ふが在った。憐れん憫びんが在った。喜悦が在った。嫉しつ妬とが在った。羞しゆう恥ちが在った。

　諸々の感情が入り交じった混こん沌とんたるものが還ってきた。

　だが――

（……そうだ。そういうもんだ）

　省吾は思う。

　彼はむしろその混こん沌とんぶりに安あん堵どを覚えていた。

（インターネットの掲示板みたいなもんさ）

　勿もち論ろん……人間の感情を一元化は出来ない。

　そう。百人いれば百人の真実が在る。たとえ同じ条件下で同じ事実を突き付けられても人間の反応は一つだけに絞られてしまう事は無い。在り得ない。だから人々の反応がばらばらなのはむしろ当然だ。

　同じニュースを見てもインターネットの掲示板に溢あふれる書き込みは千差万別だ。

　心温まる美談に敢あえて唾つばを吐く様な反応を示す者も居る。

　心胆寒からしめる惨劇にむしろ拍はく手しゆ喝かつ采さいを叫ぶ者も居る。

　それは統一出来ない。されている方がむしろ恐ろしい。

　それは――思考の独裁だ。

　むしろ『我こそは絶対に正しい』と声高に唱え、他の可能性を徹底的に否定する事そのものが脅威であり狂気だ。

（だから――）

　神を哀れむ者が居る一方で。

　神を憎み蔑さげすむ者も居るのだ。

　それでいい。

　だが――だからこそ。

（……見限るな）

　省吾は思う。

『人間は』などという概括に過ぎる言葉で全てを見限るな。

　言葉を当てはめただけで全てを理解した気になるな。

「神よ。あんたは本当に全ての人間を知っていたか？」

「…………」

　省吾の言葉に神は答えない。

　だが彼にも見えている筈はずだ――この混沌が。

「あんたは全能だったかもしれないが全知じゃなかった」

「…………」

「身近な人間を何人かを見ただけで、人間の全てを識しった気になってなかったか？」

「…………」

「俺おれの育ってきた世界にも居たさ。どこぞの学校の人間は皆馬ば鹿かだ、とか、どこぞの国の人間は汚い、とか、どこぞの会社の人間は皆、小こ狡ずるい、とかな。大まかな括くくりで分かった様な気になる奴ってさ。まあ楽だよ――そう考えるのはさ。実際、俺だってそんな風に考えがちだよ。ついつい『ソロンの人間ってやつは』なんて思ってしまう」

「…………」

「本当にそうか？　例外は無いか？　本当にそんな簡単な括くくりで理解出来る程、世界って簡単か？　その程度のものなのか？　もしそうなのだとしたら――」

　きっと孤独なんて癒いえる筈はずが無い。

　そんなに単純に識しり尽くしてしまえる世界ならば――それは独りで居る事と何ら変わりは無いではないか。

「よく見ろよ――『神』」

　省吾は言った。

「あんたの真実について人々が抱く気持ちは一種類だけか？　多い少ないはあるかもしれないけど、その多い方だけを見て、少ない方は完全に無視して良いのか？　あんたは、あんたの真実に唾つばを吐く人間と、涙を流す人間と、どちらを大切にしたい？　唾を吐く人間が多いから、涙を流してくれた人間まで一緒くたに皆、滅ぼすのか!?」

　戻ってきた人々の反応は本当に様々だった。

　こんなに――と省吾ですらも驚く程にそれは多様性に満ちていた。

　確かに永い永い歳月、呪じゅ詛そに苦しめられてきた人々にとって、『神』は恐れるものであったろう。その『神』が実は単なる一人の男に過ぎないのだと知ればむしろ虐げられてきた者達の畏い怖ふは容易たやすく憤怒や憎悪に化ける。それは当然の反応ではある。

　だが同時に、ままならぬ想いに共感を覚えた人間も居る。

　神を哀れむ者達も――決して多くは無いが存在した。

　自分達の祖先の行為に恥を覚える者達も居たし、単純に孤独な神に憐れん憫びんを覚えた者達も居た。自分がもしその当時、神の側そばに居たならば、この悲劇を防げたのではないか――と夢想する者達も少なからず居た。

　勿もち論ろん、肯定が全てではない。

　だが、否定が全てではない。

　正負入り乱れるの感情の奔流。

　どの感情が誰だれの感情であるなどと特定するのは不可能だ。数える事すらそれは不可能な数だった。数千？　数万？　あるいは億か？

　だが――

（……メリニ……！）

　省吾ははっきりと感じ取った――愛いとしい少女の匂においを。

　この感情の奔流の中に彼女が居る。離れていても彼女が彼を想っている。メリニの気持ちはただただ『神』を哀れんでいた。『神』と省吾を重ね合わせたのだろう。省吾を愛するのと同じ強さで彼女は『神』の悲劇を哀しんでいた。

　それは何万、何億分の一だ。

　だが零ゼロではない。

　そこに確かに在る気持ちであり、そこに確かに居る人間だ。

　そこに確かに在る真実の一つだ。

　だから……

「…………」

　やはり『神』は応えない。

　ただ――



　　　

　視みる者が居なかったのはむしろ幸いであったろう。

　それはあたかも――地上に太陽が生まれ落ちたかの様な光景だった。

　網膜を灼やく程の強烈な光。

　迸ほとばしるそれらの中心に在るのは――〈イコノクラスト〉だ。

　最後の『代行者パニツシヤー』によって呪じゅ詛その高速増殖炉と化していた鋼鉄の巨人は――しかし今や黒々とした呪詛の文字列の代わりに、夥おびただしい光量の聖光を全身から迸らせていた。

　その様子は爆発にも似ていた。

　もし姫ひめ巫み女こ達がこの様子を見ていれば危き惧ぐすら覚えたかもしれない。明らかにそれは『聖遺物』が出せる聖光の理論値を上回っていた。出る筈はずの無い量の聖光が再現もなく放出され続けているのである。限界を超えた出力を放出する発動機エンジンと同じだ――後に来るものは容易に想像できる。

　一体――何が起こったのか。

　だが訝いぶかしむ者も居ないまま黒い巨大擬神機は輝き続ける。

　まるで暗黒に閉ざされた世界を照らそうとするかの様に――



　　　

　急速に全てが失われてゆくのを省吾は感じていた。

　何かが次々と切断されていく感覚。

　それが『聖遺物』の崩壊であると気付いたのは――感覚同調に齟そ齬ごが生じ始めた時だった。視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、触覚と味覚を除く四つの感覚が急速に膜が掛かったかの様に曖あい昧まいに溶け始める。だがそれはゆっくりとした進行で、むしろ呪詛の闇やみが晴れ始めた為に省吾は自分の周りの――〈イコノクラスト〉の周囲の光景を朧おぼろ気げながら見る事が出来る様になっていた。

〈イコノクラスト〉に纏まとわり付いていた『落とし子』の群れ。

　それはかつて省吾を救い庇かばってくれた少女の顔をしていた。

　モーリィ。

　死したる神に殉じた少女。

「……モーリィ…………！」

　眩まばゆい光の中で少女の顔をした怪物達は次々とその輪郭を緩める。

　次の瞬間、それらは一斉に拡散していった――まるで灰が風に散るかの様に。苦く悶もんの様子も無く、憤怒や怨えん嗟さの表情も無く、ただ聖歌を唱えていた時の静かな無表情のまま、可か憐れんな少女の顔と醜悪な蠍さそりの体たい躯くは風に溶けて消えていった。

　そして――

「…………」

　あるいはその〈落とし子〉の消滅が遅れたのには何ら意味が在ったのかもしれない。

〈イコノクラスト〉の胸元――省吾の視界の真ん中で黒い装甲板に取り付いていた〈落とし子〉は、さらさらと怪物の身体の輪郭が崩れ、その下から白い少女の裸体が浮かび上がってくる。無論その姿すらもすぐに崩壊に巻き込まれて消えていくのだが――

「……っ！」

　本当に刹せつ那なの時間。

　無表情だったモーリィの表情に微笑が過よぎった様な気がした。

　あるいはそれは省吾の思い込みが見せた幻影であったのかもしれない。しかしそこに見えた彼女の笑顔は――いつか衰弱した省吾を介抱してくれた時の、彼女の見せてくれた表情だった様に想う。

　勿もち論ろんそれを改めて確認する間も無く、彼女の顔は灰となり光の中に散っていった。

　だが――

「モーリィ……」

　省吾は自分が泣いている事に最初は気が付かなかった。

　だが頬ほおを伝う雫しずくの感触に気付いた時――ようやく彼は悟った。

　自分は彼女の死をようやく受け入れられたのだと。怒りとか恨みとかそういう事の絡んだ憤怒の慟どう哭こくではなく、ましてや後悔とか懺ざん悔げとかでもなく、ただ、彼女が居なくなった事、もう二度と会えない事、そんな平凡で――しかしどうしようもない悲しみに自分はようやく達する事が出来たのだと。

（さよなら……モーリィ）

　省吾は脳裏で呟つぶやく。

　同時に――

（……『神』？）

　更に省吾の感覚は緩んで溶けていく。

　既に視界すらも閉へい塞そくを始め、闇やみがじわじわと全てを覆い尽くしていく。『聖遺物』の不活性による感覚同調の切断に似てはいるが――違う。途切れかけた感覚でも、相変わらず『聖遺物』が異常活性しているのは分かる。

　ならば……

（……なにを……？）

　問いつつも省吾は半ば『神』の意図を悟ってはいた。

　限界を超えて活性化した『聖遺物』の自壊。〈落とし子〉達の消滅と同じく、それは微細な粒子となって――いやあるいは物質を越えたエネルギー、一種の波動や熱の様なものとなって『聖遺物』を閉じこめている容器や、〈イコノクラスト〉の装甲を透過し、拡散していくのが分かった。

「神……」

　声に出して問うても返事は無い。

　既に感覚同調は途切れ『神』と対話出来た内面世界に戻る事も出来ない。

　ただ……一抹の寂せき寥りよう感かんを省吾は感じていた。

　確かに『神』は敵でもあった。

　何度も何度も省吾は〈イコノクラスト〉の中で苦しめられた。

　だが――同時に『彼』は省吾の映し身でもあり、省吾の遠い先祖でもあり、時に力を貸してくれた知己ですらあった。

「本当に――逝いったのか」

　今までずっと死に損なっていた神は、今度こそ本当に逝けたのか。

　そんな事を省吾が想ったその時――



　――後はお前達の好きにするが良い……



　そんな声が聞こえた。

　あるいはそれすらも幻聴であったかもしれない。

　しかし……



　――そこは人の世界なのだから……



　次の瞬間。

「――!?」

　ぱあん――と音がした様な気がした。

　強烈な光の爆発。

　今までのそれと比較しても更に強い――しかし何ど処こか柔らかさを宿した光が御者席を包み〈イコノクラスト〉を包む。何かが弾はじけて砕けて散っていくのを確かに省吾は感じていた。恐らくは無限に拡散して希薄化した『聖遺物』が世界中に散っていったのだろう――と省吾は思った。

　あるいは今度こそ本当に彼は本当の神になったのかもしれない。

　世界に拡散し――全てに同化する事で。

「…………」

　省吾は急速に眠気を覚える。

　疲れているのだろうか。無理もない話だ。

　数百年、数千年にわたって続けられてきた物語に付き合ったのだから。

「…………」

　彼は――そのまま意識が溶けていくのに任せた。



　　　

　気が付けば悪夢は去っていた。

　人々は首を振りながら身を起こす。自分達の上を這はい回っていた呪じゅ詛そは既に跡形も無く、朝の光が世界を照らし出している。聖光も既に無く、地平線の上に輝くのはごく当たり前の太陽が一つだけだ。

　爽さわやかな朝。

　それは夜という死を経て始まる再生の儀式だ。

「…………」

　自分達が何時間――あるいは何日間眠っていたのかも分からず、ただただ人々は戸惑いの念を抱えて辺りを見回した。

　そして――

「――あれは」

　誰だれかがそう言った。

　人々は揃そろってそちらの方向を眺める。

　どよめきが人々の間から漏れる。

　そこに鋼鉄の黒い巨大な人型が存在した。

　巨大擬神機――〈イコノクラスト〉。

　人間の創り出した最大最強の最終兵器。

　ただ佇たたずむだけで他を威圧する力に満ちたその巨人は――しかし今、立つでもなく構えるでもなく、ただソロンの大地に静かに横たわっていた。

　朝焼けの光の中で、膝ひざを抱え、背を丸め、まるで母の胎内で新生の時を待つ胎児の様に。



    

  
    
      
第二章　思惑鳴動





　誰だれかが何ど処こかで呟つぶやいている。

　誰かの名を呼んでいる。



　……しょう…くん…………

　……省くん…………………



　それが自分の声であるのだと気付いた時――勅て使し河が原わら花か梨りんはゆっくりと瞼まぶたを持ち上げて長い長い眠りから覚かく醒せいした。

「……省君……？」

　花梨の目に先まず入ってきたのは、木の板を張り渡された平面だった。

　ぼんやりとそれを眺めながら――天井なのだと気付くのに数秒を要した。見つめてはいたものの、その焦点は合っていない。年季の入った木目の天井に向かって華きや奢しやな右手を伸ばしてさえいたが、その意識さえ無かった。手に掴つかんでいるものが単なる空くうでしかない事にも……気が付くまで更に数秒を要した。

「……って」

　急速に冴さえてゆく意識。

　花梨は横たわったまま頬ほおを赤らめた。

「夢……？　なんで……？」

　何故――従兄弟いとこの名を何度も夢の中で呼んでいたのか。

　これではまるで恋人に焦がれる乙女の様で――

「…………」

　いや。

　永い永い夢の終わりで――確かに自分は省しよう吾ごを感じていた。

　眩まばゆい光の中で、彼女を救う様に手を差し伸べてくれていた様に思う。自分が手を伸ばしていたのはきっと彼の手を掴つかもうとしていたからだ。

「夢……？」

　何ど処こまでが？

　気け怠だるさを覚えつつも花梨は記憶を辿たどる。

（いつもの様に――）

　いつもの様に学校に行く前に、従兄弟である省吾の家に寄り、いつもの様に徹夜でオンラインゲームに勤いそしんでいた省吾の部屋に乗り込み、いつもの様に省吾に登校を促し、いつもの様に省吾を急せかして家を出た筈はずだった。

（なのに……）

　まさにその時、玄関先に現れた正体不明の光に吸い込まれて。

（省君と……二人で……）

　飛ばされた。

　もしくは、引き寄せられた。

　香か芝しば省吾と共に――異世界へ。

「ソロン……」

　それは神に呪われた地の名。

　花梨達が囚われた異世界。

　そして――

「……！」

　眠気が完全に消えた。

　勢い込んで身を起こそうとすると軽い頭痛に目眩めまいがして――花梨は再び枕まくらに頭を戻した。ここでようやく自分が地面に転がっているのではなく、何処か寝台の上に寝かされているのだという事も理解した。

　ごわごわした枕だった。寝台は堅くて幾分背中が痛い。

　ただ急に起き上がろうとして目眩めまいはしたものの、身体に不調がある様な感じではない。瞳ひとみを閉じて二つ三つ、ゆっくりと呼吸をすれば――動どう悸き気味の胸もやがて落ち着いた。

　右目にふと眩まぶしさを感じた。穏やかな暖かさである。

「…………」

　顔の右半分に陽の光が当たっていた。

　身を横たえたまま小さく首を巡らせる。

　壁と天井の境――やや傾斜した部分に小さな窓が開いていて、そこから陽の光がこぼれ落ちてくるのだ。時間にすれば多分、朝だろう。陽の光が未まだ夜の冷たさを引きずっている感じだ。

　そして――

「……っ！」

　陽の光がわだかまる――同じく木の床の上。やはり年季が刻まれ黒ずんだその上に、不釣り合いな位に鮮やかな色彩が繚りよう乱らんと広がっている。

　絹糸の様な金色の長い髪。

　それは床に倒れた少女のものだった。

　少女は独特の紋様の刺し繍しゆうをあしらった、薄衣の衣装に身を包んでいる。今はその裾すそが幾らか乱れて、透き通る様な白い肌の太ふと股ももが露あらわになっていた。

　己の金髪に埋まる様にして見える横顔は、清せい楚そで、そして可か憐れんだ。

　まるで隙すきの無い容姿は、名工の手になる人形の様で――

「……メリ……ニ……？」

　彼女の事を花梨は知っている。

　だが――若干ながら怪け訝げんの響きがそこにこもっていたのは、自分が眠る前の記憶と、今目の前に在る光景が、必ずしも綺き麗れいに繋つながらなかったからである。

　花梨は改めて自分の記憶を探る。

　神の呪じゅ詛そに侵された世界ソロン。

『神殺し』の末まつ裔えいたる五氏族。

　秘密結社〈レネゲイド〉。

『代行者パニツシヤー』、姫ひめ巫み女こ、奇き蹟せき術、救世主……。

　漆黒の巨大擬神機――〈イコノクラスト〉。

　単語単語を思い浮かべるだけでも、省吾と共に放り込まれた歪いびつな世界と、そこで過ごした日々の記憶は鮮明過ぎるほどに甦よみがっている。

（そっか。私は――）

　途切れる直前の記憶が――まるで彼女の感覚では数分前の事の様に思い出される。

　屋敷の省吾の部屋での出来事だ。

　追い詰められた省吾の罵ば声せい――

『お前、人間を踏み殺した事が在るのかよ!?　あんな無茶苦茶な力を背負わされた事があるのか!?　そのせいで人間を、虫みたいに、踏み潰つぶした事が在るか!?』

『敵に押されたから仕方が無いとでも言うのか？』

『いつも俺おれの事を全部見透かしている様な顔しているくせに……お前は何も解わかっていないんだよ！　何一つ解ってねえ！　解った様な顔して、悦に入ってるだけだろが！』

『〈イコノクラスト〉に乗った事すら無いお前に、お前なんかにあれが解ってたまるか！』

　…………

（私は――）

　花梨は胸に手を集めて固く握りしめた。

　反論のしようも無かった自分を思い出していた。唇を噛かみ、涙を滲にじませて、花梨はあの時、逃げる様に省吾の部屋から飛び出した。隣に在った自分の部屋に戻り、嗚お咽えつした。

　花梨は逃げたのだ。

　これ以上省吾の怒りを受け止める自信が無くて。

　一番、逃げてはいけない筈はずの自分が――

（そう――）

　だからだろう。

　あまりにもあっさりと花梨は不意を突かれた。

　背中からの衝撃。鼻をつく異臭。彼女を羽交い締めにする腕。口元を覆う布の感触。恐らくあれは揮発性の睡眠薬か何かを染み込ませた布を口と鼻に押し当てられたのだ。その数秒後にはありとあらゆる五感が溶けて――そこでぷっつりと記憶が途切れていた。

　それ以降にも何か断片的な記憶の様なものは在るのだが、一瞬を切り取った写真を、何の脈絡も無く見せられているかの様で、今ひとつ、はっきりと前後が繋つながらない。

　だが――

（……やられた）

　慚ざん愧きの念が強い。

　分かっていた事だ。

　ネロや――五氏族の族長達の思惑は。

（省君を……操るなら……当然私から……）

　異世界人たる省吾や花梨には、精神操作系の奇き蹟せき術が効かないのは分かっている。ならば省吾を強制的に従わせる方法は、ソロン独自のものではなく有り触れたものになる。その中でも人質は最も簡単で確実な方法だ。

　そして異世界人たる省吾に対して〈レネゲイド〉がとれる人質は一人しかいない。

　なんだかんだいっても根が優しい省吾ならば尚なお更さらによく効くだろう。

（分かっていた筈はずなのに――）

　むざむざ人質にとられた。

　省吾の――足あし枷かせになった。

「くっ――」

　花梨は毛布をはね除のけた。

　意識はともかく未まだ身体は覚かく醒せいしきっていないのだろう――毛布を除けた勢いで上体を起こすと再び目め眩まいがした。花梨は左手を額に当てて深呼吸をする。今自分がどういう状況に置かれているのかは未だ分からないが、可能ならすぐにでも動けるようにしておかなければいけない。

　隙すきがあればいつでも逃げ出せるように。

　呼吸を何度か重ねれば目眩は収まった。

　そして――

「…………？」

　花梨はふと自分が着ている服を見下ろしていた。

（この服は……？）

　単純な造りの衣装だった。布地は目が揃そろっていなくて粗雑ですらある。〈レネゲイド〉が用意していた服よりも若干……いや、かなり安物の印象だ。花梨はいわゆるソロン一般の人間が着る服については見た事が無いが――恐らくこれが標準的なソロン人の衣装なのだろう。

　人質にわざわざ贅ぜい沢たく品ひんを着せる意味は確かに無かろう。

　だが――

「どういう事……？」

　改めてメリニ・コードランの方を見る。

　彼女は気を失っている様子で――未だ床に横たわったままだ。

　順当に考えれば自分は今〈レネゲイド〉に軟禁中の身で、メリニはその監視役という考え方も出来る。だが監視役が気を失っていてはその用を為なさないだろうし――何よりも監視役が姫ひめ巫み女こである意味が無い。彼女等はあくまで省吾籠ろう絡らくの為の人材であろう。

　しかも……軟禁場所というには微妙にこの部屋はおかしい。

　これといった調度品も無いのは牢ろう獄ごくの類たぐいなら当然としても――床も天井も壁も寝台も全て木製でどれもが古びていた。あちこちに節穴や隙すき間まも見える。流石さすがに花梨の細腕でこの壁や床を破る事は出来なかろうが……それでも『閉じこめる』為の設備としては違和感を禁じ得ない。

　勿もち論ろん――花梨には見覚えの無い場所だ。

　ソロンでの住すみ処かであった屋敷内でもなければ、〈レネゲイド〉の中枢基地である『聖せい廟びよう』内の一室とも思えない。そもそも『聖せい廟びよう』は岩盤を掘って造られた地下基地であり、木製の壁や床は殆ほとんど見た事が無かったし――何より灯あかりはランプや電灯で補われており、陽光が差し込む部屋など殆ど無い筈はずだ。

　ならば此こ処こは――

（〈レネゲイド〉の手を、離れた場所……？）

　そう考えるのが自然だった。

　かといって、花梨の身体が一切拘束されていない事や、部屋の傷み具合からしても、何か別勢力の手に落ちたという訳でも無いだろう。〈レネゲイド〉から逃亡中といった雰囲気ではある。此処が『隠れ家』と言われれば納得も出来る。

（でも……）

　だとすれば今度は、此処に横たわっているメリニの存在に説明がつかない。

　彼女は五氏族の中でも事実上の頂点に位置するコードラン家の姫ひめ巫み女こである。故に五人の姫巫女内においても彼女は筆頭の役を担っている。

　花梨の知っているメリニはいわば〈レネゲイド〉の象徴だ。

　しかし……その彼女が今、気絶して倒れている。

「…………」

　花梨は改めて視線を巡らせて状況を確認する。



    

  
    
      



    

  
    
      　自分が横たえられていた寝台以外に調度品は何も無い。壁と床と天井によって区切られただけの殺風景な空間。だが倒れたメリニの向こうに――扉が見えた。天井近くに設けられた小窓とは反対側である。となると……一部屋だけの小屋でもない限り、その扉の向こう側には別の部屋がある筈はずだ。

　そっと花梨は脚を床に下ろす。

　素足である事は幸いだった。見た目よりは傷んでいないのか――床は彼女の体重を受けても軋きしむ事無く、花梨は音を可能な限り殺して床に立った。

「…………」

　メリニが目覚める様子はやはり無い。

　慎重に足音を殺しながら花梨はメリニの脇わきを通り過ぎる。勿もち論ろんそれでも眠ったままの姫ひめ巫み女こから目は離さない。まさか狸たぬき寝ね入いりでも無かろうが――今の状況がどういうものか判然としない以上は、メリニの存在や行動は謎なぞのままだ。仮想敵と考えて行動した方が未まだ問題は生じにくいだろう。

　一分近くの時間を掛けて扉に辿たどり着き、花梨は取っ手を持った。

　鍵かぎが掛かっている事も無い。取っ手は拍子抜けする程、滑らかに回った。

　これもまた慎重にゆっくりと扉を押し開ける。

　流石さすがにぎっ……と木の軋む音が小さく漏れたが、メリニが目を覚ます事はなかった。

「…………」

　胸を撫なで下ろすと――花梨は必要最小限に開いた扉の隙すき間まから、隣の部屋へと身体を滑り込ませる。どうも体力が落ちているのか、それとも緊張の故か、わずかその程度の事で軽く息が切れた。

　しかし――

「――よぉ」

　唐突に投げ掛けられる声。

　ぎょっとして花梨は息を呑のむ。

「眠り姫のお目覚めか」

　隣の部屋は、花梨が居た部屋と同じ様な造りだった。

　古びた木製の床や壁は変わらず、寝台以外の調度品が無い殺風景ぶりも変わらない――寝台の位置は丁度、鏡像の様に反対側だったが。

　そしてその寝台の上に、一人の男が脚を組んで腰掛けている。

　更にその傍ら――寝台の脇には、付き添う様にして一人の女が佇たたずんでいた。

「…………！」

　隣室同様――窓から光が漏れ落ちている。それが男女の横顔を照らし出していた。

　知らない相手だ。

　だが向こうはそうではないらしい。声を掛けてきた男の方は――何ど処こか馴なれ馴なれしい感じの笑みを浮かべて花梨の方を見ている。

　まるでイガグリかウニの様に、髪を幾つも束ねて逆立てた髪型の、若い男である。無ぶ精しよう髭ひげを生やし、今は顎あごのそれを片手で撫なでていた。

　何というか――非常に男っぽい。

　革と布で仕立てられた軽装の旅装束らしきものを身に纏まとっている所せ為いもあってか、かなり精せい悍かんで野性味じみたものも感じられる。動物で言えば狼おおかみの類たぐいに近い印象だ。口元には笑いの形が浮かんでいるし、眼も細められてはいるが――しかし花梨は油断しない。何処か余裕の在る振る舞いは、相手を誑たぶらかす際には基本中の基本だ。おどおどした詐欺師など存在しない。

　女の方は無表情だった。

　理知的な印象の美人ではあるが――そういえば姫ひめ巫み女この一人であるセネカ・ルースポリテによく似ていた――何処か堅い雰囲気が在る。

　もっとも花梨の注意を引いたのはその女の容姿よりも手にした道具であった。

　長い杖つえだ。しかも先端には動物の骨を思わせる不気味な意匠の部品が付随している。

（――擬ぎ神しん杖じよう！）

　花梨や省吾の居た世界では在り得ない技術体系――奇き蹟せき術に必ひつ須すの道具である。要するに魔法の杖だ。聖句と呼ばれる制御言語と組み合わせて超物理的な現象を引き起こす。

　姫巫女達は全員が奇蹟師である事もあって、いつも持ち歩いていた。

（セネカに似てるし――ルースポリテ家の奇蹟師？）

「ああ――大体何を考えてるかは分かるよ」

　苦笑を浮かべて男が言った。

「だが外れだ」

「…………」

　花梨は男の方に視線を戻す。

　どうやらこの場を支配しているのは彼の様だった。

「彼女はアンジェリット・ルースポリテ。確かにセネカの血縁だが今は〈レネゲイド〉の人間じゃない」

「……貴方は？」

　警戒を怠らず花梨はそう問うた。

　とりあえず後ろからメリニに襲われぬ様にと僅わずかに身をずらして壁を背にした。

「遠い遠い親しん戚せきってとこかな。テシガワラ・カリン」

「……私の、名前を？」

　男は――改めて見てもその顔は記憶に無い。

　初めて会う男だ。

　なのに彼は自分の名前を知っている。遠い親しん戚せきとはどういう意味か？

「細かい状況は追々説明するさ」

　男はひどく気楽な口調でそう言った。

「その前に自己紹介くらいしておこう。俺おれの名はレオン・ササハラ・スプリングフィールド。君と同じ世界から召喚された二代目『救世主』様さ。ま、この世界ソロンじゃ、君や省吾よりも先輩って事だな」

「え……省君――？」

　省吾の名に反応して花梨は身を乗り出した。

　それはレオンと名乗った男の期待通りであったらしい。花梨の反応を見て彼はしてやったりといった様子で、にやりと笑った。

「それに……二代目救世主……？　じゃあ貴方は〈レネゲイド〉の」

「いいや。俺も〈レネゲイド〉の人間じゃない。むしろ今は敵だな」

「…………」

「それにしても――」

　困惑する花梨を面白そうに眺めながらレオンは言った。

「一時は駄目かと思ったがね。こうして全員が無事でいるって事は――やってくれたか、香芝省吾。救世主様々だな」

「…………」

　どうやらこのレオンという男は――先程も言った通り――花梨に納得できる説明を今此こ処こでする積もりは無い様だった。何ど処こか人を舐なめた様な態度が花梨の癇かんに障ったが、ここでこの男に噛かみ付いても益は在るまい。

　それよりも何よりも花梨にとって気掛かりなのは――

「省君は……無事なの？」

「んー……」

　首を捻ひねるレオン。

「さて。どうだろうな」

「…………」

「アンジェ――どう思う？」

　苛いら立だつ花梨をまた面白そうに眺めてからレオンは傍らの女にそう振った。

　アンジェリットは無表情に、しかし数秒考える様子を見せてから――

「最終的に『代行者パニツシヤー』の増殖する呪じゅ詛そを無効化し、『神』の記憶を人々に見せたのはショウゴ・カシバの意志でしょう。ならば少なくとも彼は自分の意志を押し通せるだけの状態に在ったと考えて間違い在りません。多少は精神的な障害が生じている可能性は在りますが――深刻なものである可能性は低いと思います」

「…………細かい所はよく分からないけど、無事、と考えて良いのね？」

「恐らく」

　とアンジェリットが頷うなずく。

「まぁ――俺おれ達としても省吾には無事で居て貰もらわないと都合が悪い」

「どういう事？」

「…………」

　やはり説明する積もりは無いのかレオンはにやりと笑って肩を竦すくめて見せただけだった。

　アンジェリットは『恐らく無事』と説明したものの――やはりこの正体不明の二人組を信じ切るには抵抗が在る。今すぐ彼の元に行ってその無事を確認したいと花梨は思った。

「省君……」

　改めて部屋の中を見回すと、寝台の脇わき――花梨の立ち位置からは、アンジェリットの陰になる様にして一枚の扉が備わっているのが見えた。

　未まだ足下が覚おぼ束つかない感じはするが、花梨はその扉に向かって歩き始めた。

　しかし――

「…………」

　扉の寸前で花梨は足を止めた。

　彼女の目の前には一本の棒が行く手を阻む様に差し渡されている。

　アンジェリットだ。彼女が無言でその手に持つ擬ぎ神しん杖じようを横倒しにして、花梨の行く手を遮ったのである。

「……どいてよ」

　花梨はアンジェリットの顔を睨にらむ。

　セネカ同様によく整った――表情に乏しい顔である。何を考えているのか見た限りではさっぱり分からない。その超然とした風情はむしろ花梨には全てを見下しているかの様で不愉快だった。

　しかし――

「ここが何ど処こかも判わからないだろ？　テシガワラ・カリン」

　レオンが笑いながらそう言ってくる。

「それに――」

　途切れたレオンの台詞せりふと入れ替わる様に――ぎっ……と木が軋きしむ音が響いた。

　花梨の背後からである。つまりは先程彼女がくぐり抜けてきた扉である。

　その向こうに居る人間は一人しかいない。

　つまり――

「…………メリニ」

　振り返って呟つぶやく花梨。

　コードラン家の姫ひめ巫み女こは扉に縋すがり付く様にして立っていた。

　その表情にはただただ安あん堵どの色が濃い。

「カリンサマ――」

「…………」

　勿もち論ろん――花梨はメリニへの警戒心を忘れてはいない。

　花梨にとってメリニとは〈レネゲイド〉そのものだ。たとえレオン達が言う様に彼等は〈レネゲイド〉の敵で此こ処こは〈レネゲイド〉の勢力下ではないとしても、メリニがそこに居る以上は気を抜くべきではない。一度〈レネゲイド〉は花梨を拉ら致ちするという強硬手段に出ているのだ。今更友好的な態度を取り繕う意味は無い。多少の手荒な真ま似ねをしてでも花梨を取り戻そうと考えるのが当然だろう。

　しかし……

「カリンサマ……」

　その後に続く言葉は花梨の知らない言語だった。

　恐らくはソロンの言語なのだろう。何か緩んだ表情でメリニはぽつぽつと呟く様に言葉を漏らしているが、花梨にはさっぱり分からない。異国の言葉で喋しやべりかけられても花梨としてはどう対応して良いのか分からない。

「……なに？　なんなの？」

　思わずそう問う花梨。

　そこで――はっとした様子でメリニは眼を瞬かせた。

「あ……申し訳ございません」

　今度は日本語だった。

　メリニはよろける様な足取りで花梨のすぐ側そばにまで歩み寄ると、そこに膝ひざをついて――まるで神々しいものを見るかの様に彼女を仰ぎ見る。美しいその顔にはやはり安堵の表情が色濃く……敵意や害意は感じられない。勿論それは演技に過ぎない可能性も在るが――

「カリン様。御無事で何よりで御座います……！」

「え……？　あ……うん……有り難う」

　身構えていた花梨は思わず拍子抜けしてそう返してしまう。

　だが……

（――さっきは動転してたって事？）

　ついソロンの言葉で話し掛けたのは、花梨にはそれが通じないという事を失念していたという事だろう。それを思い出す余裕が無かったのだ。

（人質を無事に取り返さないと自分の身が危うい？　でも――）

　そんな身も蓋ふたもない様な様子ではない。

　むしろメリニは本気で花梨の身を案じてくれていた様に見える。

　それに――

「カリン様。戻りましょう――ショウゴ様の元に」

　メリニは真っ直ぐに花梨の眼を見ながらそう言った。

　その声音にも口調にも嘘うそを匂におわせる不自然さは無い。

「……戻ってもう一度人質になれっての？」

　思い切って花梨はそう問うた。

　反応は――二つ在った。

　メリニが一瞬ながら困惑する様な表情を見せ……同時にレオンが短い苦笑を漏らした。

「メリニ・コードラン。カリン・テシガワラは自分がどれだけ眠っていたのか分かっていないのさ」

「…………それはどういう意味!?」

　花梨は声を尖とがらせてレオンに尋ねる。

　彼の言い方では自分がまるで何年も眠っていたかの様な――

「カリン様……御安心下さい」

　メリニの言葉に花梨は更に振り返る。

　真しん摯しな表情でメリニは続けた。

「私はもう――姫ひめ巫み女こでは御座いません」

「え……？」

　思わず言葉に詰まる花梨。

「それって――」

「姫巫女の任は父上に――五氏族会議によって解かれております」

　メリニは淡々とそう告げる。

　改めて花梨はレオンをちらと見やる。正体不明の青年は花梨の混乱を楽しむ様な笑みを口元に浮かべていた。ふと……メリニとレオンが何らかの形でグルになっているのではないかという想像が花梨の脳裏を過よぎる。実はレオンも〈レネゲイド〉の人間で――

（いや。そこまで複雑にする意味なんてないわ）

　現に擬ぎ神しん杖じようを持っているアンジェリットも居るし、未まだ眠りから覚めたばかりで足下が覚おぼ束つかない花梨など、素手のレオンでも問題なく取り押さえられるだろう。

　未だ眠りから覚めたばかり……？

（私は――）

　どれ位の間眠らされていたのか？

　普通に半日やそこら気絶していただけで、ここまで足腰が弱ったりはすまい。

　つまり……

「花梨。君は一年余り眠ってた」

「……え？」

「〈レネゲイド〉は奇き蹟せき術で周囲の空間ごと時間を停止させるフィールドを造って、そこに君を閉じこめてたんだよ。その間に色々あったのさ。メリニ・コードランの姫ひめ巫み女こ解任もその一つだ」

「…………」

　いきなりそんな事を言われても理解が――いや実感が追いつかない。

　だが花梨の困惑などまるで構わずレオンは笑みを深めて付け加えた。

「ついでに言うとだな」

　眼を細めて彼は花梨ではなくメリニを見据えて言った。

「今、省吾の元に戻られては困る。君達は現在――俺おれの人質だ」

　花梨の行く手は相変わらずアンジェリットの構える擬ぎ神しん杖じように塞ふさがれている。

「…………」

　花梨はレオンとメリニを見比べる。

　メリニは表情を強こわ張ばらせて唇を噛かんでいた。

　対してレオンは悠然と構えて花梨とメリニの様子を楽しそうに眺めている。

　花梨はしばし考えてから――

「『細かい状況は追々説明する』って言ったわね」

「……言ったな」

　レオンは頷うなずいた。

「それはいつ？」

「とりあえずは――此こ処こから離れよう。ちと色々予想外の事が起き過ぎた。確認の意味も込めて状況が見渡せる場所に移動したい。説明はその道すがらでも可能だろ」

　レオンの何ど処こか人を喰くった様な表情を睨にらみ据えてから、花梨は言った。

「事情が在るみたいね――色々と」

「まあな」

　頬ほおの無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながらレオンが言った。



　　　

　目を覚ませば――姫巫女専用の席に座ったまま〈イコノクラスト〉支援用の操作卓をじっと見つめている自分にペルテアは気付いた。

「――っ！」

　自覚した瞬間に意識が冴さえ渡る。

　己の肉体の制御はインペラス家に伝わる武術の基本だ。単に剣を振り敵を殴るだけが武術ではない。呼吸法や睡眠法も頑健な肉体を造る上では必ひつ須すの技術である。ペルテアは必要とあれば自分の睡眠時間や睡眠深度まで操れる。

（気絶していた？　どれ位？）

　反射的に自分の体内時計で探ってみるが分からない。

　身体に異常は――無い。少なくとも感じられない。

　手足は問題なく動くし痛みの類たぐいも感じない。そこまで半ば反射的に確認してから――ペルテアはとりあえず自分の身体の事は一旦棚上げする事にした。もっと気掛かりな事が在ったからだ。

　操作卓の脇わきに用意されたスクロール・フレームを見る。

〈イコノクラスト〉の状態を自動書記装置によって記録するそこには――しかし定規で引いたかの様な真っ直ぐな線が記されているだけだった。全ての数値に変動が無い。それどころか全てが『零ゼロ』を指したまま止まっている。

（奇き蹟せき術回線が切断された……？）

　起動状態の〈イコノクラスト〉では在り得ない表示である。

　考えられる可能性は三つ。

　回線切断による自動書記装置の停止。

　自動書記装置そのものの故障。

　そして――〈イコノクラスト〉そのものの完全停止。

（〈フルヴァス〉自体も機能停止しているか……此こ処こでは確かめようが無いわね）

　此処は『聖せい廟びよう』内だ。

　正確には『聖廟』の周囲に配置された付属施設の中である。コードラン、マブロ、ルースポリテ、オトルチ、インペラスの各氏族が一隻ずつ保有する飛行船――〈イコノクラスト〉の支援及び運搬回収専用巨大飛行船――の格納庫にして発着基地。ただしその内の一つは空のままだ。インペラス家の飛行船〈エデニート〉は血族に強奪されたまま取り戻されていない。

　インペラス家の姫ひめ巫み女こペルテアはコードラン家所有の〈フルヴァス〉の船内に同乗させて貰もらう形で現場に参加していた。

　そして――

（…………そうか）

　そこでようやくペルテアは思い至った。

　省吾が何を成したのか――という事に。

「ショウゴさま……」

　呟つぶやきには敬愛と畏い怖ふがこもっていた。

　誰だれもがもう駄目だと思っていただろう――あの『代行者パニツシヤー』の総攻撃と、その後に来た悪夢の如ごとき状況には。〈イコノクラスト〉を利用した呪じゅ詛その無限増殖。そして世界の『存在子イグジス』全ての書き換えによる永えい劫ごうなる地獄の現出。進行しつつある事態を正確に把握できたのは一握りではあろうが……その誰もが理解した。本物の絶望はこれなのだと。

　世界そのものが人間の敵になる。

　もう抗する術すべなど存在しない。

　現に――全てはその絶望的な未来に向かって進んでいた筈はずだ。誰もが抗あらがう事の無意味さを瞬間的に悟っていただろう。

　なのに――

「貴方は本当に……」

　彼は救ったのだ。

　ソロンという世界を――いやそれだけではない、誰もが恐れ怯おびえるしか無かった『神』すらをも彼は救った。五百年の永きにわたってこの世界を呪のろい続けた『神』の怨おん念ねんを鎮めてのけた。

　まさしくそれは英雄の偉業だ。

　だが――ペルテアは知っている。

　彼はそれでもなお未まだ十代の少年なのだ。英雄たらんと欲して自らの足でその立場に立つまでに成長はしたが――決して天与の才に恵まれた超人ではない。泣きもする。喚わめきもする。間違いもすれば躊ちゆう躇ちよもする。

　しかしだからこそ……彼の成した事には意味が在るとペルテアは思う。

　人間は――人間が救わねばならない。

「ショウゴ様――」

　一刻も早く彼の無事を確かめねば。

　最大の脅威たる『代行者』も『神』も消えた今――彼を最も危険に晒さらすのは、むしろ同じ〈レネゲイド〉の人間達だろう。ペルテアの役目は誰よりも早く彼の元に馳はせ参さんじ、身を盾にしてでも彼を守る事だ。

　インペラス家の娘として。

　そして彼を愛する一人の少女として。

「…………」

　ペルテアは席を立ち、船内を見回した。

　幸か不幸か今の段階で目を覚ましているのは自分一人だけのようだった。呪詛に襲われて狂った様に取り乱していた乗組員達は、床に横たわり、壁にもたれ、様々な格好で眠っていた。

　ペルテアは彼等の目を覚まさないように足音を忍ばせて乗降口へと向かう。彼等はインペラス家ではなくコードラン家の手勢である。ペルテアの立場からすれば未まだコードラン家の勢力は眠ってくれている方が都合が良い。

　操そう舵だ室から乗降口へと続く通路に足を踏み出し掛けて――

「――！」

　しかしペルテアは愕がく然ぜんと振り返った。

　自分の見落としに気付いたのだ。

　ペルテアの座席からは背中合わせの位置に在るので、先に船内を見回した時には死角になって気が付いていなかった。

　本来の姫ひめ巫み女こ専用座席――つまり〈フルヴァス〉を所有するコードラン家の姫巫女が腰を据える座席。

　そこに収まっているべき者の姿が無い。

「……エシェン？」

　姫巫女の任を解かれたメリニに代わり、コードラン家の新姫巫女になった女。

　エシェン・コードラン。

　恐らくはペルテアよりも先に目覚めて何らかの行動に出たのだろう。

　だが――

「…………」

　ペルテアは思い出す。

　呪じゅ詛そに覆われゆくエシェンの顔を――あの歪いびつな笑顔を。

　流石さすがにペルテアも不安を覚えずにはおれない。既にエシェンはまともな精神状態ではなかった。何をしでかすか分からない。そしてエシェンをそこまで追い詰めたのは――エシェンの立場からしてみれば省吾なのだ。

　全ての望みが絶たれたその時――むしろ世界が絶望に閉ざされるのを楽しげに見ていた女だ。自分の破滅に世界を道連れにする事を望んだ彼女が、改めて今の状況で考える事といえば――

「くっ――」

　船内の物陰に息を潜めているかも――とは考えた。

　念の為、気配を探ってみたものの、武系一族の娘であるペルテアをもってしても特に怪しい気配は感じ取れない。ならば既にエシェンは外に出ているのだ。

「ショウゴ様……！」

　ペルテアは最も早はや、足音を殺す事さえ忘れ――全力で駆けた。



　　　

『聖せい廟びよう』内――五氏族専用議事室。

　バルド・コードランが目覚めたのは二番目であった。

「う……む…………？」

　椅い子すの背もたれに身を預けたままの姿勢でバルドはゆっくりと覚かく醒せいする。

　瞼まぶたを開けば、目に入ってきたのは見慣れた議事室の風景だった。既に呪じゅ詛その文字列は何ど処こにも存在しない。あの悪夢の如ごとき情景はまるで夢であったかの様に綺き麗れいさっぱりと消え去っていた。

「…………」

　だが身体に奥底に残る疲労は本物だ。

　恐らく肉体を構成する物質そのものに呪詛が浸透しようとした名残だろう。何処がという訳ではなく、肉体を形作る細胞の一つ一つが疲弊しているのだ。若ければ自覚もせぬまま、いつの間にか疲労そのものが溶けて消えるだろうが――バルドの様な年齢になると流石さすがにそこまでの回復力は無い。

　もっとも――肉体の疲労とは裏腹に、猛もう禽きん類るいめいた彼の双そう眸ぼうはいつもの鋭さを些いささかも損なっていない。彼は瞬まばたきしてから視線を辺りに巡らせた。

　そして――

「……オトルチ卿きよう……」

　最初に捉とらえたのはネロ・オトルチの背中であった。

　銀髪の美青年にして、五氏族の一つオトルチ家の若き当主。そして柔らかな容姿と上品で涼しげな物腰は――しかし彼の本質である狡こう猾かつさを隠す為の仮面に過ぎない。その事を他の族長達はともかくバルドは、はっきりと悟っていた。

　ネロは窓際に佇たたずんで、彼は『縦穴』を見下ろしていた。

　バルドが目を覚ました事に気付いているのかいないのか――ネロが振り返る事は無かった。銀髪の若き長は黙って巨大な穴の底部を見下ろしている。

「…………」

　バルドも黙ったまま立ち上がる。

　窓際に歩み寄りネロの横に並んだ。

　やはりバルドの覚醒に気付いていたのか、ネロに驚いた様子は無い。

　彼等が見下ろす窓の外の『縦穴』――巨大擬神機〈イコノクラスト〉の格納庫兼発射台は空っぽの状態だった。眼を凝らせば穴の底には何十人という作業員達が倒れ伏す姿も見る事が出来る。

　やがて――

「カシバ・ショウゴ――とうとうやってくれましたね」

　ふと思い出したかの様にネロがそう言った。

　視線は『縦穴』を見据えたままで、むしろバルドに同意を求めるというよりも、単に己の感想を呟つぶやいただけの様にも見える。

　バルドは無言で応じる。

　互いに視線を交わす事すら無く――一方的な会話をネロは続けた。

「既に『代行者パニツシヤー』は存在しない。『神』も存在しない。かくて〈イコノクラスト〉は我等〈レネゲイド〉の――否、平和を勝ち取った人類の、力の象徴となる、と」

　歌い上げる様にネロが言う。

「…………もし我々が感じた事が事実なら」

　対照的にバルドの声は抑揚も無く――呻うめく様に低い。

「既に『聖遺物』は〈イコノクラスト〉の内に無い。非常用の補助回路で立って歩く事位は出来るかもしれんが――既にアレはただのガラクタだ」

　最後に『神』は――その遺体たる『聖遺物』は拡散して消滅した。

　ならば『聖遺物』を動力源かつ中枢制御装置として利用していた〈イコノクラスト〉は文字通りの形けい骸がいと化している。

　しかし……

「それが何か不都合でも？」

「…………」

　楽しげなネロの言葉にやはり重い沈黙で応じるバルド。

「既に『代行者』は存在しない。『神』も存在しない」

　ネロは繰り返した。

「ならば〈イコノクラスト〉が本当の力を発揮すべき場も既に存在しない。むしろ『代行者』無き今――ショウゴ・カシバ個人の力に頼り過ぎるあの巨大擬神機は、我等にとって危険ですらある。違いますか？」

「…………」

　バルドは答えない。

　確かにネロの言う事には一理ある。あくまで〈イコノクラスト〉は対『代行者』兵器として造られた。だがその力は勿もち論ろん――人間に向ける事も出来る。上う手まく使えば〈レネゲイド〉のソロン支配を盤石のものとする為の有用な道具ともなろうが、場合によっては〈レネゲイド〉にとって最大の脅威にもなりかねない。

　現に此こ処こしばらくのショウゴ・カシバは何かと反抗的だ。

　ならばむしろ形骸で良い――とネロは言っているのだった。

「故にこそ、これはむしろ望外の結果ですよ」

　ネロはその赤い唇に笑みを刻む。

「で――」

　彼はここで初めて視線を傍らのバルドに向ける。

　探る様な視線が彼の横顔に触れた。

「コードラン卿きようは、ショウゴ・カシバをいかが成されるお積りで？」

　尋ねる口調はあくまでさりげない。

　だがこれはこの後の世界支配に直結する問題だ。

　あの『神』の記憶と同時に――世界を救ったのがショウゴ・カシバだという事はそれこそ万民に知れ渡ってしまっている。今からその情報を否定する事は出来ないだろう。つまりショウゴ・カシバ以外の人間を救世主として仕立てるのはもう不可能だ。

　今のソロンの民衆はショウゴ・カシバの言葉一つで従順な羊にも獰どう猛もうな狼おおかみにもなりかねない。それだけの影響力が民衆に根付いているのは間違いなかった。

　どれだけ反抗的になっていても〈レネゲイド〉としてはショウゴ・カシバを『救世主』に祭り上げて使うしかない。

「勿もち論ろん――それは今の〈レネゲイド〉における最優先議題だろう」

　バルドは横目でネロの整った白い顔を睨にらみながら言った。

「救世主殿については五氏族会議で改めて議論すべきだ。私の一存でどうなるものでもあるまい。まして救世主殿は現在、インペラス卿の庇ひ護ご下に在る」

「形式としては――ですね」

　さらりとそう付け加えてくるネロ。

　そう。五氏族では末席たるインペラス家の影響力はそう大きくない。確かにインペラス家は武門であり――数こそ少ないが関係者を総合した戦闘力は侮れないものがある。だがその一方で政治力や経済力は弱い。

　そして此こ処こからものを言うのは政治力と経済力だ。

　既にインペラス家の庇護などコードラン家の権勢を用いれば無視できるのでは――とネロは言っているのである。

「私をそそのかしてインペラス家と潰つぶし合わせる算段かね」

　にこりともせずバルドは尋ねる。

「いえ――そんな。滅相も無い」

　大仰な仕草でネロは首を振った。

「私としてはただ出来るだけ早々に来たるべき世界の覇者を見定めたいと思っているのですよ。オトルチ家は誰だれに付くべきかをね」

　まるで自分は二番目で良いとでも言うかの様な台詞せりふである。

　だがバルドは油断しない。他人の言葉など信用して得るものなど何も無い――それが競争相手のものなら尚なお更さらだ。

「さて――」

　不意にネロはくるりと踵きびすを返すと議事室の出口に向かって歩き出す。

「何ど処こへ行かれる？」

　バルドは空の『聖せい廟びよう』を見下ろしたまま声だけで問うた。

「私は私の足下をまずは手堅く締めておこうと思いましてね」

「……プロトロス、か」

「ええ」

　ネロはさらりと頷うなずいた。

　プロトロスは『聖廟』の近くに位置する中規模都市だ。同時にオトルチ家の運営するリヴィス社が工場拠点としている都市でもある。元々都市と呼べる様な人口密集地帯が少ないこのソロンにおいては、誰だれもが知る地名の一つだった。

　表向きのリヴィス社は蒸気自動車の大手メーカーだ。

　しかし裏では、〈レネゲイド〉の活動に必要な機械類の製造を一手に賄う、正に裏工場としての機能を備えている。〈イコノクラスト〉に使用する様々な部品は勿もち論ろん、銃火器類――最近では『血族』掃討の為に投入した最新型の銃器も、やはりリヴィス社の地下工場で製造されたものである。

「世界の情勢がどう動くにせよ――物資の補充は行っておくべきかと思いましてね」

　確かに世界の状況は一変した。

　在って当たり前のものが無くなったのだ。

　経済は勿論――人々の価値観そのものが大きく変動する筈はずである。そうなれば理由の是非や規模の大小はさておき、各地で混乱が起きるのは必至だ。そしてそうした混乱はしばしば特需を生み経済を活性化させる。

　今のうちに備えておくのは当然の企業戦略ではあった。

「それに――」

　涼しげなネロの眼に冷たい光が過よぎる。

「まだ野放しの鼠ねずみ共が多いですからね」

「それはレオン・ササハラ・スプリングフィールドの事か？　それとも――」

「〈血族〉」

　むしろ朗らかとも言うべき笑みでネロは言った。

　もっとも互いに背中を向け合ったままのネロとバルドは相手の表情を見る事は無い。

「エクノドラス真教会にしても信徒が全滅した訳ではありませんしね」

　以前の『聖戦』で中枢を含め信徒の大半が死滅したエクノドラス真教会も――しかし信徒が完全に居なくなった訳ではない。むしろタガが外れて残った信徒同士の確執が更なる火種を生みかねない。

「『代行者パニツシヤー』が滅んで全て終わりという訳にもいかんか」

「ええ。世界はまだまだ面倒だという事です」

　そう言い残して――銀髪の青年は議事室を後にした。

「…………」

　バルドはここでようやく振り向いてネロの去った方向に視線を注ぐ。

　そう。これで終わりではない。

　むしろ問題は――これからだ。

　今までは全員が『代行者』を倒すという目的の下で曲がりなりにも一致団結する事が出来た。それぞれの思惑がどうあろうと、圧倒的な障害の存在が、協力を余儀なくさせてきたのだ。

　だが共通の『敵』が消滅すれば、その次に来るものは……

「う……ううっ……」

「……おぉっ……」

　呻うめき声がバルドの思考を遮る。

　残りの族長達――パルマス・ルースポリテ、タイロイド・マブロ、ゼブロン・インペラスの三人がほぼ揃そろって目を覚ましたらしい。

「…………」

　呻き声を漏らして苦しげに首を振るパルマスとタイロイドに対し、流石さすがに普段から肉体の鍛錬を怠らぬゼブロンはただ静かに双そう眸ぼうを開いていた。ただし現状に対する戸惑いはやはり残っているのだろう――巌いわおの様なその顔には疲労と困惑の色が滲にじんでいた。

　無理も無い。

『代行者殲せん滅めつ』を掲げてきたとはいえ――それは彼等が生まれる前から存在してきたものなのだ。それが消滅したと告げられても、にわかには実感出来まい。

　勿もち論ろんそれはバルドとて同じ事だ。

　ただ彼やネロは一足早く目覚めた分だけ冷静さを取り繕う余裕が在っただけの事である。

　何にしても――今更、互いに状況を確認する必要は在るまい。一連の出来事は全てあの呪じゅ詛そ網を介した情報の逆流現象によって全員の脳に理解され記憶されている。

「つ……遂に……『代行者』を殲滅した……」

「ショウゴ・カシバ……とうとう真の『救世主』殿となられたか……」

　タイロイドの声に、僅わずかながらも省吾に対する畏い怖ふが混じっているのを感じてバルドは胸の内で苦笑する。今まで彼を〈イコノクラスト〉の部品としてしか見てこなかったというのに、事が成れば半ば無意識にへつらう――所しよ詮せん、支配者、指導者の器ではない。

「皆の衆」

　バルドは一同の注意を自分に集めるべく声を上げた。

　鋭く低い彼の声に――パルマスとタイロイドは、ここで初めてバルドの存在に気付いたらしく、はっとした様子で振り返ってくる。ゼブロンはただ続きを促す様に視線だけを動かしてバルドを見つめていた。

　窓の外の『縦穴』を背に――バルドは言った。

「まだ終わってはおらぬ。否――ここからが肝心な局面だ」

「それは――」

「も……勿もち論ろん」

　慌てた様子で頷うなずくパルマスとタイロイド。

　ゼブロンも小さく頷きはするが、こちらは元より動揺の様子は見えない。むしろ以前にも増して鋭い視線が注がれるのをバルドは感じていた。流石さすがに戦場を何度も経験している人間はその空気を読む技能に長たけているという訳だ。

　そう。刃も弾も飛び交う事は無いが――既に此こ処こも戦場だ。

「マブロ卿きよう――そなたは『聖せい廟びよう』内の被害状況の確認及び、〈イコノクラスト〉の機体回収を急がれよ。ルースポリテ卿――そなたは伝達網を早急に復旧させ、『聖廟』外、ソロン全土にわたる状況の確認及び情報収集に当たられよ。インペラス卿――そなたには『聖廟』内の警備を今一度徹底されるよう御願いする」

　毅き然ぜんとしたバルドの言葉。

　それにパルマスとタイロイドは殆ほとんど反射的に頷いていた。

「しょ……承知」

「承知しました」

　彼等は気付いていない。

　この時点で大勢の流れを把握しておけば――既成事実として指導者的な立場ポジションを確保しておけば、後々どれだけ有利になるのかという事を。そして既に場の空気に呑のまれて自分達がバルドの采さい配はいに振り回されている事にも二人はまるで気付いていない。

「警備については即時に。私の指示が無くとも各人が目覚めれば実行していよう」

　ゼブロンが言った。

「そのように配下の者達には教育してきた積もりだ」

「結構だ。インペラス卿」

「時に――」

　ゼブロンは眼を細めて議事室を見回した。

「オトルチ卿の姿が見えないが？」

「彼なら一足先に目覚めていたので、取とり敢あえずはプロトロスに向かう様に指示した」

　バルドは淡々とした口調で答えた。

　まるで彼がそうネロに言い渡したかの様に。

「今後に来る事が予想される混乱の際、最も重要となってくるのは物資と装備だ。とりあえず膝ひざ元で生産設備も整っているプロトロスで態勢をいかに早く整えるかが肝要だろう」

「……確かに」

　ゼブロンも異論は無い様だった。

「ではそれぞれに全力を尽くされん事を」

　バルドは締めくくる様にそう告げた。



　　　

　闇やみが微かすかに震える。

　断続的な衝撃を受けて、微細な振動の波紋が暗黒の中に広がっていくのを省吾はぼんやりと感じていた。意識は何ど処こか朦もう朧ろうとしていて思考を回すのがひどく億おつ劫くうだった。肉体ではなく精神が疲れているという事なのだろう。

　当たり前ではある。

　数百年、数千年分の時間の旅の後――世界中に広がった呪じゅ詛その網に干渉したのだ。本来であれば一個人の精神力でどうにか出来る作業ではない。実際の時間、実際の空間ではなく、あくまで『神』という一個人の記憶と意識の範囲内に限定されていたからこそ、省吾は精神的な枯死をせずに済んだとも言える。

（代わりに……）

『神』は真実の死を迎えた。

　あるいは……それは死というよりも変質であったのかもしれない。

『神』を構成していた要素は微細な何かになって世界中に拡散した。それは確かに人間としての死ではある――死者が腐敗し、土に還かえり、水に還り、風に還って世界中に遍在する様になるのと同じく――が、同時に本物の『神』としての完成であったのかもしれない。

　最後に聞こえた『神』の声がむしろ満足げだった事が省吾にとっては救いであった。

「俺おれは……」

　声を出すと急速に五感が現実を捉とらえ始めた。

　瞬く瞼まぶたの向こうに広がっているのは相変わらずの闇やみだが――それが閉鎖された〈イコノクラスト〉の御者室であるのだと省吾は認識する。どうやら自分はあの呪詛の網の中に意識を散逸させる事無く、戻って来られた様だった。

　ただ〈イコノクラスト〉は横倒しになっているのか、重力を右半身に感じる。御者席に括くくり付けられているので省吾の姿勢は変わらないが――横倒しの状態で宙づりにされている様で今ひとつ落ち着かない。

　同時に――



　……ショウゴさまっ……ショウゴさまっ……ショウゴさまっ……



　先ほどから闇やみを揺さぶっていた鈍い振動と共にくぐもった声が聞こえてきた。

　ごぉん、ごぉんと断続的に響く音は、恐らく装甲板を柔らかいもので――恐らくは素手で叩たたく音だろう。



　……ショウゴさまっ……返事をしてくださいショウゴさまっ……！



　不安と焦燥に揺れる声は――分厚い鋼を幾重も浸透した結果、かなり変質してはいたが、省吾にはそれが誰だれのものであるのか即座に理解できた。

（拘束具――自分で外せる様にして貰もらったんだっけか）

　省吾は考える。

　以前は姫ひめ巫み女こ達が外してくれないと自分では身動き一つ取れない様になっていたのだが、確かメリニが工夫を凝らして拘束具を自分で外せる様にしてくれた筈はずだ。

（……って外から開けられる筈なんだけどな。ひょっとしてロック機構そのものがいかれてるのか？）

　自分の拘束具を外しながら省吾は思う。

　元々〈イコノクラスト〉の御者室の出入り口になる装甲板は、外部の操作で開く様になっている。勿もち論ろん、敵――『落とし子』など――が簡単に入れない様に、その手順は複雑化しており、開放用のレバーも巧妙に装甲の隙すき間まに隠されている。とはいえそれを姫巫女が知らない筈は無い訳で。

　省吾は全身の拘束具を解くと、九十度方向が変化して壁が床になった御者室をおっかなびっくり移動し、装甲板開放用の取っ手レバーに手を掛けた。

　ぶら下がる様にして力を込める。

　ぎいぃ――と軋きしむ様な音と共に取っ手は九十度回転。続けて気密状態が破れる際に特有のくぐもった重い金属音と共に、鋼鉄の扉が浮き上がる。

　次の瞬間、省吾が押すまでもなく、それは外側から引かれて開放された。

　光と共に新鮮な外気が大量に流れ込んでくる。省吾はたっぷりと息を吸い込んだ。勿論、御者室が酸欠状態になっていた訳ではなく――だがそれは闇に封じられていたが故の、殆ほとんど本能的な行動だった。感覚としては深い海の底に潜っていた後、海面に顔を出した際のそれに似ている。

　闇やみに慣れていた眼に、押し寄せてきた白光は少々厳しかった。

　それは勿もち論ろん、聖光などではない。太陽が振りまく自然の光だ。省吾は眼を細めて網膜に切り込んでくるそれに耐える――

「ショウゴ様っ！」

　だが眼が光に慣れる間も許さず声が彼の名を呼んだ。

　既に直接鼓膜に届く鮮明なそれは――

「――ペルテア」

　後光の如ごとく陽光を背負って彼を見下ろすのは、見慣れた人物の輪郭だ。

　長い黒髪を後ろで一つに纏まとめた小柄な少女。

　眼が逆光に慣れるに従って詳細が見えてくる。

　いつもは凛りんとした漆黒の瞳ひとみが、今は抑えきれない涙に潤んでいる。口元は少し歪いびつな形になっていた。恐らく様々な感情が入り混じってしまい、最終的にどんな表情を浮かべて良いのか分からなくなっているのだろう。

　とはいえそれは省吾も同じだ。

　何か気の利いた――この場に相応ふさわしい言葉をとも思うが、思いつかない。

　結局、彼は愛いとしい少女にこう告げた。

「ただいま」

　次の瞬間……彼の視界と自由は再び奪われた。

　御者室の中に飛び込んできたペルテアが有無を言わさず彼を抱きしめたのだ。

　小柄とはいえ鍛えられたペルテアの膂りよ力りよくは相当なものだ。不意を突かれた事もあって省吾はただなされるがまま――彼女の胸に抱かれてその温ぬくもりと匂においを感じる。余程に慌てて駆け付けてきたのだろう、彼女の全身は火照り、そして汗ばんでもいたが――その抱擁は決して不快ではなかった。

「ショウゴ様――ショウゴ様」

　ペルテアは感極まった様子でただ彼の名を呼ぶ。

「良かった……」

「…………」

　ペルテアの心臓の鼓動が聞こえる。

　そういえば――彼女との情事の後はいつもこうして彼女の心臓の音を聴いた。とくんとくんと生命の音を刻むそれを肌で聞きながら眠るのは心地良かった。

　省吾はただただ安あん堵どを覚える。

　同時に――

（……ああ。俺おれ……本当に）

　生き残れた。

　その実感がゆるゆると沸き上がってくる。

　あの悪夢の様な状況を越えて――生きて戻って来る事が出来たのだ。

　その事がただただ嬉うれしい。

　少女の胸に抱かれながら省吾は喜びを噛かみ締めた。

　そして――

「っ……と……ペルテア――」

　どれ位そうしていたろうか。

　恐らく数分間の事だとは思うが……

「あの……ペルテア？」

　少女の胸の谷間から上擦った声を漏らす省吾。

　未まだ、このままでいたい気持ちは在ったが――しかし他の姫ひめ巫み女こもすぐにやってくるだろうし、横倒しになったままの〈イコノクラスト〉を回収する為に、〈レネゲイド〉の整備員達も駆け付けてくるだろう。流石さすがに彼等にこの状態を目撃されるのは省吾としても少し恥ずかしい。

　だが――

「……はい」

　ペルテアは省吾を愛いとおしそうに抱きしめたままだ。

「いや。あの。人が来るから――ね？」

「…………」

　聞こえているのかいないのか、ペルテアは答えず、むしろこのまま離すまいとするかの様に益ます々ます省吾を抱きしめる腕に力を込める。

　そこに……

「ペルテア」

　背後から投げられた声にようやくペルテアの抱擁が緩む。

「あの……ね、そういうのはやっぱり、屋敷に戻ってからの方が……」

　何ど処こか戸惑う様なハスキーな声がそう告げる。

　ここでようやくペルテアも我に返ったらしい。

「え？　あ――ああ、え、そ、そうね？」

　慌てた様に彼女は省吾から身を離す。

　開放された省吾の視界に入ってきた声の主の姿は――予想通り、ハーチェッタのものであった。ハーチェッタ・マブロ。マブロ家の姫巫女。長身な上に三つ編みにした長い髪のせいで、何処か省吾からすれば格闘家じみた硬派な印象を覚える彼女だが――実際にはむしろ姫巫女達の中では特に大人しい性格である。

　一応、省吾の籠ろう絡らくという使命も姫巫女である以上は負っている筈はずだが、むしろ性的な事に関しては今ひとつ臆おく病びような様で、今も抱き合う省吾とペルテアを見てその頬ほおを赤らめ、視線を若干逸そらしていたりする。

「……ハーチェッタ」

　ペルテアはしかしすぐに表情を引き締めて同僚たるハーチェッタを振り返る。

　その横顔に緊張が過よぎっているのを見て省吾は不思議に思った。

（ペルテア？　まるで――）

「――そんなに身構えなくても」

　省吾の想像を裏打ちするかの様に三人目の声が飛び込んでくる。

「上の者がどう考えているかはともかく……今更貴女を出し抜く様な諦あきらめの悪さは、ハーチェッタにも私にも無いわ」

　ハーチェッタの後ろに姿を現したのは、眼鏡を掛けた、何処か文学少女然としたルースポリテ家の姫巫女である。

「セネカ……」

　ペルテアが呟つぶやく様に言う。

　セネカ・ルースポリテはいつもの如ごとく無表情に言葉を続けた。

「それよりも早く外に出た方が良いわ。下手をすると暴動が起きかねないわよ」

「……え？」



    

  
    
      



    

  
    
      　省吾はセネカの言葉の意味が分からず間の抜けた声を漏らす。

　暴動が起きる？

　それは一体どうして――

「ショウゴ様」

　セネカが〈イコノクラスト〉の外を示す。

　省吾はペルテアに肩を貸して貰もらいながら横倒しになった御者室から外へと這はい出る。改めて全身に浴びる陽光は暖かく――そして清すが々すがしかった。

　そして……

「――！」

　省吾は愕がく然ぜんと身を竦すくめた。

〈イコノクラスト〉が横たわっているのは巨大な空き地だった。

　恐らくは呪じゅ詛そを再編成する際に、何らかの力が作用した結果なのだろう――『聖せい廟びよう』近辺に広がっている樹海の一部が大きく円状に抉えぐられ、空白が出来ている。その真ん中に〈イコノクラスト〉が胎児の様に身を丸めた格好で横たわっているのだ。

　だが省吾を驚かせたのはその事実ではない。

　周りの光景だ。

　十重二十重に〈イコノクラスト〉を囲む人々の姿である。

　老若男女その内訳は様々だ。雑多という言葉がまさしく当てはまる印象だった。

　明らかに『聖廟』から出てきた〈レネゲイド〉関係者らしき者の姿も数多く含まれているが、その一方で一般人らしき服装の人間もかなりの数が見受けられる。恐らくは近くの街からやってきたのだろう。

　何の為に？

　勿もち論ろんそれは――

「これは……」

「気が付けばこれだけの人が……」

　とハーチェッタ。

　人数は――分からない。百人やそこらの人数ではない事が分かる位だ。千なのか。あるいは万なのか。ここまで来ると分からない。既にそれは点ではなく面――群衆という一つの風景になっていて、一人一人を数えていく事に然さしたる意味は無い。見えるのは空き地になった部分だけだが、あるいは樹海の部分にも人は溢あふれているのかもしれない。

　異様な光景だった。

　何よりも――これだけの人の姿が在るにもかかわらず辺りは静まりかえっているのだ。

　誰だれもが固唾かたずを呑のみ、無駄な私語を漏らす事も無く、ある種の熱のこもった視線で〈イコノクラスト〉を――否、そこから現れた省吾の姿を見つめている。

　似たような視線を受けた経験が省吾には在った。

　初めてこのソロンにやってきた時。

　そして『御披露目』をやった時だ。

　だが……

「お疲れのところを申し訳ありませんが」

　台詞せりふとは裏腹にセネカはさして遠慮した様子もなく言った。

「何か御言葉を賜りたく」

「お……御言葉？」

「御自覚なさいませ」

　セネカはやはり淡々とした口調のまま告げる。

「今や貴方様は文字通りの救世主でございます」

「…………」

　そう。

　過去の二度の経験とはそれが違う。

　これは仕組まれた舞台ではない。計算された演出でもない。

　省吾が自らの行動により自ら勝ち得た凱がい旋せんの風景なのだ。彼の偉業――英雄としての勝利に打たれた者達が、自発的に一目彼の姿を見ようと集まってきたのだ。呪じゅ詛その網によって伝えられた情報には省吾自身の事も在った。

　彼は今やソロン全ての人民が識しる、紛う事なき英傑なのである。

　ならば――自らの行動に最後まで責任を持たねばなるまい。

　彼を慕い崇あがめ集まってきた民衆に応える義務が在る。

「…………」

　省吾は改めて民衆の海を見渡す。

　何千何万という人の視線が彼に――彼だけに集中している。

　ただの視線ですら、それが強い感情を込められ、更には千や万の単位になれば、物理的な力と錯覚する程になるのだという事を、彼は初めて知った。自分に注がれる無数の眼差しの、尋常ならざる圧力に省吾はへたり込みそうになる。

　だが――未まだだ。未だ普通の少年に戻る訳にはいかない。未だ彼は自ら選び取った役目を演じきらねばならない。

　だから……

「――…………」

　深呼吸を一つ。

　幾つもの言葉がぐるぐると脳裏を巡っていたが――彼は途中で姑息な考えを棄すてた。民衆の心理を操れる様な名言を咄とつ嗟さに組み立てられる程、自分は心理学にも言語学にも明るくない。

　ならば……誠実こそが最善の戦術だ。

　事実を事実として述べればいい。

「――罪は償われた」

　それは誰だれの手でもない。

　今このソロンに住む人々の手によってだ。あの『神』の真実について悼む気持ちや悔いる気持ちが在ったからこそ『神』は己の間違いを認めて五百年にわたる恨みを手放したのだ。

「我々を縛る過去からの呪のろいはもう無い」

　それは誰もがもう理解しているだろう。

　だが言葉にして宣言してもらう事を誰もが望んでいる。それは当たり前の様に人々が生まれた時から在ったもので――だから『無くなった』と知っていてもそれを信じ切る事が出来ないのだ。

「今日この日より」

　省吾は群衆を見回して――そして言った。

「新たな日が――本物の『明日』が来る！」

　…………

　最初に横たわるのは静寂。

　それは――省吾の言葉の意味が人々の間に浸透する時間だった。



　――ああああああああ――……ッ！



　始まりは誰かの嗚お咽えつだった。

　喜びのあまり言葉にならず、迸ほとばしる激情に群衆の中の一人が泣き叫んだ。その女性は泣き叫びながらその場に座り込み、両手を天高く差し伸べて更に吠ほえた。



　――ああああああああ――……ッ！　ああ！　あああああああ！



　それは緊張の静寂に亀き裂れつを入れ――瞬く間に広がった。

　一人が叫びそれに二人が応じる。

　二人が叫び十人が応じる。

　十人が叫び百人が応じる。

　百人が叫び千人が応じ――



　――ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――……!!



　倍々どころか瞬間的に広がった叫びは、瞬く間に辺りを轟とどろかす轟ごう音おんとなって〈イコノクラスト〉を包んだ。

　五百年に及ぶ苦渋の歳月に、人はこれだけ抑圧されていたのだ。

　群衆は興奮し、涙を流す者、叫び続ける者、あるいは感極まって卒倒する者と、様々な反応を示している。かつての『御披露目』とは比べものにならない感情の激しい迸ほとばしりは、これが仕組まれたものではなく、群衆の一人一人が自らの気持ちに突き動かされてここに集まってきたからだろう。

「…………」

　省吾はただただ見つめるしかない。

　だが――

（…………良かった）

　本当にそう思う。

　既に英雄や正義という言葉に絶対の信頼も憧どう憬けいも持たない――持ち得ない省吾ではあるが、それでも人々が喜ぶこの姿を見れば、省吾としても嬉うれしさが沸き上がってくるのを禁じ得ない。正しいとか。間違ってるとか。そんな事ではない。単純に――本当に心の底から良かったと思えるのだ。

　やがて――



　――ショウゴ！



〈レネゲイド〉の誰だれかが叫んだのか。あるいは以前の『御披露目』の時に彼の名を覚えていた者が居たのか。群衆の中から彼の名を呼ぶ声が沸き上がる。

　それは――



　ショウゴ！　ショウゴ！　我等の救世主！

　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！

　我等の救世主！　我等の英雄！



　すぐに雷名の如ごとき合唱へと変化していった。

　口々に唱えられる省吾の名と――人々が踏み鳴らす足音が大きなうねりとなって響き渡る。確かにこれだけの熱気を抱えた人々を放っておけば暴動も起きただろう。

「ショウゴ様――」

　きゅっと誰だれかが彼の手を握ってくる感触。

　振り返れば眼を潤ませてペルテアが彼の傍らに寄り添っていた。

　ハーチェッタとセネカは気を利かせているらしく、二歩ばかり退いた位置に居る。

「ペルテア。まだまだだ。これからだよ」

　囁ささやく様に言う省吾。

　そう。まだだ。省吾はメリニも花梨も取り戻していない。自分の元居た世界に還かえる算段もついてはいない。いや――それ以前に〈レネゲイド〉がこれからどういう行動に出るのかも気掛かりだ。

　しかし……

「はい。ショウゴ様」

　ペルテアは頷うなずく。

（――出来る）

　省吾は思う。

　偶然は在るだろう。様々な人々の厚意や助力も在るだろう。だが一介の高校生がこうして世界を救い摂理を覆す事が出来たのだ。ならばどれだけ不可能に見える目標でも――それは無限の彼方かなたを意味しない。

　ペルテアの手を握り返す省吾。

　そして――



　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！

　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！

　我等の救世主！　我等の救世主！



　人々の唱和は――高く高く蒼そう穹きゆうにまで響いていた。



　　　

　何気なく床の上に視線を落とす。

　椅い子すに腰掛けた自分の影が随分と長くなっている事に花梨は気付いた。頬ほおに当たる陽の光もいつしか朱あかみを増して何ど処こか気け怠だるげであった。

　彼女が居るのは――目覚めた廃屋から馬の背に揺られて二時間ばかり、移動した場所であった。やはり先の場所と同じく廃屋なのだが、こちらはより小さく、山間部に在る事を思えば――元より山小屋か何かの用途で建てられたものの様だった。

「…………なるほどね」

　花梨は此こ処こで現状に至るまでの大まかな経緯をレオンから聞き終えた所だった。

　勿もち論ろん――アンジェリットを介してセネカからの情報を受けているとはいえ、レオンも流石さすがに〈レネゲイド〉内部の全てを把握している訳ではない。細かい部分――特に省吾の様子についてはメリニに確認していたせいで、随分と時間を費やしてしまった。

〈レネゲイド〉に拉ら致ちされた自分が、奇き蹟せき術で時を止められたかの様な状態で保存されていた事実には少なからず衝撃を受けた。

　だが――省吾の置かれた状況は更に驚くべきものだった。

　一度は〈レネゲイド〉からの逃亡を図った省吾。それでも花梨を人質に取られてついには戦い続けた省吾。神の血を引く一族を名乗る〈血族〉の娘トリファスキアータ。メリニに代わるコードラン家の新姫ひめ巫み女こエシェン。省吾とレオンと〈レネゲイド〉による三竦すくみ、省吾とレオンの取引……

　正直、あの省吾がよくぞ、そこまで――と花梨が思う程に、それは過酷な状況だった。

　一つ二つ偶然の出来事が噛かみ合っていなければ、彼は英雄になるどころか、名も無き死体として野に晒さらされていた可能性すら在るのだ。一介の高校生が辿たどるには厳しすぎる人生であろう。

　だが……

「『なるほどね』――」

　花梨の口調を真ま似ねてそう呟つぶやくのはレオンである。

　彼は花梨と向かい合わせに椅い子すを置いてそこに座っている。メリニは更にその隣で、アンジェリットは小屋の出口の所で擬ぎ神しん杖じようを抱えて床に直接座っていた。

「それだけかい？」

「……どういう意味？」

「君の従兄弟いとこ殿は正真正銘、本物の救世主となった」

　レオンは歌う様な――あるいはからかう様な口調で言った。

「他に感想は無いのかい？」

「…………」

　花梨は半眼で目の前の第二代救世主を睨にらみ据えた。

（……省君は英雄に、なった）

　花梨の脳裏には省吾の叫びがつい先程の事の様にこびりついている。

『……お前は何も解わかっていないんだよ！』

　突然こんな異世界に連れてこられて。

　突然あんな巨大兵器に乗せられて。

　突然あんな怪物達と戦う事になって。

　突然数多くの人々の命を背負わされて。

　しかし――

（省君は戦いきったんだ。あんなにも怖がっていたのに――最後まで戦いきったんだ）

　勿もち論ろん、花梨はその事に感動を覚えはした。

　だが――

（でも……むしろ）

　それだけで彼女は考えを止めない。

　実際に省吾の側そばでその怒ど濤とうの運命を見てこなかったからこそ――彼女はひどく冷静に今の彼が置かれている状況を分析していた。

「物語ならそれでメデタシメデタシなんでしょうけどね」

　花梨はレオンの反応をつぶさに観察しながら言った。

　今のところ――情報源はこの男とメリニだけだ。口にする言葉だけではなく表情や仕草も見逃さずに記憶しておかなければならない。つい半日前まで眠っていた花梨に適当な話をもっともらしく聞かせるのは簡単な事だ。だからこそ――花梨は嘘うその片へん鱗りんを見逃すまいとしているのだった。

「現実はそこで終わる訳にはいかないものよ」

「君はなかなか物分かりが早い」

　無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながらレオンが頷うなずいた。

「よく言われるわ」

　平然とそう返すと流石さすがのレオンも呆あきれた様に苦笑を浮かべた。

「君の方が〈イコノクラスト〉の御者だったら、もっと早くに『代行者パニツシヤー』を殲せん滅めつ出来ていたかもな。頭の回転は速いし度胸も在る」

　レオンはそう言い――そして脚を組む。

「とにかく――省吾のお陰で『代行者』は消滅した」

「そうね」

「だがそれは同時に、〈レネゲイド〉の中での省吾の立場――もっと有り体に言えば、五氏族の族長達から見て、彼の利用価値が変化した事をも意味する」

「……そうね」

　既に対『代行者』兵器として〈イコノクラスト〉の存在意義は無い。

　そもそも省吾の様な異世界人を〈イコノクラスト〉に乗せていたのは、この世界の人間では『代行者』に一定距離以上近付けば、問答無用で塵ちりになってしまうからだ。

　逆に言えば『代行者』を相手にする必要が無いのなら〈イコノクラスト〉に乗るのは省吾でなくても構わないという事になる。

「殺されるかもしれないって事ね」

「すぐに――ではないだろうがな」

　とレオンは言った。

「そもそも世界を救った英雄が香芝省吾だって事は、もうソロンの人間全員が知ってる。彼を生かしておいて利用した方が便利は便利だな――世界支配の為には」

　その通りだ。

　実際……〈レネゲイド〉はそれを最初から考えていたからこそ、省吾を姫ひめ巫み女こ達で籠ろう絡らくしようとしたり、人を集めて大々的に『御披露目』を行ったりしたのだ。

　しかし――

「だがその省吾が本物である必要は無いよな」

「…………」

　これもその通りだ。

　奇き蹟せき術を使えば省吾の姿を他人の上に投影する事だって出来るだろう。あるいは整形手術の様な事も出来るかもしれない。ある程度はこのソロンの文明文化のレベルを認識している積もりだが、奇蹟術という花梨達の育った世界には存在しない、イレギュラーな要素が入ってくるので、細かい部分では〈レネゲイド〉に何が出来て何が出来ないのかという事は分からない。

「むしろ本物は――邪魔だ」

「…………」

　最終的にはそういう結論にならざるを得ない。

〈レネゲイド〉が省吾に望んだのはあくまで『〈イコノクラスト〉の部品』であると同時に『英雄を演じる傀かい儡らい』である事だ。本物の救世主になる事ではない。そんなものは元より期待していなかっただろうし――むしろ確固たる意志が在る分だけ扱いが面倒になる。実際にそれが分かっているからこそ、彼等は花梨を人質に取り、メリニを姫巫女の座から引きずり下ろしたのだ。

　だが――〈イコノクラスト〉の対『代行者パニツシヤー』戦闘が全て終わった今、省吾を生かしておく意味は殆ほとんど無い。

　民衆の心理操作には、それこそ姿形だけ似せた傀儡で十分だ。

　ならば……

「だが〈レネゲイド〉にとっては用済みでもこっちは違う。元の世界に戻る為には〈イコノクラスト〉が必要で――俺おれとしてはアレの御者が省吾に固定されているうちに、何とかしたいと思ってる。何せ〈レネゲイド〉にとっちゃ俺は脱走者だ。御親切に元の世界に戻してくれる理由は無い」

「……筋は通ってるわね」

「ああ。だから――」

　軽く身を乗り出し、レオンは低い声で続けた。

「その前に省吾と接触しなければならない」

「私を人質にして？」

「そうだな。君達を人質にして」

　レオンはちらりと隣に座っているメリニを一いち瞥べつした。

　メリニが悩ましげに眼を伏せる。

　その様子を見て――

「――メリニ」

　花梨はコードランの姫ひめ巫み女こだった少女に声を掛けた。

「省君と、何か在ったの？」

「え？　あ――その……」

　赤面して呟つぶやく様に言葉にならない声を漏らすメリニ。

　それで何となく花梨は、メリニの態度が微妙に以前と違う理由を理解した。

（ああもう――『英雄色を好む』って言うけど！）

　花梨は胸の内で激しく省吾を罵ののしった。

（少しは我慢するとか何とかしなさいよ、省君はッ！）



    

  
    
      



    

  
    
      　まあ花梨というストッパーが無くなれば省吾が籠ろう絡らくされるのは時間の問題ではあったのだ。特殊な性癖を抱えているのでもない限り、健康な十代の少年が美しい少女の誘惑を拒みきるのは難しいだろう。花梨を人質にとるというのは、省吾を『甘い罠ハニートラップ』に落とし込む為の障害を取り除くという意味も在ったに違いない。

　その結果としてむしろ『誑たらし込まれた』のがメリニの方であったというのは、流石さすがに〈レネゲイド〉も予想だにしていなかっただろうが。

「さて――状況が大まかに理解できたのなら」

　少女二人の間に横たわる微妙な空気を知ってか知らずにか――レオンは尚なおも何ど処こか斜に構えた様な余裕含みの口調で言った。

「準備をして貰もらおうか。省吾に接触するなら――彼を呼び出すにしても、こちらが乗り込むにしても、未まだ状況の変化に〈レネゲイド〉が対応し切れていないこの一両日がいい」

　レオンは立ち上がると少女達を見回した。

「ここからが正念場だ」



　　　

　部屋の窓辺に佇たたずむ少女は胸元で両手を合わせて眼を閉じていた。

　ある種の祈りを連想する姿だが――しかし少女は祈っている訳ではない。

　そもそも少女は『祈る』という概念を知らない。神の死した地に生まれ、近きん親しん相そう姦かんを美徳として推奨する異様な価値観の中で育てられた彼女にとって、『神に何かを願う』という行為には全く意味が無い。神とは彼女が生むべき子の名であって――頼り縋すがるものではない。

　だからそれは単に気持ちを落ち着ける為の儀式に過ぎなかった。

　トリファスキアータ。

　神の血を引く『血族』の娘。

「――ショウゴ様」

　トリファスキアータは愛いとおしげにその名を呟つぶやく。

　だがそれは……彼女が省吾に恋をしているからではない。省吾が世界を救った英雄であるからでもない。単に彼がトリファスキアータの――いや彼女ではなく彼女を含む『血族』の――悲願を成就し得る子種の持ち主だからだ。

　単一の価値観に支配された閉鎖社会は、最強の洗脳装置だ。

　幼い頃ころから徹底して提示され続けた『当然』や『常識』は、疑問を抱く自由すら本人に気付かせぬままに封じてしまう。そして一度そうした環境で人格が完成すれば、これを変える事は極めて難しい。

　実際……このソロンという世界を呪のろい続けていた『神』が『聖遺物』と共に拡散し、その妄執から解き放たれた今、『血族』の悲願である『神の再生』もその意義を大幅に変容せざるを得ない。『神を産み直す』事そのものはある種の偉業と言えるが、その発想に至ったこのソロンの状況が変化をしている以上、『何のために神を産み直すのか』を考え直す必要は出てくる。

　だがそういう発想はトリファスキアータには無い。

　彼女にとって『神を産み直す』という事は生きる目的そのものだからだ。『何故お前は生きているのか？』と聞かれて即答できる人間が少ない様に――彼女もまたその部分は根本的に過ぎて意識が及ぶ事が無い。

　哀れな少女だ。

　自分が哀れな存在だと気付く事も出来ない程に。

　だから……

「お帰りになられたでする」

　トリファスキアータの口調には無む垢くな期待が滲にじんでいた。

　彼は昨夜――トリファスキアータの願いに応え、子種を授けると約束してくれた。行為そのものは不測の事態の発生で中断したが、約束は未まだ有効だろう。少なくともトリファスキアータはそう考えている。

　だから彼女は待っているのだ。

「……ショウゴ様」

　開け放たれた窓から穏やかな風が流れ込んできた。

　それは余人にとっては単なる風に過ぎない。

　だが盲目たるが故に他の四感――特に聴覚と嗅きゆう覚かくが異常に発達した彼女は、常人とは比べものにならない程に多くの情報をそこから読み取る。彼女は風が孕はらんだ気配から、屋敷に近付いてくる者達を個別に認識する事さえ出来た。

　この匂においと呼吸の拍子リズムはペルテア。

　同じくこちらはセネカ。

　同じくこちらはハーチェッタ。

　そして――

「…………」

　トリファスキアータはいそいそとした仕草で部屋を出る。

　盲目とは思えない足取りもまた、常人離れした聴覚と嗅覚の賜だ。自らの足音の反響によって彼女は蝙蝠こうもりの如ごとく周囲の空間構造を把握する。視覚に頼らないが故に、その動きは時折、目の見える者からは奇妙な動作を含む事も在るが――総じて彼女の動きは危なげが無く、『血族』の姫は滑る様に階段を下り、廊下を通って、屋敷の玄関に至る。

　やがて大きな玄関扉を開いて、聞き慣れた音と嗅かぎ慣れた匂いが溢あふれ出してきた。

　省吾のものだ。

　トリファスキアータはにっこりと無む垢くな笑顔で言った。

「ショウゴ様――おかえりなさいでする」



　　　

　子供の頃ころ――誰だれでもよくある話だとは思う――『旅人』に憧あこがれた。

　何物にも束縛される事無く、自由にあちらこちらに流れていく根無し草の様な生活。流れていく日々はどこまでも安穏としていて、気張らず、自然体のまま生を謳おう歌かするその姿は、子供心にもひどく魅力的に見えた。

　それはいつも湖畔にテントを張って、釣りをしたりギターを弾いている童話の登場人物だったり、あるいはいつか出会えるであろう真実の愛を求めて流離さすらうゲームの登場人物だったり、様々だったが……ある時期を境に彼等への憧れが希薄化していくのを、省吾は自覚していた。

　それは恐らく『居場所が在る』事の喜びを自覚したからだ。

　幼い頃はそんな事を考えもしなかった。世界はひどく狭かったし、概おおむねそれは慈愛に満ちていた。執しつ拗ように彼を狙ねらう魔物も居なければ、彼を守ってくれる両親がある日突然に消えてしまう様な事も無かった。本当に当たり前に彼には居場所が在ったのだ。

　だが成長して世界が広がり見識が増えるにつれて『自分の家』や『自分の部屋』といったものの有り難みが意識される様になってくる。世界は別に悪意や脅威に満ちている訳でもないが、善意や安寧に満ちている訳でもなくて――だから本当にくつろげる自分の居場所がどれだけ意味の在るものなのかと、実感として理解したのだ。

　だから……

「…………」

　目の前にそびえる屋敷を見た時――自分の胸に沸き上がった安あん堵どの気持ちは、省吾に色々と感慨を抱かせる事になった。

　大きな仕事を一つ終えて還かえってきた場所。

　それは……

「こういうのも……住めば都って言うのかな？」

「スメバミヤコ？」

　省吾の呟つぶやきを耳ざとく聞きつけて尋ねてきたのは、ハーチェッタである。

　小さく首を傾かしげて不思議そうな表情を浮かべている彼女は、その容姿が大人びているからこそ妙に可愛かわいらしくも見える。

「どうせ住むなら首都がいいとか、そういう意味ですか？」

「ああ……」

　省吾は苦笑する。

　姫ひめ巫み女こ達の日本語能力はあくまで『外国人が外国において修得したもの』でしかない。

　要するにその言葉が自然に使われている場所に暮らして自然に身に着けたものではなく、必要に迫られて効率的な修得を行った代物だ。故に諺ことわざや少し凝った言い回しは通じない事がままある。

「違う違う。むしろ逆だよ。どんな場所でも住んでそこに慣れてしまえば、其そ処こが一番暮らしやすくなる、って意味」

　分かり易そうな言葉を選んで省吾は言った。

　ハーチェッタが省吾の顔と屋敷とを交互に見て、もう一度省吾に視線を戻した。やはり不思議なものを見る様な顔で――

「ショウゴ様にとっては此こ処こがミヤコなのですか？」

「厳密には都って言葉を使うのは間違いなんだけど……」

　そう言って苦笑いすると、省吾はしみじみと続けた。

「ソロンの世界の中で帰る場所と言えばこの屋敷なんだよね」

「はあ……」

　今ひとつ分からないといった表情で曖あい昧まいな声を漏らすハーチェッタ。

　彼女はそれから――おそるおそるといった調子で聞いてきた。

「でもショウゴ様は以前、此処から、その……お逃げになられた事も……」

「在ったね」

　苦笑して認める省吾。

「それに……元々こちらの世界にショウゴ様が召喚された事それ自体も、お望みの結果では無かった訳ですし、何度も元の世界に戻られたいと――」

「確かにね」

　省吾は肩を竦すくめた。

「色々な問題が起こって――今でも色々と問題は残ったままだけどさ。このソロンで俺おれが一番多く寝起きしている場所も、一番多く食事を取っている場所も、一番多くお風ふ呂ろに入っている場所も、一番多く君達と言葉を交わしている場所も――此処なんだよね」

「…………」

　ハーチェッタの表情に軽い驚きの色が混じる。

　それを面白いと感じながらも省吾は言葉を続けた。

「勿もち論ろん、元々『救世主』である俺の為に用意された場所なんだから、そんな事は当たり前なのかもしれないんだけどさ。でも――こうして、事情がどうあれ、疲れて帰ってくると『あー、お風呂入りたいなぁ』なんて、まず思っちゃうんだよ。……いや、ごめん、何かよく分からない説明になっちゃったね」

「あ……いえ」

　ハーチェッタは首を振った。

「その……むしろ嬉うれしゅうございます」

「嬉しい？」

　意味が分からず今度は省吾が首を傾かしげる。

　彼にもう少し観察眼が在れば、ハーチェッタが一番表情を動かしたのは『一番多く君達と言葉を交わしている場所』という彼の台詞せりふの部分だった事に気付いただろうが。

「ショウゴ様」

　ハーチェッタとは反対側から声が掛かる。

　ペルテアは武門の出らしいその凛りんとした顔に、何ど処こか優しい笑みを浮かべて問うてきた。

「ショウゴ様はソロンという世界が――お好きですか？」

「……うん」

　自分でも意外と思う程に彼はすんなりと頷うなずいていた。

「ああ。でもちょっとニュアンス――意味が違う気がするかな。好きとか嫌いとかって言うよりも――受け入れている、って感じだよ」

　慎重に言葉を選んで答えた。

「正直、最初は気味が悪い世界だと思っていたよ」

　省吾が生まれ育った世界に比べるとソロンは極めて歪いびつだ。

　単純ではあるが――それだけに歪ゆがみは余計はっきりと見える。

『神』や『代行者パニツシヤー』の存在がこの世界の『芯しん』となって社会体制や宗教観、挙げ句には言葉の端々にまで影響を及ぼしている。喩たとえれば――省吾達の世界が、いわゆる無数の動植物が集まってバランスを取っている『森』だとすると、このソロンは、ありとあらゆる生物が、巨木の幹に寄生しているかの様な危うさを感じるのだ。

「ソロンは……虚無に放り出された神が、恐怖と孤独の挙げ句に創り出した世界だ」

「――はい」

　ペルテアは頷く。

　あの『神』との対話の末に、省吾がソロン中の人間にばらまいた『神』の記憶を、当然ペルテアも見ている。既にこの世界の創世における真実は、誰だれもが知る共通認識になっているのだ。

「それはなんていうか……とても歪で嫌な事の様に思えた。でも――それでも、ソロンは君達が生まれ育ってきた世界で、今は俺おれも生きている世界で、他にも俺達と同じ人間が生きている世界で、それはもう本当に当たり前で、でもだからこそ、ソロンの事は――なんて言うのかな……」

　省吾は一瞬、言葉に詰まる。

　咄とつ嗟さに浮かんだその言葉は妙に気恥ずかしい気がした。

　しかしそれが一番的を射た言葉であるように思う。

「愛いとしく思える」

　あの……喜ぶ人々の姿を見た今なら尚なお更さらに。

「ショウゴ様――」

　ペルテアが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　省吾はしかし表情を引き締めて言った。

「だからこそ此こ処こで止まれない」

「……え？」

「未まだ終わってない。未だメリニや花梨を取り戻すって事もあるけど――それでも未だ終わらない。俺おれは……このソロンに生まれて良かったと皆に思って貰もらいたい。生まれてきた事を後悔する様な世界にしたくない。きっとそれは『神』も同じ気持ちだったろうし……だから未だだ。世界が本当の意味で安定するまで気は抜けない。俺が――」

　そこで省吾はふと言葉に詰まった。

　続く言葉を口にするのを彼は躊躇ためらったのだ。

『俺が元の世界に戻るのはそれからだ』――と。

　本当に元の世界に戻れるのかどうか。『聖遺物』が世界中に拡散してしまった今は、それすらも怪しい。だがそれとはまた別に――一つの問題が残る。

　元の世界に還かえるという事は姫ひめ巫み女こ達と別れを意味するのではないか？

　メリニやペルテアをこのソロンへ置き去りにするという事ではないか？

　省吾にとっては元の世界が故郷である様に――姫巫女達やトリファスキアータはこの世界が故郷だ。自分が故郷を棄すてない以上、彼女等にも故郷を棄てろとは言えない。

　何事にも始まりが在れば終わりが在る。

　御お伽とぎ噺ばなしの様に『いつまでも末永く幸せに暮らしました』とはいかないのが現実だ。

「…………」

　ペルテアがふと表情を曇らせる。

　彼女だけではなくハーチェッタの表情にも陰りが見えた。頭の良い彼女達は省吾の台詞せりふに続く筈はずだった言葉に気付いたのだろう。それは彼女等が省吾を慕ってくれているという証あかしでもあり、彼としては嬉しく思う反面――ひどく申し訳ない気持ちにもなる。セネカだけはいつもの通りに無表情ではあったが、何も想うところが無い訳でもなかろう。

「そ……そういえば」

　省吾は表情を努めて明るいものに切り替えて言った。

「アフィニエの姿が見えないけど――屋敷に居るのかな？」

「オトルチ家に人手が足りないという事で、彼女は一度、『聖せい廟びよう』に戻っております」

　とセネカ。

「人手が足りない？」

　それは姫ひめ巫み女こまで駆り出す様な事態なのか。

「プロトロスの方の工場が、来るべき混乱に備えて大幅な増産体制に入ったそうです。その為に新たな設備や原材料の調達が必ひつ須すで。元より姫巫女を拝命するまでは、彼女は実兄であるネロ・オトルチ様の補佐をしておりましたし。あるいは屋敷に戻る事無くプロトロスに移るかもしれません」

「ああ……なるほど」

　ついついアフィニエはその小悪魔めいた行動が目立って、色いろ艶つやの部分ばかりが印象に残るが……姫巫女に選ばれるという事はそれなりの才さい媛えんである筈はずなのだ。幼くして大人顔負けの実務能力を持っていても不思議ではない。

　まして既に省吾の寵ちよう愛あいを奪い合う戦いは決着がついた感は在るし、省吾の利用価値それ自体も『代行者パニツシヤー』の殲せん滅めつによって低下している。有能な人材を省吾の側そばに侍はべらせておく余裕は今の〈レネゲイド〉には無いという事か。

「……とにかく」

　話題を締めくくる様にペルテアが言った。

「細かなお話は――御湯浴みと御食事の後で」

「そうだね」

　目の前に屋敷が在るのだから此こ処こで立ち話をする意味も無い。

　セネカとハーチェッタが先に歩み出て両開きの扉をそれぞれ左右から押し開く。

　そこに――

「お帰りなさいでする、ショウゴ様」

　出迎えるのは『血族』の娘――トリファスキアータだった。

「ペルテア様、ハーチェッタ様、セネカ様も、お帰りなさいでする」

　無む垢くな瞳ひとみはいつもの如ごとく無限遠の彼方かなたに焦点を結んでいて――省吾達の方を向いてはいるが『視みて』はいない。しかし聴覚や嗅きゆう覚かくが異常に発達している上、奇き蹟せき術をその身一つで操る彼女には、盲目の者にしばしば見られる動きの危うさが殆ほとんど感じられない。

　トリファスキアータの表情はいつも穏やかで、逆に言えば変化に乏しく、セネカとはまた別種の無表情と言える。だがそれでも彼女の場合は感情が無い訳でも押し殺している訳ではないので、見慣れてくればそこはかとなく彼女の気持ちを察する事は出来た。

　トリファスキアータは――嬉うれしそうだ。

「ただいま、トリファ。此処で待っててくれたのかい」

「はいでする」

　屈託の無い笑みで答えるトリファスキアータ。

「今日という御約束でするので」

　彼女はそして屈託の無い口調でそう続けた。

「…………」

　省吾は一瞬言葉に詰まる。

　勿もち論ろん――彼女との約束は忘れていない。

　トリファスキアータに自分の子種を与えるという――つまり彼女を抱く事については、事前に姫ひめ巫み女こ達にまで宣言しているのだ。

　だがトリファスキアータは本当に分かっているのだろうか。

　もう『神』は存在しない――少なくとも彼女達『血族』が異様な価値観を抱く様になった原因はこのソロンには無い。だから彼女はもう『神を再度産み直す』事に縛られる必要など無いのだ。

　自由に恋をして自由に自分の人生の目的を決めてもいいのだ。

　しかし……

（彼女は……多分このソロンの縮図だ）

　恐らく大多数の人々は、喜びの後に戸惑いを覚えるだろう。

　神の呪のろいが摂理として生まれた時から存在した世界。

　それが無くなった――解放感はあれど人々の意識がいきなり変わる訳ではない。あるいは祭りの様な高揚が過ぎ去った後には、以前と変わらぬ生活を送る人間が殆ほとんどだろう。

　人間はもう自由に未来を求めていいのだ。

　それを――人々に理解して貰もらうには相当な手間を喰くう筈はずだった。

「ショウゴ様？」

「あ……ああ」

　促す様に小首を傾かしげて声を掛けてくるトリファスキアータに省吾は戸惑い混じりの笑みを向ける。彼の内心を察してくれたのか、ペルテアが二人の間に割って入りながら少し強い口調で言った。

「トリファ。ショウゴ様は大変お疲れなの」

「お疲れ……でするか？　でしたら、お務めは――」

　責める様な口調ではない。

　ただぼんやりと落胆の色がその声に滲にじんでいる。

「ご、ごめんよ、トリファ。少し休んだら、うん――大丈夫だから」

　省吾は慌ててそう言った。

　酷ひどいのを覚悟で〈レネゲイド〉じみた物言いをすれば、トリファスキアータは未まだ利用価値が在る。彼女の力と立場は省吾にとって重要な切り札となり得るのだ。これから〈レネゲイド〉という組織を相手にしようという時に、協力者は一人でも多い方がいい。

　そしてそう簡単に彼女の価値観を変えられない以上、彼女の協力を取り付けるには、その要求を呑のむのが一番確実な方法である。

「今夜で、大丈夫でするか？」

「約束だからね――今夜」

「はいでする」

　にこりとトリファスキアータが微笑ほほえむ。

　まるで省吾に自分を抱くようにと求めている事など、何かの間違いではないかと思える程、その笑顔は童女じみていて屈託が無い。

「トリファ――」

　気を利かせてハーチェッタがトリファスキアータに声を掛ける。

「ショウゴ様の入るお湯の支度、手伝ってくれる？」

「はいでする」

「では私は御食事の用意を」

　とセネカも前に出ながらそう告げてくる。

「ショウゴ様はどうぞ御部屋でお待ち下さい。御用意が出来ましたらお呼び致します」

「あ――でも君達も疲れてるだろう？」

　最前線で戦うのは確かに省吾だが、だからといってその間に姫ひめ巫み女こ達は寝ている訳でも遊んでいる訳でもない。ある意味で省吾よりも大変な作業をこなしているのだ。疲れていない筈はずが無い。

「え……い、いえ」

　ペルテアが慌てて取り繕う様に首を振る。

「お気遣いは有り難いのですが、私達は……」

「ペルテア」

　省吾は優しく――しかし覆い被かぶせる様に言った。

「俺おれが君にこんな事言うのは百年早いかもしれないけどさ」

「え……？」

「休めるときに休んで体調を整えるのも戦士のたしなみだろ？」

「あ――は、はい、それはその通りですが――」

　頬ほおを赤らめて頷うなずくペルテア。

「無理はどうせこの後も君達に強いる事になる。だから今くらいはゆっくり自分自身の為に休んでくれ。これは――そうだな、君達の仕える『救世主』からの命令だと思って」

　少し悪戯いたずらっぽい口調で省吾は言った。

「ペルテア以外も同じ。今日は無理をしない様にして、自分の休養を最優先で。まあ流石さすがに食事は――しない訳にいかないけど」

「分かりました」

　セネカは頷うなずく。

「作るのも食べるのも簡単な料理、しかし滋養のつくものですね」

「……うん」

　流石にセネカはこういう所は驚く程に察しが良く、そつがない。愛想は悪いし最後の一線では何を考えているか分かりかねる部分は在るのだが――やはり彼女の存在は省吾にとって大きな助けになっている。

「ところでトリファ」

「はいでする」

「エシェンはどうしてる？」

「エシェン様はお部屋に居られまする」

　とトリファスキアータ。

　どうやら早々に帰ってきて部屋に引きこもってしまった様だ。

　呪じゅ詛そが世界を覆わんとしたその時の、彼女の反応はペルテアから省吾も聞いている。恐らく彼女は既に自暴自棄になっているのだろう。自信満々でメリニの後を引き継いだ積もりが……思惑に反して省吾を籠ろう絡らくする事が出来ず、メリニを越える働きを彼女は未まだ何も示せていない。

「……そうか」

　今すぐ自殺するという事も無かろうが――彼女の扱いは慎重を期すべきだろう。自分の保身を考えなくなった人間は、何をするかまるで想像がつかない。

「何はともあれ……まずは休もう。解散だ」

　省吾は一同を見回してそう宣言した。



　　　

　ごぉんごぉんと稼働する鋼鉄の唸うなりが辺りに充満している。

　それは鐘の音の様でもあり――同時に何ど処こか怪物の咆ほう哮こうをも想わせる。

　動き続ける大型の産業機械群は、確かにある種の怪物だ。無数のピストンと歯車が生み出す圧倒的な力は――それは全て人間の手になるものであるにもかかわらず――相対した人間個人に無力感を突き付ける。迂う闊かつに触れれば創造主さえ呑のみ込んで噛かみ砕きかねないという意味では、それらはまさしく怪物そのものであった。

　だが……

「――こうして五百年の永きに及ぶ呪のろいは消えました」

　その轟ごう音おんの最中に涼やかな声が朗々とそう告げた。

　ネロ・オトルチ。

　若きオトルチ家の当主は己が支配するリヴィス社の工場……その地下に居た。

　表向き――〈レネゲイド〉の人間に対しても――そこは資材保管用の倉庫であって特に施設は設置されていない事になっている。だが今彼の立つその部屋には、無数の配管と配線がうねり、諸々の稼働音が溶け合って響き、何らかの装置が存在し現に稼働中である事を暗に示していた。

「幸いなるかな――新たな『神』の誕生する土壌は整いました。いよいよ貴方達の出番です。とうとう貴方達の悲願が成就する」

　ネロは笑いながら言った。

　必要最低限の青白い照明に照らされ、オトルチ家の若き長の顔は普段にも増して病的な線の細さを際立たせていた。涼しげだが角度によっては鋭利に過ぎるその双そう眸ぼう、刃物で切り付けて造ったかの様な薄い唇が、酷薄な笑みを形作り、肉体どころか精神すらも病んでいるかの様な印象を見る者に与える。

　彼の前には一枚の硝子ガラス窓が在る。

　ひどく分厚く――見るからに頑丈な代物だ。硝子板というより塊の様な硝子を穴に填はめ込んだ様な印象である。だが透明度は高く、ネロはその硝子窓の向こう側へと暗い視線を注ぎ続けている。

「否――悲願以上の結果と言えましょう」

　きゅっとネロの唇の両端がつり上がる。

　狂気すら孕はらんだ笑みを見せながらネロは言った。

「何しろ――あなた方自身が『神』となるのですから」

　彼の言葉に応じる声は無い。

　そもそも分厚い硝子や響き渡る轟音のせいで彼の声は窓の向こう側に届く事は無い。だからこれは会話ではなく一方的な呟つぶやきか――あるいは宣言の類たぐいなのだろう。相手の同意など必要無い。相手の注意すらも必要無い。それはただ自己満足の為に語られるだけのものでしかなかった。

「…………」

　一瞬――赤いものが彼の視界を横切る。

　それは窓の向こう側に付着した赤い液体だった。

「感謝していただきたい位ですよ」

　硝子面をそろそろと滑り落ちていく深紅の雫しずくを眼で追いながらネロは楽しげに言った。

　彼の視線の先には数十人もの人間の姿が在る。彼等はリヴィス社に勤める現場作業員であると同時に〈レネゲイド〉の人間でもある。

　だがネロが語り掛けているのは彼等ではない。

　彼の目は作業員達が積み上げてゆく鋼鉄の箱を追っていた。

　大小様々な形が見受けられるが――単なる箱ではなく、いずれも何らかの部品として造られている様で、固定ボルト用の穴や、装置を取り付ける為の金具等が幾つもその表面には付属している。

　もし注意深い奇き蹟せき師が見れば二つの事に気付いただろう。

　一つはその箱の造りに見覚えが――もっとはっきり言えば擬ぎ神しん杖じようの部品に似た所があるという事。

　もう一つは――先程、窓に付着したのと同種の赤い液体で濡ぬれている箱が、幾つか見られるという事。

　つまり……

「――御兄様」

「アフィニエか」

　ネロは呼ばれて初めて妹の存在に気付いたかの様に、眼を瞬かせて傍らを振り返った。

　何い時つの間に来ていたのか――アフィニエ・オトルチは兄に寄り添う様にして立っている。

「作業は、順調でして？」

「ああ。何ら問題ない」

　ネロは頷うなずいた。

「正直――『代行者パニツシヤー』の捨て身の戦術を知った時には、遅きに失したかと少し焦ってしまったけれどね」

　そう告白するネロの口調はしかし楽しげである。

「既に九割方処理が終わっている。明日には一通りの作業が終了する筈はずだ」

　そう。ネロの言う通り窓の向こうの作業は順調である様だった。

　積み上げられる鋼鉄の箱の――反対側。

　奥に向かって伸びるベルトコンベアの上にはその中身が並んでいた。奥の処理場から続けざまに吐き出されてくるそれらを作業員達が分別し、規定の処理を加えて、箱の中に詰めているのだ。

　切断された腕を。

　切断された脚を。

　あるいは生首を。

　それはむしろ突飛に過ぎて現実味を欠いた光景ではあった。

　バラバラに解体された人体。既に『物体』と化したそれらは、むしろ生々しさを欠き人形の部品の様にさえ見える。だがそれらの断面には確かに骨や肉や血管が見えるのだ。凝固しかかった血がベルトコンベアの上に零こぼれているのも見える。

　全て――本物だ。

　本物の人体。

　それがまるで肉牛の様に解体されて運ばれてくるのである。

　尋常な感性の人間には正視に耐えぬ光景であろう。その意味では――ネロもアフィニエもそして作業員達もまともではないのかもしれない。作業員達とアフィニエは無表情に、ネロはむしろ楽しげに、次々と箱詰めされているバラバラ死体を眺めていた。

　奥では更に凄せい惨さんな光景が繰り広げられていた。

　積み上げられた死体は、一つずつ処理用の台に載せられ、蒸気機関を用いた高速回転の鋸のこぎり刃ば等でもって切断されていく。乱暴に切り分けられたそれらは、次々とベルトコンベアの上に落ちて作業員達の所に運ばれてくるのだ。

　金属質の床には細かな肉片や骨片が飛び散り、しかし作業員の数名がそれらを集めてまた別の容器に詰めていく。床に流れた血ですらもポンプで回収されて瓶詰めされている様だった。

　無駄にする様な部位など何ど処こにも無い。

　質こそ『本物』に大きく劣るものの、それらは貴重な『聖体』――奇き蹟せき術発動の為の触媒なのだから。

　そう。死体はいずれも『血族』のものだ。

〈レネゲイド〉の『園ガーデン』襲撃の際、忽こつ然ぜんと消えた筈はずの彼等は……今、こうしてリヴィス社の地下で『資材』として加工されているのである。

　全てネロの謀略だ。

　実を言えば彼は……随分と前から『園』の存在を知っていた。

　知った上で他の四氏族の族長には知らせず――また『血族』の側には自分が〈レネゲイド〉の人間である事を知らせずに取引の関係を維持してきた。閉鎖社会たる『園』では不足しがちな幾つかの物資、薬や数種の工業製品を提供し、その代わりに『園』で不適当として『処分』された『血族』の遺体を買い取っていたのだ。

『神』のそれ程ではないにしても『血族』の肉体は『聖体』となり得る。

　利用価値は十分以上にあった。

　取引は三年以上に及び、それなりの信用を『血族』から得る事にネロは成功した。

　故にこそ『血族』の族長タエニアータはネロの言葉に騙だまされたのだ。

　ネロは自分が〈レネゲイド〉の人間である事を告白した上で――更に〈レネゲイド〉が『園』を襲撃するという情報をタエニアータに漏らした。

『――こうして御連絡を取るのが〈レネゲイド〉という組織に属する私にとって、いかに危険に身を晒さらす行為である事を御理解頂きたい。『血族』の奇蹟術力をもってすれば我々の襲撃も撃退出来ましょうが、多大な犠牲を伴うのも必至で御座いましょう。無益な犠牲は避けるべきが得策とは思われませんか――』

　勿もち論ろんネロの台詞せりふは多分に嘘うそが混じっていた。

　元より圧倒的物量で押されては『園ガーデン』の者に勝ち目は無い。世間の事情に疎い彼等は銃火器の存在すら正確には理解していないのだ。いくら奇き蹟せき術が使えてもそれは『擬ぎ神しん杖じよう無しで』という優位性が在るだけで――絶対的な差ではない。

　それはタエニアータも理解していた。

『私としては大切な商売の得意先を失いたくはない。〈レネゲイド〉の中で成り上がる為にはそれなりに金も必要なのですよ』

　ネロはそう言った。

　そして『血族』の者達はネロの勧めに従ってリヴィス社本社工場の地下に匿かくまわれる事になったのだ――その地下室には彼等をまとめて殺す為の、毒ガス注入装置が仕掛けられているとも知らずに。あるいは天然の毒ガスは知っていても、化学的に合成された毒性気体を兵器として使うという概念そのものが『血族』には無かったかもしれない。

　結果、無味無臭の殺傷兵器は『血族』達に気付かれる事無く体内に浸透し――そして奇蹟術を使う余裕も与えずにその肉体機能を破壊した。

　後は――ネロ達の前に広がる光景の通りである。

「……これで」

　ふと思い出したかの様にアフィニエが口を開く。

「準備は整ったという事ですね」

　彼女の愛らしい顔には何の表情も浮かんでいない。

　もし普段の小悪魔じみた言動の彼女を見慣れている省吾達が見れば、相当に違和感を感じる彼女の姿であったろう。

　それはネロも同じ事らしく――

「……アフィニエ」

　彼は傍らの妹を振り返る。

　手を伸ばし彼は指先で彼女の髪を弄いらった。

「どうしたね？」

「……どうしたとは？」

　アフィニエは兄を見上げながら問い返す。

　ネロはするりと手を髪から頬ほおへ――そしてアフィニエのうなじへと指先を這はわせながら薄い笑みを見せる。兄が妹にする手つきではなく、また表情でもなかった。

「何か心此こ処こに在らずといった様子だね」

「そんな事は――」

　否定の言葉を口にしようとする妹の耳元に、ネロは赤い唇を近づけて囁ささやくように言った。

「ショウゴ・カシバの事かな？」

「…………」

　アフィニエは無言。

　ただ彼女の身体が僅わずかに震えたのをネロの指先は感じていた。

「彼の事が気になるのかい？　役目ではなく本気で彼に抱かれたいと想った？」

　ネロは指先をうなじからアフィニエの胸元へと――姫ひめ巫み女この衣装の下へと忍ばせながら更に囁ささやきを加える。アフィニエは何かを堪える様に眼を閉じてから、呻うめく様に言った。

「いえ。ただ――御兄様はショウゴ様をいかがなされるお積りかと……」

「私が決める事ではないさ」

　幾つもの人体が工作機械によって物体に――肉塊に加工されていくその現場を前にしてネロは妹の身体を愛あい撫ぶしながら楽しげに言った。

「それは多分――新たな『神』が決める事だよ」



    

  
    
      



    

  
    
      
第三章　巨神新生





　蹄ひづめの音が闇やみに吸い込まれていく。

　夜の山林に満ちる静寂は雑音を絡め取る。複雑に重なり合う木々の幹や梢こずえや葉が、柔らかに堆たい積せきする腐葉土の層が、音を反響させずに受け止めていくのだ。

「…………」

　まるで自分自身が闇に絡め取られるのではないか――そんな益体も無い想像をふとして花か梨りんは自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。

　馬に跨またがり彼女は今……レオン達と共に移動している。

　厳密に言えばそれは馬ではなく馬に似たソロンの生き物なのだろう。本来ならば馬は草原を走り抜ける事に特化した生き物である。こんな腐葉土が堆積した柔らかな地面はむしろ脚を傷めかねない。

　馬は二頭。レオン達が元々所有していたそれらにレオンとアンジェリット、メリニと花梨、という組み合わせで騎乗している。巧みに手綱を操るのは、それぞれレオンとメリニだ。姫ひめ巫み女こにとっては馬術も必ひつ須す技能なのか、メリニは何の躊ちゆう躇ちよも無く馬を操っている。むしろ乗馬経験の無い花梨に『出来れば、馬の動きに合わせて腰を浮かせてください。ただ座っているだけだと、長時間の騎乗は辛つらくなりますから』と教授した上で、鞍くらの後ろ半分に花梨の太ふと股ももや尻しりを保護する為の布まで折り畳んで敷いてくれた。車と異なり、上下に揺れる馬の背は、それに合わせて衝撃を吸収する乗り方をしないと、すぐに太股や尻が痛み出すらしい。

　レオンとアンジェリット。メリニと花梨。一瞬、この組み合わせを不用心なと考えた花梨だが――人質を二人とも同じ馬に乗せて、手綱まで握らせているのだから――よく考えれば銃と擬ぎ神しん杖じようを持っている彼等は花梨達がおかしな行動に出てもすぐに制圧出来る。むしろいつ暴れ出すか分からない人質を自分の背後に乗せる方が危険だという判断だろう。

　レオン達の駆る馬は道無き山道を強引に駆け抜けていく。

　勿もち論ろんそんな場所をわざわざ選んで走っているのは、〈レネゲイド〉の眼を警戒しての事である。恐らく『代行者パニツシヤー』消滅の結果として――大幅な状況変化の結果として〈レネゲイド〉内部にも、世間同様に大小無数の変動が生じている筈はずだ。そしてそれは当然に数多くの隙すきを生む。今が省しよう吾ごに物理的接触をする好機なのは間違いが無い。

『もう少しほとぼりが冷めてから――とは思ったがね。状況が変わった。まあ確かに無茶ではあるが、これだけの短期間に二度も俺おれ達が自分達の警戒領域に侵入するとは〈レネゲイド〉も思ってないだろうしな。それがつけめだ』

　とはレオンの弁である。

　もっとも彼等が目指すのは先にレオン達が侵入した『聖せい廟びよう』そのものではない。省吾や姫ひめ巫み女こ達が住む屋敷だ。同様に警備は配されているだろうが『聖廟』程ではあるまい。

　既に省しよう吾ごそのものの絶対的価値は下落しているのだから――

「……カリン様。大丈夫ですか？」

「多分ね」

　とメリニの問いに言葉少なに応じる花梨。

　小屋を出てからどの程度の時間になるのか――よく分からない。おおよそ半日といった所だろうが、馬の背中に揺られて移動を続けていると、どうしても時間感覚そのものが曖あい昧まいになってくる。同じ様な山林の風景が続くのだから尚なお更さらの事だ。

　自然と花梨の思考は内側に向かっていた。

（…………省君）

　花梨の体感時間としては精々が一両日程度なのだが……何やら何年も彼と会っていなかった様な気がする。実際、省吾からすれば何ヶ月、いや一年以上になるのだろう。

　少年三日会わざれば刮かつ目もくしてみよ。

　諺ことわざにそう在る様に――十代後半の少年少女は肉体的にも精神的にも柔軟で、それ故にこそその成長ぶりは著しい。三日云うん々ぬんは単なる喩たとえとしても、一年の時間は間違いなく省吾を変化させている。

　それが何だか花梨には不安だった。

　省吾がメリニを抱いたらしい事はもう花梨の中では確信になっている。

　そして恐らくメリニが――自分が居ない間の省吾の支えになっていたであろう事も。

（……不公平だね）

　そんな事を思ったりもする。

　時間は人間にとって均等ではない。

　花梨は、省吾とは物心ついた頃ころからずっとの付き合いである。

　自分の省吾に対して抱く感情が恋心なのか、それとももっと別のものなのかは花梨自身にもよく分からない。だが一番省吾を理解しているのは自分だと思っていたし、優しいくせに変なところで頑固で無鉄砲な――花梨に言わせるとバランスの悪い彼を、ぎりぎりの所で支えてやれるのは自分だけだとも思っていた。

　だからこそ歳の近い従兄弟いとこという微妙な立場ながら、疎遠にもならず――普通は交友関係の変化や、単純な気恥ずかしさも手伝って、互いに避けたりするものだが――仲の良い兄妹の様に彼女は省吾と共に育ってきた。生まれたときからの付き合いというなら、それはもう十六年以上にもなる訳だ。

　だがその十六年の密度と。

　この一年余りの密度と。

　それはきっと同じではなくて――

（まあ省君と結婚するんだ、までは考えてなかったけどさ）

　いつかお互いがお互いを卒業してゆくのだという事は花梨も理解していた。

　自分が『省吾を支えてやる』という立場そのものに依存しているという事も。

　だからこれは別に哀しむべき事ではない。

　それは分かっているのだが――しかし、まさかそうした『卒業』が自分の寝ている間に、それも一方的に行われるなどという事は想像だにしなかった訳で。何だかすごく卑ひ怯きような裏技を使われた――それは省吾にもメリニにもだ――気分ではあった。

「…………」

　花梨のすぐ目の前にはメリニの背中が在る。

　勿もち論ろんそれはひどく無防備で――睨にらむのは勿論、殴る事だって出来る。刃物が在れば刺す事だって出来るだろう。

　しかし……幸か不幸か花梨は賢い少女である。

　だから感情に任せて省吾やメリニを憎んだり恨んだりする事も出来ない。それがひどく無意味で無様だという事を理解していて――だからそうした気持ちに自分を委ねる前に馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思ってしまう。

　だからもやもやした中途半端な気持ちだけが残るのだ。

（親離れされる親ってこんな感じなのかな――）

　そんな事を考えたりもする。

　そして――

（メリニと私と）

　同時に彼の元に戻った時――省吾はどちらとの再会を先まず喜ぶのだろうか。

　二人の少女が彼の前に立ったその瞬間、駆け寄ってくるであろう彼の足は、果たしてどちらを向いているのだろうか。

　人生の大半を共に過ごした従姉妹いとこと。

　激動の一年余りを過ごした恋人と。

　それは恐らく――

（――馬ばっ鹿かみたい）

　つまらない思考遊びだ。

　それを何度も繰り返す自分が情けない。

　そんな事を考えていると――

「――？」

　いきなり振動が止まった。

　見れば馬が二頭とも止まっている。

「――メリニ？」

　怪け訝げんの表情を浮かべて尋ねる花梨に、しかし答えたのはメリニではなくレオンであった。

「何か聞こえる」

「え……？」

　それは微かすかな音だった。

　否――微かだったのは最初だけだ。

　それは次第に大きくなる。音を発する源が近付いてきているのだ。

　小石混じりの土をじゃりじゃりと何かが噛かむ様な音が闇やみの向こうから漂ってくる。やがてそれに蒸気機関による駆動音が加わって、近付いてくるものの正体が分かった。

　山林の脇わきに通っている道。

　そこを蒸気式自動車が走っているのだ。

　それも……

「――これは」

　何台もの大きな蒸気式自動車は速度を緩める事も無く、花梨達の側そばを通り抜けていく。

　相手は樹木や茂みの間に紛れている花梨達には気付いていない様だった。恐らく夜間走行用の投光器ライトを点つけている事も理由の一つに違いない。光は闇を切り裂いて明るく照らすが、その一方で光に慣れた眼は、闇を透かし見る力を衰えさせる。

「……オトルチ家傘下の車ですね」

　メリニが囁ささやく様に言った。

　夥おびただしい土つち埃ぼこりを舞わせながら蒸気式自動車の列が進んでゆく。

　数は十二台。そのいずれもが、見るからに頑丈そうな鋼鉄製の貨物室を背負っている。中に何を積んでいるのかは分からないが、その妙に大きな揺れ方や、不自然な程の車体の沈み込み方からして、かなりの重量物を満載しているのだという事は花梨にも分かった。

　自動車の車体脇には何やら文字が書いてある様だが――流石さすがに花梨には読み取れない。

　だが……

「リヴィス社……」

　闇の向こうに消え去る車列を見送りながらレオンが呟つぶやいた。

「リヴィス社……？」

　聞き覚えのある名前だ。

「オトルチ家が表向きの顔として経営している会社です。主に自動車や擬ぎ神しん杖じよう関連の工業製品を造っています」

「ああ……」

　そうだ。

　省吾と、そして〈イコノクラスト〉の予備パーツを集めて造った形だけの偽物を一般民衆に御披露目した時――表向きの主催者が確かリヴィス社になっていた筈はずだ。世間的には『救世主ショウゴ・カシバはリヴィス社の支援を受けて造り上げた〈イコノクラスト〉で戦っている』という事になっているのだ。

「恐らく……今回の戦いで損耗した〈イコノクラスト〉の部品や、施設の修繕資材を運んでいるものと思います」

　とメリニ。

　だが――

「……いや。果たして、本当にそうかな？」

　呟つぶやくレオン。

「……？」

　レオンを振り返る花梨。

　しかし彼も無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながら考え事をする様に眉まゆを顰ひそめているばかりで、思わせぶりな呟きの続きを口にする様子は無かった。代わりに――

「先を急ごう」

　レオンはそう言った。

　再び馬を走らせるレオン達。

　静けさを取り戻した山林の中――再び黙々と先を急ぐ。

「…………」

　花梨の脳裏に先程のレオンの呟きが残っている。

　メリニの見立てに対する疑問。

　レオン達が全員ぐるになって花梨を騙だましているのでもない限り、メリニの姫ひめ巫み女こ解任や省吾への思慕に嘘うそは無かろう。そのメリニがこの期に及んで嘘を言う筈も無い。

　ならばメリニが気付かない何かをあの車の列からレオンは感じ取ったという事になる。

　それは一体何か？

（メリニがああ言った以上、リヴィス社が資材や部品を運んでくるのは別に不思議でも何でもない事なのよね。逆に言えば普段からそれを見慣れているが故に、メリニは、リヴィス社のあの車列を疑問に思わなかった――つまり）

　花梨の脳裏をある男の姿が過よぎる。

　ネロ・オトルチ。

　彼は――

（例えば私がネロ・オトルチだった場合）

　花梨は更に思考を巡らせる。

（資材搬入にかこつけて兵隊や武器を『聖せい廟びよう』に持ち込む事だって出来る。一気に〈レネゲイド〉内部の勢力図を塗り替える為に。勿もち論ろん、普段はそれが厳重にチェックされているけれど、今のこの時期なら）

　隙すきは在る。いみじくもレオンが言った通り。

　オトルチ家はインペラス家と並んで〈レネゲイド〉内部では発言力が弱い。

　それはネロの若さに加え、歴史的経緯、資本力、政治力、その他の要素が絡んだ結果ではあるだろうが――何にしても一朝一夕でこの序列を覆すのは難しかろう。それを理解した上で末席に甘んじているのならば別に問題は無い。

　だが――あのオトルチの若き族長はそんな甘い人間ではなかろう。

　直接的には、ほんの数分間喋しやべっただけだ。だが花梨はその数分間で何かあのネロ・オトルチという人間の中に在る得体の知れない『力』を感じ取っていた。いや――それは勿もち論ろん、超能力や腕力という意味ではない。人格的完成度や精神力といったものでもない。

　むしろ逆だ。

　歪いびつであるが故にこそ――普通の部分で働く抑止の力が効かない様な。何かが欠けているからこそいざ動き出すと歯止めが利かなくなる様な。そんな何か危うさだ。それもまた他に影響するという意味では間違いなく『力』の一種である。

（……謀反？　でも――）

　その程度の事は流石さすがに他の族長達も警戒はしているだろう。

　それこそ序列一位のコードラン家はそれを守るために、二位以下のマブロ、ルースポリテ、インペラスはあるいは、オトルチ家と同じく一位の座を奪い取る為に、常つね日ひ頃ごろからそうした内部抗争の可能性について検討している筈はずだ。その結果として三竦すくみならぬ五竦みの状態が保たれ――〈レネゲイド〉は五世紀の永きにわたって続いてきたと考えて恐らく間違いは無い。

　ネロは危険だが馬ば鹿かではない。

　だとすると彼は、その均衡を破る絶対的な切り札を手にしたと考えるべきだろう。

　この状況はあくまでその切り札を使う好機という以上の意味は無い。状況変化の影響は間違いなくオトルチ家勢力にも及ぶからだ。その意味で五家は対等である。

　となると……

（その切り札は一体……何？）

　最新式の銃火器？

　あるいは戦車や装甲車の類たぐい？

　それとも――新式擬ぎ神しん杖じよう？

　その程度のもので果たして〈レネゲイド〉が制圧出来るのか？　勿論それらも数を揃そろえれば間違いなく脅威だ。戦闘の――いや戦略の基本はいかに相手よりも物量を用意出来るかである。

　だがそれでも。

　万全を望むなら、一番望ましいのは――………………………………

「――走査終了」

　そんなアンジェリットの声に花梨は我に返る。

　振り返れば馬上で彼女は擬ぎ神しん杖じようを掲げて何かの奇き蹟せき術を行使している。

「現在、屋敷の警備は姫ひめ巫み女こ達を除けば五名。装備は小銃が四、擬神杖が一。基本的な戦術単位です。練度は不明。ただ配置からこちらの存在には未まだ気付いていないと推定出来ます」

「此こ処こから無力化出来るか？」

「勿もち論ろん」

　レオンの問いにアンジェリットはやはり無表情に頷うなずく。

　改めて彼女が操作すると擬神杖は鈍い金属音と共に稼働し、その部品の隙すき間まから僅わずかに白い光を漏らす。それらは彼女の唱える聖句に従って複雑な紋様を描きつつ滞空し――そして次の瞬間。

「――撃」

　アンジェリットの呟つぶやきと同時に紋様から五発の光球が撃ち出された。

　それらはそれぞれ独自の軌道を描き、まるで生き物の様に木々の幹や梢こずえを避けて、闇やみの奥へと消えていった。

　どさりと何かが倒れる音が闇の向こうから聞こえてきたのは次の瞬間である。

「……凄すごい」

　メリニが呻うめく様に呟く。

「そんなに凄いものなの？」

　とふと興味に駆られて尋ねる花梨。

　奇蹟術について、ある程度は彼女も理解しているが――流石さすがに素人が聞きかじった程度では初心者と上級者の具体的な違いも分からない。

「はい。同時に五発、個別の軌道を描いて撃つだけでも難しいですが――一瞬で、殆ほとんど音を立てずに五人を昏こん倒とうさせるとなると、更に威力調整や、命中精度の条件が厳密になりますから、数段、難易度が上がります」

　ただ殺すのは簡単だ。

　だが悲鳴や絶叫を上げられては困る。眠る様に昏倒、もしくは絶命させるとなると、急所を狙ねらい違たがわず一撃で突く精度が求められる。現場に余計な痕こん跡せきを残さないという事まで望むなら、流血すら許されまい。

「……なるほどね」

　呟く花梨。

「さて――行くか」

　再び馬を進めておよそ三分――花梨の視界には、僅わずかな星明かりに照らされた屋敷の外観が映っていた。花梨の中の記憶と寸分違たがわない。此こ処こに省吾達が居るのだ。

「…………」

　花梨の中で不安と興奮がゆるゆると渦を巻く。

　ふと気になってメリニの様子を窺うかがうが――彼女の後ろ姿からはあまり多くの事は窺い知れない。ただ、彼女の腰に回している花梨の腕は、僅かに彼女が震えているのが――馬の歩行による振動ではなく――分かった。

　緊張しているのだろう。

　まるで初恋の相手に再会する乙女の様に。

「…………」

　苦笑を浮かべる花梨。

　そんなメリニを『可愛かわいい』と思ってしまったからだ。本来ならば嫉しつ妬とするべき相手なのだが……此処まで真しん摯しに省吾を想ってくれているのだと思うと、むしろ従姉妹いとことしては誇らしい気持ちにもなる。

「お疲れさん。早速お邪魔するといくか」

　馬を止めて降りながらレオンが言った。

　彼はアンジェリットとメリニ、花梨が馬から降りるのを見届けると――そのままひどく気軽な態度で屋敷に向けて歩き出す。彼の前に見えているのは正面玄関である。まるでその様子は知り合いの家を訪れるかの様に気負いが無い。

「ちょっと……裏口から回るとかしないの？」

「警備の人間は鎮圧したさ」

　立ち止まって振り返りながらからかう様にレオンは言った。

「そもそも此処にいる全員、この屋敷の元住人だろ？」

「……それは」

　まあその通りではあるが。

「堂々と正面から『帰って』やろうじゃないか」

　レオンは平然と言った。

　大胆不敵とはこういう人間の事を言うのだろう。確かに警備の人間は倒した訳だが、未まだ屋敷の中には姫ひめ巫み女こ達も残っているし、いきなり踏み込めば、彼女等とてどういう対応をしてくるのか分からない。

　だが――

（ひょっとして……この人）

　ふと花梨は考える。

　彼女が見透かしたのを気付いた訳でも無かろうが――レオンは肩を竦すくめてこう漏らした。

「実の所――焦ってる」

　彼は再び屋敷に向けて歩き出しながら続ける。

「こちらの予想以上に早く動きそうだしな――色んな思惑ってやつが」

　夜気の中に囁ささやかれる彼の声は、僅わずかながらも緊張と焦燥を含んでいた。



　　　

　屋敷の廊下を歩いて玄関に向かいながらペルテアは自分のするべき事を整理していた。

　省吾には『休め』と言われたものの――ただ部屋で横になっているのもペルテアの性に合わない。それに彼女は、一通りの筋力鍛錬や柔軟運動は身体に染みついていて、頭の中は全く別の事を考えていても問題が無い。休養は取るにしても、どうせ鍛錬は毎日欠かす事が無いので、その間に考えを整理しておこうと思ったのだ。

（『聖せい廟びよう』内は未まだ末端は浮き足立っている様だけど――）

　先程、通信室で彼女は父親であるゼブロン・インペラスと連絡を取っている。

　ゼブロンから聞いた限りでは、〈レネゲイド〉関係者は、未だ全体的に落ち着いていない様だが――既に上層部、五氏族会議の面々は次の一手を打つ為に動き出しているという。オトルチ家はリヴィス社の工場を中心に諸々の資材や機材の増産体制に入っているというし、ルースポリテ家も同様に交易網を通じて物資の調達と、各地の情報収集を始めている様だ。恐らく未だ『救世主カシバ・ショウゴによって救われた』という認識が未だ人々の意識の中で熱を持っているうちに、大々的な啓けい蒙もう活動を行い、人々の省吾に対する帰依心を煽あおる積もりだろう。その為の機材であり資材であり物資である。要するにラヴィゾンの街で以前行われた『御披露目』をソロン全土で行う積もりなのだ。

　同時に、エクノドラス真教会が弱体化したその隙すき間まを埋める形で、治安維持の為の人員を派遣――未だ混乱が収まらぬソロン全土で、既成事実としての支配権を確立しようという計画も進んでいる様だ。インペラス家はその治安維持部隊の編成と再訓練に忙殺されている様だった。

『正直――まずい状況ではある』

　とゼブロンは言った。

『治安維持の名目でインペラス家の手勢を各地に分散させれば、結果的に五氏族の中では我等は今まで以上に劣勢を強いられる。手勢の一部を分散させるのはルースポリテ家も同じだが、元より交易を進める為に、『聖廟』外での活動人員を大量に抱えていたルースポリテ家と、我がインペラス家では、削られる体力の割合が全く違う』

　かといって……インペラス家の立場では断る事も出来ない。

　万が一にもいずれかの氏族が武力による謀反を計画していたとしたら、抑え込む事が可能かどうか疑わしい。インペラス家に縁ゆかりの者は大なり小なり武術の心得が在るとはいえ、それは銃火器で武装した何倍もの数の敵を制圧出来る様なものではない。

　確かにこれは危険な状況ではある。

　だが――

（ショウゴ様の扱いがどうなるか――）

　まずペルテアが気にしているのはその事だ。

　勿もち論ろんそれは彼女が省吾を何よりも優先して考えているからだが――別にインペラス家についてはどうでも良いと思っている訳ではない。インペラス家は現在、省吾を庇ひ護ごする氏族でもある。彼の扱い如何いかんによってはインペラス家の窮状も覆せる可能性は十分にあるのだ。ペルテアにとって省吾の身の安全を確保する事は、父や氏族の仲間達を守る事にも繋つながるのである。

　省吾の処遇については明日の早朝に開催される五氏族会議が大まかな決定を行う予定だという。彼が既に保護されて屋敷に帰っている事は、五氏族会議でも把握している。彼の有用性を訴える事が出来れば、『聞き分けの良い偽物を立てて本物は暗殺』などという極端な結論にはなるまい。だが――『代行者パニツシヤー』が消滅した今、救世主が省吾でなければならないという理由は無い。彼の寵ちよう愛あいを得る為に送り込んだ姫ひめ巫み女こが、いささか出遅れた感じのあるマブロ家やルースポリテ家ならば『偽物でもいい』と思い切る可能性は少なからず在った。

（ショウゴ様の利便性――か）

　右手に擬ぎ神しん杖じよう、左手には愛用の木剣やら何やらの鍛錬道具が入った袋を提げながら、ペルテアは玄関広間にまでやってきた。

　その時――

「……!?」

　木の軋きしむ音にペルテアは袋を投げ捨てた。

　殆ほとんど瞬間的に擬神杖を構え――勿論それは本来、奇き蹟せき術用の道具だが、彼女の愛用する品は殊更頑丈に造られており、棒術の長ちよう棍こんの代用品としても使える――床を蹴けった。

　セネカは厨ちゆう房ぼう、ハーチェッタとトリファスキアータは風ふ呂ろ場ばの準備、エシェンは自室で、アフィニエは未まだ戻っていない。単にアフィニエが帰ってきたと考える事も出来るが、ペルテアの武術者としての感覚は、扉の外に四人分の気配を捕ほ捉そくしていた。

　屋敷の周囲を巡回している〈レネゲイド〉の警備の者ならば五人組である筈はずだ。数が合わない。ならば――

「…………」

　ペルテアは正面からわずかにずれた位置に陣取ると、いつでも攻撃に移れる様にと呼吸を整えつつ扉を睨にらみ据える。

　彼女の視線の先で扉はゆっくりと開かれ――

「え……!?」

　ペルテアは驚きの声を漏らす。

　そこに立っていたのはアフィニエではなかった。

「メリ……ニ……？　カリン……様？」

　何者かに連れ出されて行方しれずになっていた元コードラン家の姫ひめ巫み女こと、省吾の従姉妹いとこである少女。勿もち論ろんペルテア達はそれがレオン・ササハラ・スプリングフィールドの仕業であると知ってはいたが……

「……ペルテア……！」

　メリニもペルテアの存在を視界の中に認めたらしい。

　彼女は驚きに立ち竦すくむペルテアに向けて駆け寄ってきたかと思うと――両腕を伸ばして抱きついてきた。ペルテアは虚をつかれて、ただ親友を支え、転倒しない様にするだけで精一杯で――

「メリニ……一体どうして……!?」

　台詞せりふもそれだけ告げるのが精一杯だった。

　だがメリニはメリニでやはり感極まっている様で、なかなか言葉が出てこないらしい。彼女から漏れるのは嗚お咽えつの様な声だけだ。

　確かにメリニは〈レネゲイド〉から救出されたが、それはレオン達の手によってだ。レオン達は彼女と花梨の存在を切り札として省吾に何らかの要求を突き付けてくるのは明白だったが――それでも〈レネゲイド〉に彼女等を押さえられているよりはマシだ、と省吾は二人の救出をレオンに依頼したのである。

　つまり……平和的手段なのか、暴力的手段なのかはさておき、いつかはレオンの元から二人を救い出さねばならないのだと、省吾達は覚悟していたのだ。

　なのにそのメリニと花梨が此こ処こにいる。

　という事は――

「――カリン様」

　メリニの背中を落ち着く様にと軽く叩たたいてやりながら、ペルテアは花梨の方へと視線を向ける。省吾と共にこの世界に召喚された彼の従姉妹は、苦笑を浮かべてペルテア達を眺めていた。

「これは……いえ」

　未まだ多少の混乱はしていたものの――花梨の姿は、ペルテアに幾分かの冷静さを取り戻させてくれた。メリニを諭して彼女から身を離し、ペルテアはその場に片膝ひざをついて礼賛の型を示した。

「ご無事で何よりでございます」

「……ありがとう」

　花梨は小さく肩を竦すくめて言った。

「それから、ただいま」

「おかえりなさいませ」

　そう言ってペルテアの浮かべた笑みは礼儀のそれではなかった。

　本当に嬉うれしかったのだ。ペルテアとしては、元々花梨に対して個人的な好感を覚えてはいたし――何より省吾の肩の荷が一つ下りたという意味でもそれは歓迎すべき事だった。

　そして……

「――何事？」

　恐らくは声か物音を聞きつけたのだろう。

　怪け訝げんの表情を浮かべてセネカとハーチェッタが奥から姿を現す。やはり彼女等も予想外のメリニと花梨の帰還に面食らい、そして喜悦や安あん堵どの表情を浮かべる。あの千年一日の如ごとく無表情なセネカですらも、その鉄面皮が若干緩んでいる。

　しかし……

「ペルテア――」

　メリニが言う。

「ショウゴ様は今――どちらに？　御自分のお部屋？」

「あ……ええ」

　と頷うなずくペルテア。

　若干、戸惑ったのは後ろめたさの故だ。

　ペルテアはメリニの居ない間に省吾の部屋で彼に抱かれている。省吾をメリニから奪おうなどと言う気持ちは無かったが、それでも他の者から見ればメリニの居ない事を利用して彼の寵ちよう愛あいをメリニから自分の方に向けた様に思えるだろう。

　まして……ペルテアは、そしてメリニも、姫ひめ巫み女この責務の一つとして彼に抱かれた訳ではない。それならば気まずさを感じる事も無かっただろう。だがあくまで彼女等は共に省吾を愛いとおしいと思うからこそ肌を重ねた。それは単に男と女の関係で……義務だとか必要性だとか、そんな言い訳が介入する余地など無い。

　覚悟はしていた筈はずだ。

　だがいざメリニを前にすると動揺せざるを得ないペルテアであった。

　その時――

「感動の再会に割り込むのは気が引けるが――状況が切迫していてな」

　そんな声が開け放されたままの玄関から響く。

　反射的にそちらを見た姫巫女達は――緊張の表情で僅わずかに身構えた。

「貴方は……」

「済まないが我等の救世主殿を呼んできて貰もらえるか？」

　玄関口に立っている人物は二人。

　腰に手を当てて悠然と姫ひめ巫み女こ達を眺めているその青年は、言うまでもなく二代目救世主、レオン・ササハラ・スプリングフィールドである。そして擬ぎ神しん杖じようを手にレオンから一歩下がった位置に寄り添うのは、セネカの実姉、アンジェリット・ルースポリテだ。

　勿もち論ろん、ペルテア達はレオンの顔を知っている。

〈レネゲイド〉にとっては憎むべき逃亡者だ――先代姫巫女とも言うべきアンジェリットの轍てつを踏まぬ様にと、ペルテア達にはレオンの逃亡に関する一部始終は、彼の容姿と共に教え込まれていた。

　だが実際に本物と面と向かい合うのは初めてである。

　メリニ達の救出交渉すら、実際に行っていたのは省吾で、脇わきで見ていたペルテア達にはレオンの姿は見えていなかった。

　何にしても姫巫女達の中で、レオンは油断ならない相手だという認識が強い。

　今現在、敵とは言えないが、手放しで仲間や味方と認めるのには躊ちゆう躇ちよを覚える――そんな相手なのである。今現在、メリニや花梨が人質にされる事無く返された事で、むしろ余計に疑心暗鬼じみた警戒心が姫巫女達の間に沸き上がっていた。

　しかし――

「――セネカ？」

　ペルテアは思わず同僚の名を呼んだ。

　いつも冷静沈着なセネカ・ルースポリテがやや表情を険しくしながら前に出たのだ。

　丸い眼鏡の奥の瞳ひとみに――強烈な何かが潜んでいる。怨えん嗟さにも似て怨嗟ではないもの。嫉しつ妬とにも似て嫉妬ではないもの。あるいはそれは、セネカ自身にもよく分からない感情ではあるのかもしれない。

　微かすかに顎あごも引きセネカはその冷たい眼差しでレオンを見据えている。

「……何か言いたげだな」

　微苦笑を浮かべてレオンは言った。

　勿論――彼はセネカの視線の意味は理解しているだろう。

　ペルテアも、ハーチェッタも、そしてメリニも。

　かつて〈レネゲイド〉始まって以来の才さい媛えんと謳うたわれたアンジェリット。〈イコノクラスト〉やその周辺施設の完成も彼女の存在無くしては、十年は遅れていただろうと言われている。そんな彼女はルースポリテ家の誇りであり――それは妹のセネカにとっても同じであった事だろう。

　だがある日を境にアンジェリットの名には『才媛』ではなく『裏切者』の文字が冠される事になった。同時にルースポリテ家は非常に苦しい立場に追い込まれた。もし〈レネゲイド〉の資金源たる交易隊キャラバンを押さえているのがルースポリテ家でなかったならば、五氏族は四氏族になっていただろう、とも言われている。

　アンジェリットは〈レネゲイド〉を裏切りレオンと共に逃亡した。

　その際に〈レネゲイド〉の施設は多大なる損害を被り――〈イコノクラスト〉計画そのものが一年近い停滞を余儀なくされた。

「レオン・ササハラ・スプリングフィールド」

　セネカは冷たい声でその名を呼んだ。

「直接お会いするのは初めてですね」

「そうだったかな」

　レオンはあくまで平然たる態度だ。

　むしろセネカが前に出てきたのを面白がっている節さえ在る。

　だが――

「貴方はアンジェリットを――」

「――セネカ」

　セネカの台詞せりふを妨げたのは……アンジェリットだった。

　この姉妹もまた――奇き蹟せき術による通信を除けば、久しぶりの再会である筈はずだ。

　仲の良い姉妹だったとペルテアは聞いている。またそうでもなければ、危険を冒して『裏切者』の姉に情報を流し続ける様な真ま似ねを、セネカもしなかっただろう。

　しかし……

「レオン様の言うとおりにして」

　アンジェリットは実の妹に淡々と命じた。

　そこには如い何かなる感慨も窺うかがう事は出来ない。ペルテア達の眼にはむしろセネカが表情豊かな様にすら映った。勿もち論ろんセネカの横顔はいつもの怜れい悧りな鉄面皮を維持しているが――僅わずかに寄せられた眉まゆや細められた眼、震える頬ほおが彼女の内に抑え込まれた激情を雄弁に物語っていた。

「…………」

　だが彼女は反論を口にする様な事は無かった。

　ただセネカはアンジェリットを睨にらみ据え――アンジェリットは路傍の石を見る様な熱の無い眼で妹を眺めている。

　やがて――

「ショウゴ・カシバを連れてきなさい」

　アンジェリットが駄目押しの様に言った。

「…………」

　拒否の言葉でも口にするかと思いきや――次の瞬間、セネカは身を翻して玄関広間から足音も高く立ち去っていた。二階に上がる様子が無いので、アンジェリットの要求を呑のんだ訳でも無い様だった。

　呆あつ気けにとられてペルテア達はその後ろ姿を見送るしかない。

　そしてそんな彼女等に――レオンは少し苛いら立だちを含んだ声で告げた。

「状況が切迫していると言わなかったか？　呼ぶのが無理なら俺おれが彼の部屋に出向くだけの話だが」

「え……あ……」

　ペルテアとハーチェッタはただただ困惑して顔を見合わせる。

「俺もしばらく寝起きしていた屋敷だしな。間取りは分かってる」

「い……いえ。それには及びません」

　咄とつ嗟さにペルテアはそう言った。

　レオンを省吾に会わせない――という選択肢は無い。

　アンジェリットがそれを許すとは思えないし、レオンの言う『切迫した状況』が真実ならば早急に何らかの手を打たねばなるまい。ここで手をこまねいているうちに、手遅れになる可能性は在った。

　だが、それでも――やはりペルテアとしてはレオンを無条件に信用する訳にもいかなかった。今は協力関係に在るとはいえ、かつて『血族』と共に〈イコノクラスト〉を強奪したのはこの男である。いや……そもそも『血族』にそれを唆そそのかしたのもレオンである可能性が高い。その結果としてインペラス家の関係者には多数の死傷者が出た。

　ペルテアにしてみればこの男は仲間の仇かたきなのだ。

　それに――

（この男は目的の為には手段を選ばない……）

　節操が無いと言い換えても良いだろう。

　殆ほとんど直感だが間違いあるまい。必要とあればにこやかに笑って右手で握手しながら、左手で短剣を抜く程度の事は当たり前の様にする類タイプだ。自分の目的の為にそれが必要なら、この男は平然と屍し山ざん血けつ河かを築いて顧みないだろう。

　それは――ある種の指導者や支配者にはむしろ必要とされる資質だ。

　だが実際に相対する人間にとってこの男が危険である事に変わりは無い。メリニと花梨をあっさりと返した事も――単に、直接省吾を制圧する方針に転換したので人質が必要なくなっただけなのかもしれない。

　何にしても……部屋で、恐らくは無防備な状態で休んでいるであろう省吾の所に彼を案内するなどもってのほかだ。せめて省吾に武器を持たせ、ペルテア達も態勢を整えた状態で相対するのが最善だろう。

「ショウゴ様を一階へとお呼び致します。レオン――様、少々お待ちください」

「……何度も言わせ……いや」

　レオンは溜ため息いきを一つついて――それから言った。

「急いでくれ。それだけだ」

「……しばしお待ちを」

　言い残してペルテアは階段の方に身を翻す。

　二階へと駆け上がろうとした彼女を――しかしメリニが呼び止めた。

「待って、ペルテア。私も一緒に行かせて」

「私も行く」

　言って花梨がメリニの横に並ぶ。

　本来ならば大事な人質が自分達の側そばを離れるのはまずい筈はずなのだが――レオンは何も言わない。アンジェリットも動く様子が無い。それだけレオンの言う『状況』は抜き差しならぬ状態にまでなっているという事なのかもしれなかった。

「分かったわ。ついてきて――カリン様もどうぞ」

　ハーチェッタにその場を任せ、ペルテアはメリニと花梨を伴って省吾の部屋に向かった。



　　　

　自室の扉を開く。

　灯あかりの絶えた室内は窓辺から差し込む月光でぼんやりと白く染まっていた。

　机。椅い子す。寝台。衣い装しよう箪だん笥す。書棚。燭しよく台だい。見慣れた調度品の数々が、見慣れた位置に並んで、見慣れた情景を描き出す。

　だからこそ異物がそこに在ればすぐに気付く。

　たとえ調度品の陰に潜む様にして立っていたとしても――床に落ちる淡い影の形が侵入者の存在を省吾にはっきりと教えていた。

「…………」

　反射的に身構える省吾。

　そんな彼に――

「お帰りなさいませ。ショウゴ様」

　抑揚を殊更に押し殺した声が淡々と言った。

　待ち構えていたかの様に、窓辺から滲しみ入る月光がその明るさを増す。月に掛かっていた雲が風で通り過ぎたのだろうが――まるで省吾は『眼を逸そらすな』と注視を強要されているかの様にも錯覚した。

　浮かび上がる姿は見慣れた人物のものだった。

「……エシェン……」

　省吾は警戒を解かずにその名を呼んだ。

　だが……目の前に立つこの少女は本当にエシェンか？

　彼女はメリニの代わりにとコードラン家から送り込まれてきた姫ひめ巫み女こである。その役目に相応ふさわしい知識や教養を身に着けているのは勿もち論ろん、実務能力も高い。容姿も間違いなく並外れている。少なくとも姫巫女に要求される条件は、一つとして漏らさず極めて高い水準で備えている少女だった。

　そしてそれ故にこそ――相応に矜恃プライドも高い。

　エシェンという人物を一言で示せと言われれば省吾の脳裏にはまず『高慢』という単語が過よぎる。常に誰だれかを見下していないと気が済まない様な――それは大抵が同じ姫巫女やトリファスキアータに向いていた訳だが――そんな何ど処こか傲ごう岸がん不ふ遜そんさがその言動に透けて見えるのだ。自分がどれだけ優れているかを自覚している彼女は、常にそれを他者との比較として誇示しなければ気が済まないのだろう。

　だが……

「……エシェン……？」

　今のエシェンには彼女を彼女たらしめていた人格的な特徴が――ごっそりと欠落している様に見えた。

　良くも悪くも……漲みなぎる自尊心が彼女を極めて精力的に見せていた訳だが、今の彼女にはそれが微み塵じんも窺うかがえず、むしろ幽霊じみた空疎な雰囲気すら漂わせている。俯うつむき加減に立っている為にその表情は見えないが――その立ち姿はいつも傲ごう然ぜんと胸を張っていた彼女とはまるで別人だ。

（……まるで抜け殻だ）

　省吾はそんな感想を抱く。

「…………」

　エシェンの身体が揺れた。

　一瞬――その場に倒れるのではないかと危き惧ぐした省吾だが、彼女はふらふらと何かに酔っているかの様に定まらぬ足取りで近付いてくる。

「エシェン？」

　やや語調を強めて彼女の名を呼ぶ省吾。

　だが返事は――無い。

　どう対応すべきか、一瞬ながら省吾は迷った。

　何か不吉なものを今のエシェンからはひしひしと感じる。

　だがその一方で彼女を此こ処こまで追い込んだのは自分だという自覚も省吾には在るのだ。道徳的な是非はさておき、省吾が彼女を抱き、彼女を名実共に姫ひめ巫み女こ筆頭として認めていたならば――彼女は自分の大き過ぎる自尊心に押し潰つぶされる事も無かっただろう。

　元より自分一人で自分を認められる人間は高慢になったりしない。

　誰だれかとの比較や誰かからの評価が無ければ自分を肯定できない人間は居る。高すぎる自尊心はむしろ不安の顕あらわれである事が多い。恐らくエシェンはその高い実力とは裏腹にいつも自分に足りない何かに怯おびえていたのだろう。多分、省吾ならばその足りない部分を補ってやる事は出来た。

　それが正しい事だとは思わない。

　しかし……

（俺おれが――追い詰めた）

　その意識が省吾に躊ちゆう躇ちよを生んだ。

　僅わずか一秒余りの逡しゆん巡じゆんが――エシェンに距離を詰める事を許した。

「エシェン……そこで止まれ」

　本能的な危機感に促されて省吾はそう命じる。

　だがエシェンは止まらない。

「止まれ！」

　殆ほとんど悲鳴じみた声で命じる省吾。

　そして――

「…………」

　手を伸ばせば届きそうな距離――そこでようやく彼女は止まった。

　微妙な距離だ。向かい合うにも背中を向けるにも不安を伴う様な。

「…………ショウゴ様」

　エシェンは呟つぶやく様に声を発した。

　その顔は俯うつむき加減で――相変わらず表情は影に塗り潰されて見えない。

　ただ口元だけが機械的に動いてぼそぼそと言葉を漏らしている。

「私には……もう何も残っておりません」

「…………」

「ショウゴ様のご寵ちよう愛あいを勝ち取れず――」

　省吾の返事を待たず――あるいは最初から彼との会話などエシェンは期待していなかったのかもしれないが――彼女は訥とつ々とつとした口調で一方的に続けた。

「父上様からは見限られ、呪じゅ詛その中で朽ち果てる事さえ叶かなわず、コードラン家の為にいかなる成果も残せぬまま、生き恥を晒さらしております……」

「…………」

　省吾には返す言葉も無い。

「『代行者パニツシヤー』は既に無く――〈イコノクラスト〉も無用の長物となった今、姫ひめ巫み女ことして働く事の意味もまた喪うしなわれました」

「…………」

　思った通りではあった。

　省吾の寵ちよう愛あい云うん々ぬんなどと言いつつも、エシェンは省吾の事などまるで見ていない。あるいは〈レネゲイド〉の族長達と同じかそれ以上に――彼女は省吾を〈イコノクラスト〉の部品程度にしか見ていなかったという事だ。もっと言えば自分が成果を上げる対象としてしか見ていなかったという事だ。

　つまり――

「私は考えました……」

　エシェンは小さく身じろぎする。

「この期に及んでも未まだ私が父上様の為に出来る事が在るとすれば――何かと」

　力なく言葉をこぼすだけだった彼女の唇が、不意に強こわ張ばる。

　その両端が音も無く吊つり上がり、裂け目の様な笑みを形作ったのは次の瞬間であった。

「ショウゴ様――」

　ここでようやくエシェンは顔を上げた。

　まるで病人の如ごとくやつれた顔の真ん中で――そこだけは以前にも増して炯けいと力を込めて光る瞳ひとみが省吾を映す。だがその力は狂気を源とするものだ。激しい視野狭きよう窄さくを起こした者特有の、目の前を見据えつつも何ど処こか無限の彼方かなたに焦点を合わせている様な、異様な双そう眸ぼうが省吾をその場に釘くぎ付づけにした。

　硬直したのはわずかに一瞬。

　だがその一瞬にエシェンの手は行為を終えている。

「……！」

　ごくごく自然な動きで――それ故の避け得ぬ速さで持ち上げられた拳けん銃じゆうの銃口が、省吾の顔の真ん中を照準していた。

「死んでください。ショウゴ様。本物の英雄になってしまった貴方は、むしろ〈レネゲイド〉にとっては邪魔です――」

　戦せん慄りつが背中を這はい上がる。

　拳銃を突き付けられるのは初めてではない。だがだからといって慣れる様なものではない。断じてない。わずか数ミリの指の動きが、省吾の人生を次の瞬間には脳のう漿しようごと床にぶちまけているかもしれないのだ。それを思うと頭がまっ白になりそうな恐怖を覚える。

　しかし……同時に。

「エシェン……」

　省吾は自分を殺そうとしている少女に対して憐れん憫びんの情すら覚えていた。

　此こ処こまで追い詰められているのに未まだ彼女は〈レネゲイド〉への――養父への貢献についてしか考えていない。典型的な視野狭きよう窄さくだ。ほんの僅わずかに眼を逸そらす事が出来れば、あちらこちらに逃げ出せる穴が空いているというのに、彼女は目の前を閉ざす鉄格子しか見ていない。それを開ける為の鍵かぎをどうやって手に入れるかだけを考えている。

　心の囚人。

　これが哀れでなくて何なのか。

　しかもその結果として選んだものが『省吾の殺害』であるならば――益ます々ます彼女には救いが無い。確かに〈レネゲイド〉は傀かい儡らいとしての英雄を欲しているだけなのだから、五氏族会議が最終的に彼を排除する決定を下す事は在るかもしれない。しかし先走って省吾を殺してしまえばエシェンが評価される事は先まず無かろう。むしろ独断専行を咎とがめられるだけの事だ。結果として正しいか間違っているかは問題ではない。上の命令を待たずに勝手に行動する末端を許していては組織が成り立たない。

　そんな当たり前の道理すら今のエシェンには分からないのだろう。

「…………」

　瞬まばたき一つしないエシェンの双そう眸ぼうを省吾は静かに見つめ返す。

　ここで迂う闊かつな言葉や行動を示せば、むしろその瞬間にエシェンは引き金を引くだろう。だがこのままの状態を維持していても埒らちが明かない。焦じれたエシェンがやはり引き金を引く事も考えられる。



    

  
    
      



    

  
    
      　文字通りに手詰まりだ。

「…………」

　長い長い沈黙が二人の間に横たわる。

　極度の緊張のせいか――省吾には耳鳴りすら聞こえていた。

　だからだろうか。

「――!?」

　まるで彼女は足音も声も無く唐突にそこに現れたかの様だった。

「メ――」

　省吾には全てがまるでスローモーションの様に見えていた。

　エシェンと省吾の間に割り込もうと飛び込んでくる人影が一つ。

　反射的に侵入者へと逸それる銃口とエシェンの視線。

　緩やかに舞う鮮やかな金髪。

　そして――



　銃声。



　一瞬の閃せん光こうが薄暗さに慣れた省吾の眼を眩くらませる。

　白く塗り潰つぶされた視界の中で彼は――感じた。

　頬ほおに触れる暖かな雫しずくの感触。

　鉄てつ錆さびを想わせる濃密な匂においはその後からやってきた。

「…………！」

　どうして彼女が此こ処こに？

　そんな疑問も一瞬で吹き飛んで。

　そして――



　　　

　レオンは玄関広間の脇わきに在る応接室でアンジェリットと共に省吾を待っていた。

　応接室の扉の所にはハーチェッタが、その背の高さに似合わぬ、少しおどおどした様子で立っている。ずっと〈レネゲイド〉の『裏切者』あるいは『敵』と教えられてきたレオンとアンジェリットが目の前に居る事に圧迫感を感じているのだろう。

　レオンとアンジェリットは無言。

　ハーチェッタも無言。

　先のセネカとアンジェリットのやり取りもあって、硬く強こわ張ばった空気が応接室には満ちている。落ち着き無くハーチェッタが自分の衣装の一部を握ったり離したりしている、その衣きぬ擦ずれの音さえもがレオン達の耳には届く程だった。

　それ故に――

「――!?」

　その音ははっきりとレオン達の所にも届いた。

　乾いた炸さく裂れつ音おん――銃声である。

「ちっ――」

　短く舌打ちしつつレオンは立ち上がる。

「あのっ――困り」

　慌てて彼を制止しようとするハーチェッタだが――レオンが近付いたその瞬間、彼女の長身はまるで何かの踊りの様に大きく回転して床の上に転がっていた。レオンが体捌さばきで近付いてくる彼女を跳ね飛ばしたのだ。

「あっ――」

　ハーチェッタが咄とつ嗟さに身を起こしたその時には、もうレオンの姿も、そしてアンジェリットの姿も応接室には無い。

「イア・フォ・ニドエイシュ・エス・ティスケ――」

　聖句を詠唱。

　レオンの全身が燐りん光こうを帯び――そして奇き蹟せき術が起動する。

　元より『神』と同系の遺伝子情報を持つ彼は広義の『血族』であり、擬ぎ神しん杖じよう無しでも奇蹟術を使う事が出来る。今彼が起動させたのは、防御力場の術式である。力場平面を展開するだけの単純なものだが、拳けん銃じゆうの弾丸程度は制止出来る為、盾として使う事が出来る。

　三段跳びに階段を駆け上がりながらレオンはもう一度舌打ちをした。

「だから言わんこっちゃない……！」



　　　

　それは記念すべき会議となる筈はずであった。

　この五百年余り――背信者達の末す裔えたる秘密結社〈レネゲイド〉が抱き続けてきた悲願は遂に成就した。『代行者パニツシヤー』の殲せん滅めつ。『神』の呪じゅ詛そからの解放。真なる人間の支配する世界。エクノドラス真教会の残党や『血族』の存在は未だ懸案事項ではあるものの、既にそれらは〈レネゲイド〉にとって然さしたる問題ではなかった。

　当然だろう。

　あの『代行者パニツシヤー』を全て倒し尽くした〈イコノクラスト〉に――それを擁する〈レネゲイド〉に誰だれが楯たて突つこうというのか。よしんばそんな無謀な試みに出る愚か者が居たとしても〈イコノクラスト〉の力を以もつてすれば簡単に排除できる。

　今や世界最強の力を――絶対者としての力を握っているのは〈レネゲイド〉だ。

　後はその覇権を盤石のものとすべく細かな障害を取り除いてゆくだけの事である。

　しかし……

「現状報告を」

　五氏族会議の開催を宣言した直後――猛もう禽きん類るいめいたその眼差しで一同を見回し、議長たるバルド・コードランはそう要請した。

　パルマス・ルースポリテ。

　タイロイド・マブロ。

　ゼブロン・インペラス。

　ネロ・オトルチ。

　五氏族の族長達は静かに頷うなずいた。

　彼等の表情に喜悦の色は無い。既に悲願成就の喜びを噛かみ締める時期は過ぎている。むしろこの時点で未まだ浮かれている様ではその者は早々に〈レネゲイド〉内部の権力闘争から脱落する事になるだろう。

　誰もが考えている筈はずだ。

　むしろ……ここから最も油断ならぬ戦いが始まるのだと。

「まずは私から」

　パルマスが咳せき払ばらいをして言った。

　ルースポリテ家は交易路を押さえ、数多くの隊商をソロン全土に送り込んでいる関係から、最も資金調達と情報収集に長たけている。ソロンの包括的な状況を知るには彼の報告が先まず必要だった。

「『呪じゅ詛そ』蔓まん延えんの初期と思われる段階において、恐慌状態に陥った者共が各地で暴動を起こしていましたが――極めて短い時間の事でもあり、その規模は微々たるものでしかありませんな。未だ混乱そのものは続いておりますが、各都市は数日も掛からぬうちに機能を取り戻しましょう。その後、特筆すべき災害等は確認されておりません」

　パルマスは一同の反応を確かめる様に円卓を見回してから――付け加える。

「あの『呪詛』網を逆流した『記憶』とそれに付随する各種情報が、混乱の終息に一役買って居る様ですな」

　それは何よりも確実な布教方法プロパガンダであったろう。

　世界中の人間の意識の中に、全くの同じ瞬間、全く同じ内容が直じ接かに送り込まれたのである。情報の受け取り方は勿もち論ろん、個々人によって違うが、伝聞の際に生じる情報劣化は一切無い。誰だれもが等しく『代行者パニツシヤー』が既に完全消滅し、『神』の呪じゅ詛そが消えた事を――そしてそれを成し遂げたのが〈イコノクラスト〉を駆る救世主ショウゴ・カシバである事を知らされている。

　少なくとも情報の錯さく綜そうによる混乱は殆ほとんどこのソロンには生じていない。

　それでも尚なお、これらの事実を疑う者も皆無ではなかったが……それぞれ観測される幾つもの事実が総合的に『代行者』の消滅を裏付ける。その結果として人々の救世主ショウゴ・カシバに対する崇敬と熱狂は加速度的に膨れあがっている――との事だった。

「正直……救世主殿自らが『布教』までしてくれるとは想ってもみませんでしたな」

　とパルマスが言う。

　確かに――『代行者』完全殲せん滅めつの暁には、〈レネゲイド〉はラヴィゾンの街で行った様な『御披露目』をソロン全土で行う計画を立てていた。だがそれらは全て必要なくなったという事である。今や老若男女ありとあらゆる人間が、自分達は誰に救われたのかという事を知っている。

　随分と経費の削減になりますな――とパルマスは苦笑混じりに締め括くくった。

　続いて立ち上がったのはマブロ家の長たるタイロイドである。

　彼の属するマブロ家に任されたのは〈イコノクラスト〉関連の検査及び修理だ。

　既に『代行者』が居ない今――その存在は決して必ひつ須すのものではない。だが〈イコノクラスト〉が〈レネゲイド〉の持つ最大戦力である事に違いは無く、またショウゴ・カシバと並んで、世界支配を定着させる為には必要な『看板』である。

　しかし……

「機体自体は無事に回収しました事を先まず報告させていただきましょう。未まだ細部まで検査は終わっておりませんが、外装にも内部機構にも重大な損壊は見つかっておりません。むしろ普段の出撃よりも被害が少ない位でしょう」

　そこまで言って――しかしタイロイドは眉み間けんに皺しわを寄せて黙り込む。

「マブロ卿きよう？　どうなされた？」

　怪け訝げんそうにパルマスが続きを促す。

「ただ……」

　タイロイドは溜ため息いきを一つついてから続けた。

「各部に内蔵されていた『聖遺物』が……」

「『聖遺物』が、いかがされましたか？」

　言い澱よどんだタイロイドを更に促したのはネロである。

　彼は――何か面白がる様な口調で言った。

「マブロ卿。何かまずい事でも？」

「…………それが」

　タイロイドは呻うめく様に言った。

「消滅しております」

「消……滅？」

　見知らぬ異国の言語を繰り返す様にパルマスが呟つぶやく。

　意味がまるで分からない――といった表情である。

「つまり我々は『聖遺物』を根ね刮こそぎ失った事になります」

「……なんだと!?」

　思わず立ち上がるパルマス。

　だが他の三人は既に予想していた事なのか、あるいは未まだタイロイドの言葉の意味を理解し切れていないのか――無言のままである。タイロイドはパルマスに眼で座る様にと促してから更に続けた。

「驚かれるのも無理無からぬ事。しかし我等とて驚いているのですよ」

「一体どういう顛てん末まつで……？」

　と問うのはネロである。

　だがタイロイドは首を振った。

「分かりません。ただ『聖遺物』を納めていたケースには亀き裂れつも穴も無く、ただ最初から空っぽであったかの様に――」

『神』の遺体である『聖遺物』はこのソロンでは最も価値の在る物質である。故にこそそれを保管するケースは鋼鉄と強化硝子ガラスで幾重にも保護されており、虫一匹どころか水の一滴すら出入りする事の出来ない代物だ。

　そのケースの中から『聖遺物』が消えた。

　そしてケースが破壊された痕こん跡せきも無い。

　となると――

「誤認の可能性は？」

　バルドが問う。

　これは例えば砂状に、あるいは液状、気体状に変質した結果として、確認用の小窓から見えなくなっているだけではないか、という意味である。

　しかしタイロイドはもう一度首を振った。

「念の為にと活性化を試みましたが、何の反応も在りませんでした」

『聖遺物』や『聖体』は真空被爆すると『聖光』を放出する。活性化処置とはつまりケースの中の空気を抜いて『聖遺物』に『聖光』を発せさせる事を言う。

　だがそれでも何の反応も無い。

　それはつまり、たとえ『聖遺物』が気体状になってケースの中に残っていたとしても、期待される効果を一切示さなくなった事を意味する。それは確かに『消滅』であろう。

「という事は……」

　バルドが低い声で締め括くくる様に言った。

「〈イコノクラスト〉は最も早はや使い物にはならない、と？」

「…………」

　それは誰だれもがすぐに思い至り、しかし口にするのを躊躇ためらっていた結論である。

　今の〈イコノクラスト〉はつまり抜け殻だ。〈イコノクラスト〉の力は『聖遺物』あってこそのものだ。非常用動力と予備機構で辛かろうじて歩く程度の事は出来るかもしれないが……既にその『神成る力』は失われ、戦闘はおろか、走る事さえ出来なくなったという事である。

「そう結論せざるを……得ません」

　タイロイドが慚ざん愧きの念を滲にじませながら肯定した。

　マブロ家の長にして奇き蹟せき術研究者の第一人者でもあるタイロイド・マブロ――彼にしてみれば、唯一無二の最強兵器である以上に最高の研究材料でもあった〈イコノクラスト〉が失われた事にもなる。

　そしてまたそれは〈レネゲイド〉内部におけるマブロ家の地位の下落をも意味する。

　民衆を支配する為に必要な力は必ずしも単純な暴力や兵力ではない。今後、〈レネゲイド〉がソロンを支配していく過程において、最も重要視されるのは情報操作力と経済操作力だろう。元より稀き少しよう物質である『聖体』が無ければ成立しない技術体系である奇蹟術は、決して世界の趨すう勢せいを決められる様な『数』を揃そろえる事が出来ない。いくら大きな力を集められるとはいえ、それを制御する人間や資材に上限が在るのならば、決して主流にはなり得ないのだ。

　むしろその意味では、工業力を押さえているオトルチ家が、今後マブロ家を押し退のけて上位に立つという可能性も在る。

「ざ――残念なのは確かですが」

　パルマスが言う。

「既に『代行者パニツシヤー』は居ないとなれば、〈イコノクラスト〉は絶対必要なものという訳では在りません。外観なぞいくらでも取り繕う事が出来る以上、民衆心理を操作するのにも然さしたる問題は無いかと――」

「事実ラヴィゾンの街では〈イコノクラスト２〉を――」

　ネロが何ど処こか皮肉げな口調で言った。

「予備部品を集めただけの、中身の無い張りぼてを使って御披露目をした訳ですしね」

「それは――」

　無念そうにタイロイドは唇を噛かむ。

「――その通りだ」

「この件についての詳細はまた後日、日を改めて討議すべきだろう。詳細な調査資料が無い事には我等としても判断がつきかねる」

　とバルド。

「はい……」

「さて次に――」

　項うな垂だれるタイロイドから視線を滑らせてバルドはゼブロンを見据えた。

「インペラス卿きよう。貴殿からは先まずショウゴ・カシバの状態について報告を受けたい」

「…………」

　無言でゼブロンが立ち上がる。

　背こそ低いが分厚い胸板と広い肩幅のせいか、ただそれだけの動作で見る者を圧する様な迫力がある。しかしそれに反して全く物音もせず肩が揺れる事も無いのは、やはり彼が並外れた武術家であるからか。

「当家の姫ひめ巫み女こから暫定的な報告は受けている。身体、精神、共に目立った問題は無いとの事だ。流石さすがに疲労が激しいという事で今は屋敷にて休養中と聞いている」

「彼の処遇についても一考せねばなりませんな」

　パルマスが二重顎あごを指先でさすりながら言った。

「彼は元より少々反抗的な所が在りましたからな。既に〈イコノクラスト〉の御者が彼である必要も無く〈イコノクラスト〉そのものも抜け殻となれば――」

「替え玉でも構わぬ――か」

　バルドが後を引き取る様に言った。

　そう。外見など奇き蹟せき術で誤ご魔ま化かせる。長時間となると難しいが一般民衆が彼とそんなに長く向かい合う機会は在るまい。精々、民衆を扇動する為の短い時間――演説の類たぐいを行う時間だけ偽物だとばれねばそれで良いのだ。

　場合によっては整形手術を『代理』に施しても良かろう。奇蹟術を併用した整形手術ならば、瓜うり二ふたつとまではいかずとも、遠目には見分けの付かない影武者を仕立て上げる事も可能な筈はずだ。

「だがそれは次善の策である事に違いはあるまい」

　ゼブロンが言った。

「ショウゴ・カシバが我等に対して協力的であれば何ら問題は無い」

「それはその通りでしょうな。特にインペラス卿の立場からすれば」

　と――パルマスは口調に僅わずかな嘲あざけりを含ませて言った。

　パルマスはゼブロンの発言の裏に在る思惑を見透かした積もりでいるのだろう。

　インペラス家が現在、他の四家に対して優位な部分が在るとすれば、それはショウゴ・カシバの身柄を庇ひ護ご者の立場で押さえている事である。言ってしまえばインペラス家にとってショウゴ・カシバは切り札の様なものだ。その切り札が『別に本物である必要は無い』と言われてはインペラス家の優位性は失われてしまう。

　ゼブロンはそれを恐れてショウゴ・カシバを庇かばう様な発言をしているのだ、とパルマスは考えているのである。

「しかし既に――」

「そうそう」

　パルマスの台詞せりふを遮る様にして口を開いたのは――ネロである。

　彼は促されるまでもなく立ち上がると、円卓を離れ、手を後ろに組んで壁際に向かって歩いていった。会話に割って入られた事もあり、パルマスが不愉快そうな表情でネロを睨にらみ据えるが……壁にもたれかかったオトルチ家の若き当主は、ただただ楽しげな口調で一同に向かって言った。

「ちょうど『救世主殿』の話が出た所ですし――それについて私からも一つお話が」

　少々お時間を頂いても宜よろしいですか？　――と、涼しげな笑みを浮かべる銀髪の青年は言って、確認する様に議長席のバルドに目を向ける。コードラン家の長は無言のまま頷うなずいて見せた。

「では――」

　まるで舞台の上で聴衆に向かい合う演奏家の如ごとく、円卓の一同に向けて何ど処こか芝居がかった仕草で一礼するネロ。

「既に我等を脅かす『代行者パニツシヤー』は無く、我等を呪のろった『神』も亡く……今こそ本当の意味での人の時代が始まる」

「…………」

　何を今更――といった表情を浮かべつつも、ネロの意図が読めずに顔を見合わせるタイロイドとパルマス。彼等に艶えん然ぜんと微笑ほほえんで見せながらネロは続けた。

「そしてまた」

　きゅっと唇の端を吊つり上げて笑うネロ。

「〈イコノクラスト〉も既に亡い。これは正直に申し上げて嬉うれしい誤算でした」

「……何を言っているのだ、オトルチ卿きよう」

　タイロイドが口調を尖とがらせて言う。

　だがネロは平然と微笑みながら大きく首を振った。

「おわかりになりませんか？」

「だから何を――」

「ショウゴ・カシバの扱い？　民衆の心理操作？　皆様、実に悠長でいらっしゃる」

「…………」

「この好機に、未まだ仲良く手を取り合って分け前の相談ですか？」

「ネロ・オトルチ。貴様――まさか」

　ゼブロンが呻うめく様に言いながら立ち上がる。

　勿もち論ろん、この議事室に武装して入るのは禁じられている。だがゼブロンならば素手でもネロの細首の一つや二つは一瞬でへし折れるだろう。

　しかし――

「オトルチ卿きよう。そもそも支配権の分割については、各氏族のこれまでの貢献度等をこの五氏族会議において深く吟味し、綿密かつ公平な話し合いを重ね――」

　だがこの期に及んでもパルマスは未まだネロの言動の意味を理解していないらしい。

　あるいはずっと自分よりも格下と蔑さげすんできたネロに、自分がまんまと謀られたらしいという事実を認めたくなかったのかもしれない。

「ははははは。貴方は本当に愚かですねぇ――パルマス・ルースポリテ」

「……な……なに!?」

「ですが貴方達の無能さに付き合うのも今日限りです」

　ネロは笑みを深めてそう宣言する。

　彼の脇わきで――議事室の扉が開いたのは次の瞬間であった。



　　　

　無我夢中だった。

『お先にどうぞ。ショウゴ様――驚くわ』

　気を利かせてそう言ってくれたペルテアに礼を言い――メリニは先頭に立って省吾の部屋に向かった。扉が開け放されたままだった事に僅わずかな違和感を覚えはしたが、省吾と再会できる事の喜びがそれを押し潰つぶし、メリニはそのまま省吾の部屋に飛び込んだ。

　そこで見たものは全く予想外の光景だった。

　月明かりに染まる部屋の中。

　対たい峙じし佇たたずむ二つの影。

　省吾と――

（――エシェン!?）

　何故!?

　同じコードラン家に属する者としてエシェンの事は知っている。彼女が自分の代わりに姫ひめ巫み女ことして送り込まれたらしい事もレオン達から聞き及んでいた。エシェンが此こ処こに居る事そのものについては別に疑問を抱く様な事ではない。

　しかし――彼女が省吾の頭部に拳けん銃じゆうを向けたその姿にはメリニも混乱した。

　何があったのか。

　バルドが何らかの理由で省吾の暗殺を命じたのか。

　それとも――

「…………！」

　焦燥感で空転する思考とは別に、彼女の身体は反射的に動いていた。

　本当に――無我夢中だった。

　擬ぎ神しん杖じようは無い。刃物も銃器も無い。

　メリニはただ省吾と銃口の間に割って入る事だけを考えていた。

　走るメリニに反応してエシェンの拳銃が旋回する。走りながらメリニは、銃口が省吾の額から逸それた、ただその事に安あん堵どした。その逸れた銃口が自分の方を向いているのだという事を、改めて意識する様な余裕は無かった。

　故に――

「…………あ」

　銃声が響いたその瞬間。

　メリニは自分の身体を貫く熱の存在で初めて――自分が撃たれるという可能性について思い至ったのだった。

　鮮血が花弁の様に舞って散る。

　引き延ばされた一瞬の中で、緩やかに回転する世界。

　まるで深しん淵えんに沈み込んでいくかの様にメリニの視界は急速に暗さを増した。



　　　

　狂気に冒されているとは思えない早業だった。

「…………」

　エシェンもまた姫ひめ巫み女この一人だ――それなりに戦闘訓練を受けている。銃器の扱いにしても素人ではない。メリニを撃ったその銃口は、一瞬たりとも停滞する事無く、跳ね返る様にして戻った。

　ぴたりと銃口が省吾の額に据えられる。先と同じく後は指先をわずかに動かすだけで文字通りに必殺の銃弾が発射される。逸らすのもかわすのも極めて難しい至近距離だ。

　故に――

「――！」

　咄とつ嗟さに飛び込もうとしていたペルテアは、そこで凍り付いたかの様に動きを止めた。

　全くの素人ならばまだしも、訓練を受けた相手では流石さすがの彼女も動き様が無い。銃を抜くにも刃物を投げるにも一動作が必要で――それらに比べると、どう考えてもエシェンが引き金を引く方が早い。

　対して――

「メ……メリニ……？」

　省吾は自分に向いた銃口になどまるで構わずその場に座り込んだ。

　エシェンの銃口は彼の動きに合わせて自然に下がる。割り込む隙すきは未まだ無い。一度メリニが割り込んだ後だけに尚なお更さらだ。

「メリニ――なんで……!?」

　血の気を失った省吾の唇から震える声が漏れる。

　床の上に倒れた彼女を抱き寄せる。撃たれたのは腹部であるらしい。脇わき腹ばらに添えた左手の指に絡み付く、べっとりした感触に省吾は絶句した。

　どうしてメリニが此こ処こに居るのか。

　これは何かの間違いで、撃たれたのはメリニではなくて――そんな益体もない想像が無意味に省吾の脳裏を過よぎる。だが妄想を幾ら重ねても現実が翻る事は無い。

「シ……ショウ…ゴ……さ……ま…………」

　掠かすれた声が省吾の名を呼んだ。

　急激な出血で蒼そう白はくになったその顔が――微笑ほほえんでいる。

　意味が分からない。どうしてこんな状態でメリニは笑っているのか。

「……御無事……ですか……？」

「……！」

　省吾は息を呑のんだ。

　銃で腹を撃たれながら――この期に及んでも尚なお、自分の身よりもメリニは省吾の身を案じているのだ。既にそれはもう献身などという次元ではない。滅私という意味では殆ほとんど悟りに近い。動物的な本能を全てねじ伏せる程の圧倒的な情愛である。

「メリニ……メリニ！」

「…………」

　あるいはそれが最後の気力を振り絞った一言であったのか。

　空色の瞳ひとみが緩やかに焦点を失い曇っていく。絹糸の様な金髪は滲にじみ出る脂汗でその顔に蔓つる草くさの如ごとく絡み付いている。四肢には既に力は無く――桜色の唇も僅わずかに開かれたまま動かない。既にその姿は死者のそれに限りなく近かった。

「メリニ！」

　ペルテアが戸口で立ち尽くしたまま――しかし悲痛な声で叫ぶ。

「メリニ、メリニっ！　しっかりなさい！　メリニっ！　ねえ、メリ――」

「…………」

　だが親友の呼び声にも、朦もう朧ろうとした表情のメリニは既に反応しない。

　省吾は死という淵ふちに向かって落ち込んでいくメリニの様子を見続ける事が出来ず、彼女を抱きしめながらも、逃れる様に視線をエシェンに戻した。

　コードラン家の姫ひめ巫み女こは変わらぬ炯けい々けいと光る眼で省吾達を眺めている。

　引き金を引く前と、引いた後で――変化は無い。表情はむしろ静せい謐ひつで、たった今、人間を撃ったばかりとは思えない位に落ち着いている。

「…………」

　ぞっとして省吾は喉のどまで出かかった罵ば声せいを呑のみ込んだ。

　駄目だ。壊れきっている。

　それが省吾にも一目で分かった。

　それも最悪の壊れ方だ。

　言動が支離滅裂になる程の壊れ方ならば、未まだ隙すきが出来るのを期待できよう。だが今のエシェンは――彼女なりに筋が通った壊れ方をしている。自殺者の心理とでも言おうか。負の方向に固まった決心が、ありとあらゆる矛盾や逡しゆん巡じゆんを都合良く排除してしまう。当たり前の道理すらも論理的に排除してしまう。

　説得は無駄だ。油断を誘うのさえ難しい。

　しかも……

（ここで俺おれまで撃たれたら――）

　その次にエシェンがどういう行動に出るのか想像もつかない。

　自分の頭に銃口を向けて引き金を引くのか。それともペルテアや――その背後で口元を押さえて硬直している花梨に向けて発砲するのか。省吾を撃てば気が済んで投降する――などという都合の良い未来を期待する訳にもいくまい。

　単純な状況だ。

　だがそれだけに本当に打つ手が無い。

「メリニ！　メリニ！　メリニ！」

　緊張感に凍結する空間の中で――必死に友人の名を呼ぶペルテアの声だけが空しく響いていた。



　　　

　五氏族会議――議事室。

　それは〈レネゲイド〉の本拠たる『聖せい廟びよう』において最も厳重な警備体制が敷かれている重要施設の一つである。これに匹敵する警備対象は〈イコノクラスト〉の保管装置である『聖棺』と各族長の執務室位のものだろう。

　会議中にここを押さえれば〈レネゲイド〉の脳を押さえたも同然であるから、当然と言えば当然の事である。

　周囲は強固な岩盤によって守られており、議事室に至る通路はただ一本のみ。非常時には『縦穴』に直結するテラスを開く事も出来るが、これは外側からは開く方法が無い。

　爆弾や奇き蹟せき術の攻撃を防ぐ為に、敢あえて何度も曲がりくねった形に掘られた通路には、五カ所の隔壁が設けられており、更に五組の警備兵――つまりはそれぞれの族長が連れてきた護衛達だ――が武装して立っていて、如い何かなる者とて彼等の許可無くしては先に進む事が出来ない。

　それがたとえ姫ひめ巫み女こや族長の直系血族であろうともだ。

　故に――

「――お待ちください」

　低い声と共に差し出された警棒が行く手を塞ふさぐ。

　そう広い通路ではないので警備兵達は小銃や長剣の類たぐいは装備していない。下手に使うとむしろつっかえて隙すきが出来てしまうからである。彼等の腰には拳けん銃じゆうと短剣、それに閉鎖空間で扱いやすい程度の長さに抑えられた警棒が標準装備として吊つられるのが常だ。

「はぁい」

　素直に足を止めアフィニエは場違いな程に明るい声で応じた。

「いつも御苦労様」

「…………」

「…………」

　警備兵達は顔を見合わせる。

　彼等はマブロ家の所属で――今日は最も奥の担当となっている。この先にはもう議事室の扉が在るだけだ。五組の警備兵達は何番目に立つか会議の度に変更され、毎回同じ場所に立つ事による、無用の慣れ――緊張感の緩和を防いでいる。

　とはいえ警備兵達は族長の信用が厚い者ばかりでそう数は多くない。

　彼等は当然、議事室によく出入りする者とは顔見知りになる。

　軽い世間話をする程度には。

「……なに？」

　アフィニエが警備兵達に向けて小首を傾かしげる。

　頭の左右で束ねられた髪の束がその動きに合わせて揺れた。

「ああ……いえ」

　警備兵達が苦笑を浮かべた。

「ペルテア様やハーチェッタ様はともかく、アフィニエ様に労ねぎらいの言葉を掛けて頂いたのは初めての事でしたので」

「そうかしら？」

「明日の天気が心配ですな。銃弾でも降らねば良いですが」

「盾でも持って出掛けたら？」

　と笑うアフィニエ。

　警備兵達の緊張感は緩んでいた。

　会話の内容を見ても判わかる通り――アフィニエは普段から割と気軽に警備兵達に声を掛ける。確かに儀礼的な労ねぎらいの言葉はまず口にしないが、その分、気さくな口調で世間話をしたりする。

　言ってしまえば彼等にとってアフィニエは馴な染じみの相手なのだ。

　更に言えば、今、彼等が立っているのは五番目――五つ存在する内の、最後の警備箇所ポイントである。先の四組が許可を出したからこそアフィニエは此こ処こに居る。そういった認識が彼等に警戒心を緩めさせていた。

「では――失礼します」

　警備兵の一人が片膝ひざをついてアフィニエの身体に手を伸ばす。

　姫ひめ巫み女こといえど議事室に入る際には身体検査を免れる事は出来ない。

「でもさ――いつも思うのだけど」

　検査しやすい様に両腕を上げて頭の後ろで組みながらアフィニエは言った。

「退屈な仕事よね。族長以外が出入りする事は殆ほとんど無いし、検査以外はずっと立ってるだけなんでしょ？」

「とんでもない」

　アフィニエの身体の上に手を這はわせながら警備兵は言った。

　族長の護衛でもある彼等はいざとなれば身体を張って主人を守る事を求められる。その為に彼等は見るからに屈強で大柄な体たい躯くをしていた。小柄なアフィニエと対比すると、文字通りに大人と子供程の差が在る。

「我等はこの仕事に誇りを感じております故」

「んー。それは立派だと思うけどね」

　とアフィニエ。

　後頭部に添えられていたその掌てのひらが僅わずかに下がる。

　指先がうなじの辺りで小さく動いた。

「息抜きとか――したくならない？」

　ふとその口調が変わった事に警備兵達は気付いた。

　甘く絡み付く様な――声。

　同時に首の後ろで結んで巫女服の上半身を留めている紐ひもが白く細い指によって解かれる。

　柔らかな素材で仕立てられた巫女服はするりと自重で滑り落ち――小さめだが形の良い乳房が身体検査をしていた警備兵の前で露わになった。

「ア……アフィニエ様……？」

　警備兵は動揺の余りに声を上ずらせる。

　目の前に跪ひざまずいたまま硬直している彼を、熱のこもった眼差しで見下ろしながらアフィニエは艶えん然ぜんとした口調で言った。

「こういう息抜きは趣味じゃない？」

「アフィニエ様……ご冗談を」

　そうは言いつつも――跪く警備兵も、半歩後ろに立つ警備兵も、眼はアフィニエの乳房に向いている。幼めの容姿とはいえアフィニエも姫ひめ巫み女この一人。そして元より容姿が優れている事が姫巫女の条件――普段からアフィニエに限らず姫巫女達の裸体について妄想する男は少なくない。

　勿もち論ろんそれはほんの数秒間の事ではある。

　唐突な提案に彼等が混乱し逡しゆん巡じゆんし――本来の職務を思い出すまでの短い時間。

　だがそれが彼等の未来を決した。

「気持ちよくなって――ね？」

　囁ささやく様に言いつつアフィニエは自分の頭の左右に揺れていた髪の房に指を差し込む。

　するりとそこから彼女の指先がつまみ出したものは、極めて細い刃身を備えた凶器であった。本来ならば斬きるというよりも刺して暗殺する為のもので――俗に『錐すい刀とう』という。

　銀光が旋回する。

　一本は跪いていた警備兵の喉のどを水平に掻かき斬り、もう一本は回転の勢いを利用して投とう擲てきされ――半歩後ろに立っていた警備兵の、やはり喉に突き刺さった。

「……！」「……！」

　警備兵達が愕がく然ぜんと眼を見開く。

　アフィニエは右手の錐刀を改めて半開きになった警備兵の口に突っ込み、そのまま押し倒す。駄目押しという意味も在るが、声が漏れぬ様にとの用心だ。断末魔の悲鳴は意外に遠くまで伝わってしまう事が多い。たとえ声帯を破壊されていても、ひゅうひゅうと漏れる呼吸の音が襲撃者の存在を報しらせてしまう事が在る。

　声帯に加えて、喉の奥の延髄を内側から破壊された警備兵は、瞬時に絶命。

　アフィニエはそのまま勢いを殺さず、曲芸の様に両手を床について、伸び上がる様に一回転――しなやかに伸びた両足が喉に刺さった錐刀を抜こうとしているもう一人の警備兵の首に掛かった。

　既に瀕ひん死しの警備兵を更に床へ引き倒す。

　ごとんと鈍い音を立てて床を打ったその頭部――やはりその口に錐刀を突き入れて、とどめを刺し、アフィニエは立ち上がった。

　最初の一いつ閃せんからわずかに数秒。

　流れる様な手際であった。

　もっとも同じ作業を四回目となれば当然の事かもしれないが。

　敢あえて曲がりくねった通路としていた事が仇あだとなった形だ。もし直線だけの通路であったならば、互いの姿を眼と耳で確認出来る。ことごとく同じ手で警備兵達が排除される事は無かったろう。

「…………」

　アフィニエは静かに死体を見下ろして微笑ほほえむ。

　幼さの残るその容姿には――一滴の返り血もついていない。いかに無駄無く動いたかのそれは証明であっただろう。普段はペルテアの陰に隠れてあまり他の姫ひめ巫み女この身体能力について話題になる事は無いのだが……少なくともアフィニエは暗殺技能としては一流と言えるだろう。

　彼女は再び巫女服を結び直した。

　そんな彼女の両脇わきを――十数人分の足音が駆け抜けて行く。

　彼等の手にはリヴィス社製の最新装備――短機関銃が在った。言うまでもなく完全武装したオトルチ家の精鋭部隊だ。彼等は警備兵二人の遺い骸がいを無造作に踏み越えて奥の議事室へと殺到していく。



    

  
    
      



    

  
    
      「さて――」

　錐すい刀とうを投げ捨て、最後の一人が通り過ぎていく際に、手渡された拳けん銃じゆうの回転弾倉シリンダーを開いて弾数を確認すると、アフィニエは部隊を追って悠然と歩き出した。



　　　

　銃声と呼ぶにはそれは何ど処こか間が抜けていた。

　ぱたたたたたたたた――と革布を叩たたき合わせる様な乾いた音が連続する。

　リヴィス社が短機関銃と共に開発したばかりの最新鋭装備の一つ、銃声抑制器サプレッサーである。銃声は無用の混乱を招く。事は大多数の〈レネゲイド〉関係者が知らぬ間に完了させるのが望ましい。議事室は防音処理がされているものの、万が一にも『縦穴』に通じるテラスが開放されている場合に備えた用心である。

「――……!?」

　先まず最初に銃撃を喰くらったのはパルマスであった。

　容赦なく全身に食い込む――食い込み続ける銃弾にパルマスは椅い子すを蹴け倒たおしてよろめき、血を撒まき散らしながら後ずさり、そして最後には壁際にまで達して止まった。

「おの……れっ…………オ……ト…………………」

　最後の台詞せりふまでも駄目押しとばかりに注がれる銃弾の雨と銃声が押し潰つぶす。

　悶もだえる様に身体を震わせながら、パルマスは百近い銃弾を己の身に受け……最後はずるずると壁に赤い痕あとを付けながら床に座り込んで事切れた。

「さすが我が妹」

　満足げにパルマスの死に様を見下ろしながらネロは言った。

「時間通りだ」

　彼が振り返った議事室の入り口からは、更に何名もの武装兵士が雪崩れ込んでくる。

　素早く左右に展開する彼等の最後に、拳銃を携えたアフィニエが悠然と議事室へと踏み込んできた。

「御兄様――」

「うん。後は任せたよ」

　既に詳細は打ち合わせ済み――さして言葉を交わす事も無く、アフィニエと入れ替わりにネロは議事室を出て行く。パルマスと他の三人の絶命を確認する事さえ無いのは大胆と言うべきか迂う闊かつというべきか。だが十数名の短機関銃で武装した兵士達を相手に、生き延び得る確率は限りなく低い。

　ただ――

「御兄様、お気を付けて」

「うん」

　肩越しに振り向いてネロが一つ頷うなずいた。

「アフィニエもね――深追いは禁物だ」

　そんな言葉を残して彼は立ち去った。

　彼にはまた別のやるべき事が在るのだ。

　しかし――

「深追い？」

　アフィニエは苦笑して呟つぶやく。

　追うも何も――この場は既に狩り場ですらない。既に追い詰められた獲物を手順に従って処分するだけの、逃げ場無き肉処理場スローターハウスだ。テラスに通じる出入り口は閉じられたままで、今更開けている余裕は無いし、通常の出入り口はこうしてアフィニエと兵士数名が押さえたままだ。

　武器も無しに突破できる筈はずが――

「――え？」

　円卓を押し包む様にして銃撃を浴びせていた兵士達の列が乱れた。

　半円を描いていたその包囲が一部――歪ゆがむ。

　次の瞬間、兵士の一人が吹っ飛んだ。

「――ッ!?」

　吹っ飛んだ兵士の部分から包囲が割れる。

　そこから小柄なアフィニエにも円卓の様子が見て取れた。

　椅い子すに座ったままタイロイドが頭部の半分を吹き飛ばされて死んでいる。バルドは円卓の上に俯うつぶせに倒れていて傷口は見えないが――円卓の上に彼のものと思おぼしき血がゆるゆると広がっている様子が見える。あの出血量ではまず助かるまい。

　そして――もう一人。

　床の上で首をおかしな方向に曲げて事切れている男が一人。

　問題はそれがゼブロンではないという事だった。

　男は武装兵士の一人である。銃弾でも刃物でもなく――恐らくは素手の一撃で首の骨をへし折られたのだろう。目と鼻と口と耳から血の糸を垂れ流しているが、傷らしい傷は何ど処こにもない。

　誰だれにやられたか――考えるまでもない。

　振り返って見れば、吹っ飛ばされた兵士も、胸の部分が在り得ない程の深さにへこんでいた。恐らく肋ろつ骨こつが折れて肺や心臓まで潰つぶされているだろう。

　間違いなく即死だ。

（さすが――武門の長）

　ゼブロン・インペラス。

　その力をアフィニエは少々甘く見ていた様だった。

　既に先程吹っ飛ばされた兵士から奪ったのだろう、ゼブロンは右手に短機関銃を構え、倒れている兵士の身体を脚で蹴けり上げると、左手で襟首を掴つかんで盾にする。

　兵士達からは散発的に銃撃が加えられるものの、その殆ほとんどは肉の盾に遮られてゼブロンにまで届かない。単純な銃弾の威力よりも、閉所での取り回しを考えて短機関銃を選んだ事、それに銃声抑制器を取り付けた事が仇あだとなった形だ。貫通力の低い銃弾は人体を貫通出来ず――してもその先に在るゼブロンに致命傷を与えるのは困難だった。

　逆にゼブロンの銃撃は、兵士達の防護されていない部分――即ち顔面を狙ねらって正確に放たれる。瞬く間に二名が死亡し、耳や頬ほおを抉えぐられた兵士達も士気をくじかれて後退気味になっていた。

　勿もち論ろん――ゼブロンとて無傷ではない。

　数発は腕や脚に命中している様だ。だが何度も戦場を自ら経験しているという武門の長はその強きよう靱じんな肉体と精神によって負傷による戦闘力の低下を最小限に抑えている。勿論、出血している以上、それが無限に続く筈はずは無いが、問題はゼブロンが動けなくなるまでにどれだけの兵士が殺されるかである。

（まずいわね……）

　当初の予定ではもうとっくに四人の族長達を殺し終えて後始末に入っている筈だった。

　いくら銃声抑制器を使ったとはいっても、長時間、警備兵からも族長達からも何の連絡も入らなければ、他の部署の警備兵達が異常に気付く。族長達の殺傷は可能な限り手早く行われるべきだった。

　またオトルチ家の手勢も決して多い方ではない。

　今後に予想される〈レネゲイド〉内部の混乱を制する為には、戦力は可能な限りに温存しておきたいというのが本音だ。わざわざこの暗殺部隊にアフィニエまで加わっているのは、彼女の能力の高さという事も在るが、そもそも使える駒こまが少ない故の事である。

　そして――

「――！」

　銃弾がアフィニエの頬をかすめて壁にめり込んだ。

　見れば――入り乱れる兵士達の間から、こちらを睨にらみ据えているゼブロンと眼が合った。

（深追いは禁物……か）

　兄の言葉を脳裏で繰り返しアフィニエは決断した。

「退却!!」

　彼女の叫びに兵士達の動きが変化する。

　銃撃をゼブロンに浴びせながらも、出入り口へと後退してゆく。勿論その行動の最中にも二人が顔面を撃ち抜かれて倒れた。だが兵士達は仲間には構わず、牽けん制せいの銃撃を加えながら更に後退。アフィニエを守る隊列を組みつつ議事室を出た。

（ゼブロン・インペラスは殺しきれなかったか――）

　兵士達に囲まれて通路を急ぎながらアフィニエは唇を噛かんだ。

（とはいえしばらくはまともに身動き出来ない筈はず――それで良しとするしかないわね）

　一番油断ならないとされていたバルドは殺す事が出来た。

　ゼブロンは個人としては脅威だが――インペラス家そのものはオトルチ家と同じく〈レネゲイド〉の中ではそう大きな勢力ではない。武力だけが組織を動かす訳ではないし――いくら個々人が武術に秀でていても、圧倒的な物量には勝てない。

　インペラス家だけならば後からでも駆逐できる。

（後は――）

　アフィニエと生き残りの兵士達は事前に確保してあった逃走路を駆け抜けてゆく。

　目指すは言うまでもなく兄――ネロの元である。



　　　

　事態は無意味に膠こう着ちやくしていた。

「…………」

　省吾の額にはエシェンの銃口が突き付けられたままだ。

　部屋の入り口に眼を向ければ、ペルテアと花梨だけでなく、駆け付けたらしいレオンとアンジェリットの姿も見える。だが彼等とて省吾を人質に取られた状態では何ら打てる手は無い様だった。

　何をするにしても拳けん銃じゆうの引き金をエシェンが引く方が早い。

　奇き蹟せき術は遠隔攻撃が可能ではあるが、制御の関係上、攻撃する場合には対象物を見据えて照準する必要が在る。この点については拳銃の類たぐいと変わらない。つまり迂う闊かつな攻撃行動に出れば、それがエシェンに見えてしまうという事だ。

（くそ……）

　省吾は焦りで気が狂いそうだった。

　彼の腕の中では重傷のメリニが途切れがちな呼吸を続けている。このままの状態があと五分も続けば確実に彼女は死ぬだろう。手で押さえて出血を何とか抑えているものの、そんなものは文字通りに応急処置でしかない。

　早く彼女にきちんとした救命処置を施さねばならない。

　しかし――

「嗚あ呼あ――嬉うれしいわ。メリニ」

　エシェンは省吾達を見下ろしながら言った。

　嬉しいと言いつつも表情は虚うつろなままだ。狂気を孕はらんだ瞳ひとみだけが、変わらず奇妙な力を込めて瀕ひん死しのメリニを見据えていた。

「貴女の目の前で――貴女からショウゴ様を奪えるなんて」

「…………」

　省吾は短く獣じみた唸うなりを漏らした。

　もう無茶苦茶だ。

　エシェンはメリニが死にかけている事さえももう眼中に無いのだ。

「よく見ていてね？　ショウゴ様が脳のう漿しようと血をぶちまける所。きっと綺き麗れいよ？」

　虚ろな口調で、虚ろな表情で、エシェンは笑う。

　まるでそれは骸がい骨こつが笑っているかの様に空疎だった。

「――待て」

　ペルテアを押し退のけてレオンが前に出ながら言った。

「待つんだエシェン・コードラン」

「…………」

　エシェンはレオンの方を最も早はや、振り返りもしない。

　だが声は聞こえているのだろう。苛いら立だたしげに彼女の頬ほおが震えた。

「俺おれの話を聞け。大事な話だ」

「…………」

「そんな事をしてもバルド・コードランはお前を評価しないぞ。誰だれも得をしない。むしろお前は余計な事をしたと罵ののしられるだけだ」

「…………」

「考え直せ」

「…………」

　聞こえてはいるのだろう。

　だが――その言葉の意味はエシェンの意識にまで届いていない。彼女にしてみれば最高の瞬間に割り込んできた無粋な雑音程度の認識しか無いに違いない。省吾に向けた銃の引き金を引かないのは、この煩うるさい声の主を先に黙らせるか、省吾を先に殺すかに迷っている程度の事に過ぎないのだろう。

　だが……

「――なんつってな」

　とレオンが言って肩を竦すくめる。

　それは状況に似合わぬひどく気楽な仕草だった。

「……!?」

　意味が分からず彼を愕がく然ぜんと振り返るペルテアと花梨。

　そして次の瞬間……



　――ぼっ。



　くぐもった音が響く。

　何かが箱の中で爆はぜ割れる様な――鈍い音。

　それは……エシェンの胸元から聞こえていた。

「…………」

　瞬まばたきを二度三度。

　まるで憑つき物ものが落ちたかの様にきょとんとした表情で、エシェンは自分の胸を見下ろして――そして次の瞬間。

「がはっ……!?」

　大量の血を彼女は吐いた。

　力が抜けた手から滑り落ちた拳けん銃じゆうが、床の上の血ち溜だまりに跳ねる。信じられないといった表情で彼女はその様子を見下ろしていたが……次の瞬間、自らの吐いた血の上に棒の様に倒れた。

「悪いな」

　レオンは冷たくエシェンを見下ろしながら言った。

「此こ処こで省吾に死なれると困るんだよ」

「…………」

　エシェンは喘あえぐ様に口を動かす。

　彼女が言いたかったのは恐らく『どうやって？』であろう。

　彼女を攻撃したのは恐らく奇き蹟せき術だ。奇蹟術ならば直接、心臓や肺といった人体内の臓器を破裂させる事だって不可能ではない。絞り込んで焦点を合わせた衝撃波や共鳴波で十分に可能だ。

　だが――レオンもアンジェリットも奇蹟術を使っていない。ペルテアもだ。使うとすればどうしても擬ぎ神しん杖じようの作動する金属音がする。

　壁の向こうに隠れたハーチェッタやセネカが、何らかの方法で音を抑えて――という可能性も在ったが、彼女等とて見えない所を攻撃する事は出来ない。

　では……

「……エシェン様」

　呟つぶやく様に言ってレオンの脇わきから戸口に姿を現したのは――

「トリファ……!?」

　呻うめく様にその名を呼ぶ省吾。

　トリファスキアータはその光を捉とらえぬ眼を空に泳がせながら淡々とした口調で言った。

　心なしか、いつも顔に張り付いている様な笑みが薄い。だがそれがむしろ曖あい昧まいな――全てと異なりつつも全てを包含する様な、何ど処こか聖母の如ごとき神々しさを彼女に与えていた。

　トリファスキアータ。

『神』の血を引く娘――

「なりませぬ。ショウゴ様を殺してはなりませぬ」

「……ト……」

　ごぼりと更にエシェンの口から血が塊の様にこぼれ落ちる。

「トリファスキ……アータ…………」

　呪じゅ詛その如き怨えん嗟さを含んだ声が床に這はう。

　エシェンに対する攻撃用の奇き蹟せき術を使ったのは間違いなくトリファスキアータだ。

　元より盲目であるが故に音や匂においで空間を把握する彼女は、対象を直視せずとも攻撃するする事も出来る道理だ。レオンが無意味に会話を持ちかけて時間を長引かせたのは、彼女が聖句を詠唱する時間を稼ぐ為だったのだろう。

「あ……哀れな……『血族』の……娘……役立たず……の……穢けがれた……娘……」

　重要な臓器を――恐らくは心臓を破壊されていても尚なお、そこまで声を出す事が出来たのはある種の奇蹟と言っても良いだろう。そして、しばしば奇蹟とは尋常ならざる執念によって引き起こされる。

「……所しよ詮せん……お前は……心も無い……ただの……肉……」

　蔑さげすみと嘲あざけりが入り混じった眼が『血族』の娘を睨にらみ据える。

　トリファスキアータは無言。

　彼女がエシェンを攻撃したのは単に『子種』を守っただけの事だ。

　省吾を愛しているからではない。エシェンに腹を立てたからでもない。

　何処まで行っても彼女は『血族』の使命に忠実でそれ以外にはまるで興味が無い。自分の感情ですらも彼女にとっては使命の付属物でしかないのかもしれない。その意味ではエシェンの方が未まだ人間的であるとも言えた。

「……ごぼっ……」

　奇蹟ももう限界であるらしかった。

　既にエシェンの唇からは血ではなく血の泡がこぼれるばかりだ。

　そして――

「父……さ……」

　それがエシェンの最後の言葉となった。

「エシェン……」

　省吾は呆ぼう然ぜんと彼女の名を呼ぶ。

　彼女の人生は一体何だったのだろうか。

　自分で何かを自分の為に望んだ事など一度でも在ったのだろうか。

　こんな誰だれにとっても無意味な死に方をする為に生きてきた訳ではなかったろうに。

　だが……他の生き方など選ぶ自由は無かったのかもしれない。ならば不自由を感じずに生きている方が未まだ幸せではないか。妄執も自分の望んだ結果だと信じて逝いけた方が未まだ幸せだとも言える。

「……エシェン様」

　ふとトリファスキアータが呟つぶやく様にその名を唇から零こぼす。

　彼女の表情はやはり然さしたる変化を見せない。

　どこか茫ぼう洋ようとした表情がその白い顔に張り付いていて――

「………」

　しかしその頬ほおに一筋の雫しずくが流れ落ちた。

　その意味に思いを巡らせる余裕は――しかし省吾には無かった。

「ペルテア！　メリニの手当てを!!」

　我に返った省吾はそう叫んだ。



　　　

　議事室の中はさながら最前線の様相を呈していた。

　十人余りの死体が転がり、大量の血けつ痕こんが辺りに異様な柄を描き出している。内部の空気には無煙火薬と血の臭気が濃密に絡み付き、更には消毒液の匂においも加わって、鼻び腔こうを刺す刺激臭となっていた。

「…………」

　唯一の生存者たるゼブロンはその真ん中で駆け付けた部下に応急処置を受けていた。

　急所から外れているというだけで、彼が受けた銃弾は実に十二発。その内三発は表皮を抉えぐっただけだが、残り九発の内の七発が盲管銃創、二発が貫通銃創である。重傷には違いなく搬送して本格的な治療を行う為に、現場から動く前に応急処置が必要だと、医療の心得を持った部下に判断されたのである。

　勿もち論ろん、ネロとアフィニエ――いやオトルチ家に対する追跡の指示は出してある。

（それにしても――）

　腑ふに落ちない。

　ゼブロンは痛みの隙すき間まで思考を巡らせる。

（ネロ・オトルチ。一体何を考えている？）

　彼の狙ねらいが分からない。

　勿もち論ろん……彼の最終的な目標は〈レネゲイド〉における権力の奪取だろう。それは即ちソロンという世界の支配者になる事をも意味する。

　だが……それにしてはやり方が強引に過ぎた。

〈レネゲイド〉は秘密結社であり組織だ。

　五百年もの間に培われてきたその結束力は尋常でない。レオンやアンジェリットの例を見るまでもなく、そうした閉鎖性の高い組織は裏切者や謀反者を絶対に許さない。五氏族同士の権力争いは、だからこそ緩やかな政治力の戦いに移行していたのだ。迂う闊かつな真ま似ねをすれば、すぐに他の四氏族に集中して叩たたき潰つぶされてしまう。

　勿論、他の四氏族の族長を殺せば一時的に〈レネゲイド〉は混乱する。

　だが族長を失った程度で、氏族そのものが瓦が解かいする可能性は極めて低い。四氏族同時となると更に低い。永い歳月を経て組織化されているという意味では各家も同じである。その体制は比類無い程に強固なものであろうし――族長を殺した相手には全力で報復行動に出る事だろう。

　そうなれば追い詰められるのはオトルチ家である。

　いくら工業力を備え、最新装備を用意し得るとはいえ、単純物量で劣れば長期的に敗北するのは明らかだ。他の四家が報復の為に結託すれば、細かな勢力比を除外して単純に考えても、オトルチ家は四倍の規模を持つ敵を相手に戦わねばならなくなる。

　これはどう考えても無謀だ。

　ようやく『代行者パニツシヤー』を殲せん滅めつし、五氏族が晴れて歴史の表舞台に立つ事が出来る様になった今、時間さえ掛ければ、名実共にソロン全土の支配者として君臨する事も十分に可能なのだ。そんな状況で――子供の我わが儘ままにも似た短絡的な行動は何の意味も無い。

（結果的に自らの一族を滅亡に追い込むだけだ）

　ゼブロンにはそうとしか思えなかった。

　だがあのネロ・オトルチがそんなに愚かだろうか？

　ひょっとして自分が見落としている何かが在るのではないか……？

　ゼブロンがそんな事を考えていると――

「ゼ……ゼブロン様！」

　部下の一人が悲鳴じみた声を上げた。

　ゼブロンは眉み間けんに縦たて皺じわを刻んでそちらを振り返る。

「何事だ」

「あ……あれを……！」

　部下の指差す方向に顔を向ける。

　そこでは別の部下が族長達の遺体を調べている所だった。先まず在り得ないとは分かっていたが、誰だれか息が在るならば救命処置を施す様にとゼブロンは命じていたのである。

　だが族長達が絶命しているのは誰の目にも明らかだった。体中に百以上の孔あなを開けられたり、脳が剥むき出しになる程に頭を抉えぐられれば、どんな人間でも死ぬ。『神』ならぬその身では――いや『神』ですらもそれは避け得ぬ運命だった。

　パルマス。

　タイロイド。

　そして――

「……！」

　ゼブロンは傷の痛みも忘れて愕がく然ぜんと立ち上がった。

「これは――」

　二人の族長と共に並べられている遺体。

　それは――バルドではなかった。

　着ている衣装は確かにバルドのものである。背格好も似てはいる。だがその顔を見れば別人である事は明らかだった。顔の輪郭も鼻の形も明らかに異なる。

　そこに在るのはゼブロンも見知らぬ男の骸むくろだった。

「――奇き蹟せき術か」

　骨格や肉付きの似ている人間さえ用意出来れば、奇蹟術によって皮膚や髪の色を変化させるのは容易たやすい。骨格や肉付きが似ていれば声音も自然と似てくるのでより調整はし易いだろう。

　いや……それ以前に。

　いつからこの『替え玉』はバルドと入れ替わっていたのか？

　半日前か。三日前か。十日前か。あるいは――一年前か。もっと前なのか。

「どういう事だ……？」

　何のためにそんな面倒な事を？

　あるいは事前に今回の襲撃をバルドは知っていたという事か。

（結託――？）

　ネロとバルドが？　何の為に？

　いや……それならばネロと一緒に部屋を出て行けば良いだけの事だ。

　つまりネロすらもバルドに騙だまされていたという事になりはしないか……？

（まずい……）

　状況が分からない。

　ゼブロンは武門の長だが肉体だけの筋力馬ば鹿かではない。

　いや。むしろ武術家であるからこそ状況の把握に後れをとる事が、どれだけ致命的かという事を骨身に染みて知っていた。どれだけ拳こぶしを鍛えてもそれを叩たたき込む相手の見分けがつかないでは意味が無い。

　そんな彼の焦りを知ってか知らずにか――

「御屋形様！」

　部下の一人が議事室に飛び込んできた。

　ゼブロンの腹心の一人で現状把握の為に『聖せい廟びよう』内を調べさせていた者だ。

「現状は？」

　ゼブロンの問いに――部下は片膝ひざをついて言った。

「深刻であります」

「…………」

「『聖廟』内の各所より火の手が上がっております。通路という通路の非常用隔壁が下ろされた上に一部溶接されており、ネロ・オトルチ及びアフィニエ・オトルチの追跡は難航中。死者多数、負傷者多数、詳細な数字は不明。施設も数カ所に損害が出ており、特に東回廊部の――」

　部下の報告は耳を疑う様な内容だった。

　ネロは五氏族族長を暗殺したばかりか『聖廟』にも重大な損害を与えている。岩をくりぬいた上に奇き蹟せき術で分子構造をいじって補強されたこの『聖廟』は、ちょっとやそっとの事では構造的に破壊される事は無い。だが、そこに据え付けられている機材の類たぐいは別だ。

　ただの穴蔵では〈レネゲイド〉の本拠たる機能を発揮できない。

　ネロはこの〈レネゲイド〉そのものを棄すてる積もりか。

　では――彼は〈レネゲイド〉の組織力も無いままに、一体何を以もつて世界支配の基盤とする積もりなのか……？

「ネロ・オトルチ――本当に……一体何を企たくらんでいる？」

　呻うめくゼブロン。

　その時――

（何だ……？）

　ゼブロンは壁一面に張られた巨大な窓硝子ガラスの方を振り向いた。

　その向こう側は『縦穴』に通じるテラスである。

　そして飛び散った血液やら体液やらで濡ぬれた硝子窓を透過して――『縦穴』から、鋼鉄同士の打ち合い擦れ合う、鈍い駆動音が聞こえてきたのだ。

　本来『縦穴』に在るのは――

「〈イコノクラスト〉……？」

　まさかそんな筈はずは無い。

　タイロイドの報告の通りならば、既にあの巨大擬神機は単なる形けい骸がいだ。今更アレを起動させた所で、立って歩く事を覚えたばかりの赤ん坊程度にしか動けない。既に〈イコノクラスト〉は最終兵器でも何でもないのだ。

「御屋形様――」

　気遣わしげに声を掛けてくる部下を振り切ってゼブロンは立ち上がり、窓に歩み寄る。

『縦穴』を見下ろせば――そこには確かに、分解された鋼鉄の巨人の四肢を収めた五つの『聖棺』が見えた。

　それらは『縦穴』の底部でひっそりと佇たたずみ、何ら動く気配すら見せない。

　だがそれでも駆動音は聞こえてくる。

　ではそれは何ど処こから……？

「――予備格納庫？」

　不意に思い付いて、ゼブロンは呟つぶやいた。

　予備格納庫とは『縦穴』――〈イコノクラスト〉の整備格納庫にして出撃拠点――の舞台裏の様な場所だ。巨大兵器である〈イコノクラスト〉に関するあらゆる予備部品が、もう一体余分に造れるだけの数、常に保管されている。

　実際、ラヴィゾンの街で御披露目に使ったのはそうした部品をかき集めて造った〈イコノクラスト〉の張りぼて――便宜上〈イコノクラスト２〉と呼んでいた――である。

　ではネロは〈イコノクラスト２〉を奪取して使う積もりか？

　だが……

（否――その為には決定的に足りない）

『それ』は既に失われてしまった。

〈イコノクラスト〉を巨大擬神機たらしめていた稀き少しよう物質。

　即ち――『聖遺物』。

（どこから調達するというのだ。『神』は――一人しか居ないというのに）

　だからこそ〈イコノクラスト〉は唯一絶対の兵器だったのだ。

　その大前提が――

「――否……！」

　鳥肌を立てながらゼブロンは呻うめいた。

　居る。居るではないか。

　存在するではないか。

『神』と同じく奇き蹟せきを起こせる肉体を持った者達が……！

（しかし……いや）

　彼等の行方は以前として不明のままだ。

　だがもし……彼等が自発的に行方をくらましたのではなく、何者かの手によって集められ、既に殺傷されていたとしたら……？

　質より量という。

　それは即ち量が質を補い――あるいは凌りよう駕がする事も在り得るという事だ。

　ならば……

「ネロ・オトルチ！　貴様は何たる冒ぼう涜とくを――」

　吠ほえる様に叫んでゼブロンは身を翻した。

　部下が慌てて彼の傷を気遣うが――今はそんな事を気にしている場合ではない。ゼブロンは部下を一喝して一瞬でも早く奇き蹟せき師を確保する様に命じた。

「急げ！　細かな技量は問わん！　通信用の術式を使えればいい！」

　一刻の猶予も許されない。

　一時的な混乱も許されない。

　それを許せば世界は――

（この期に及んでも彼に頼らねばならぬとは）

　忸じく怩じたる想いでゼブロンは一人の少年を脳裏に描いた。

　ショウゴ・カシバ。

　ソロンを救った――救世主を。



　　　

　薄うす闇やみの底でネロはひっそりと笑みを浮かべた。

　彼の眼前には漆黒の――巨大な壁の様なものがそびえている。光に乏しいこの場においては詳細を把握する事も難しいが、それは、黒く塗装された鋼鉄の板を何枚も継ぎ合わせて出来ている様だった。

　もし大きく離れて薄闇を見渡せる視点を確保出来たなら――ネロの前に在るそれは壁ではなく巨大な柱状のものである事が理解できただろう。闇の底から一対……つまり二本生えたそれらはネロの遙はるか頭上で繋つながり、より巨大な構造体へと発展していた。

　周囲には縦横に入り組んだ足場が、柱に絡み付く蔓つるの様に組まれている。

　その足場を忙せわしなく行き来する人影は――まるで蟻あり塚づかに出入りする蟻の群れの様だった。ネロの目の前にそびえるそれがあまりにも巨大に過ぎて、大きさを視認する感覚が全体的に狂ってくるのだ。

「予備起動準備ぃ――ッ！」

　何ど処こからか――大声で号令が飛んだ。

　一瞬の静寂の後、薄うす闇やみのあちこちで機械装置の駆動音が沸き上がる。

　ばらばらに響いていた筈はずのそれらは、瞬く間に絡み合って一つとなり一つの轟ごう音おんとなった。断続的に響くそれは潮騒しおさいの様でもあり鼓動の様でもある。何か巨大なものが動き出す予感がそこには漂っていた。

「予備起動――ッ!!」

「予備起動――ッ!!」

　薄闇の中で作業員達の叫びが交差する。

　そびえる構造体の各所には、まるで大樹の枝の様に――あるいは支えの様に――周囲から無数の金属管が伸びて、足場の隙すき間まから構造体の表面に繋つながっている。金属管には所々、中身を確認できる様にと硝子ガラスのはまった小さな丸窓が付いているが……その中を何やら赤黒く粘度の高い液体がゆっくりと流れていくのが見えた。

「循環ポンプ繋げ――ッ！」

「循環ポンプ繋げ――ッ！」

　叫びと共に轟音が――変化する。

　よりはっきりと緩急のついた断続的な音として薄闇をそれは揺るがした。

　まるで誕生を待つ新生児の胎動の如ごとく――ならば無数に繋がった金属管は臍へその緒おという事になるのだろうか。



　……ごぅん……ごぅん……ごぅん……



　響き渡るその音は、最も早はや、機械の作動音とは思えない程の生々しい響きを伴っていた。

「……ふふ」

　ネロが満足げに笑みを深める。

　そんな彼の頭上から声が降ってきた。

「――御屋形様。基本機能については全て起動を確認しました。これにて作業完了です」

「御苦労」

　ネロは頷うなずく。

「各部装甲や予備装置の微調整は本起動してからになりますが……」

「御者の設定は？」

「それは勿もち論ろん――既に」

「ならば微調整は後日で構わないでしょう」

　ネロの口調は楽しげだ。

「まずは世界を統べるだけの力が此こ処こにある事を示してやれれば良いのです」

　彼の言葉が終わるか終わらぬかのうちに――それまでとは異質な光と音がこの薄闇の中に食い込んできた。

　ネロの背後で一枚の鉄扉が開いている。

　闇やみを白く切り取ったかの様なそこから、電灯の青白い光と――そして軽い衝撃波を伴う破裂音が幾つも立て続けに鳴り響いていた。

　銃声である。

　どうやらこの薄うす闇やみの外の何ど処こかで銃撃戦が繰り広げられているらしかった。

　だがネロに驚きよう愕がくや焦燥の表情は無い。

　彼はむしろ穏やかとも言える口調で、自分の背後に問うた。

「そろそろ限界かな？」

「――はい」

　応えるのは鈴の音の様に愛らしい声だ。

　アフィニエである。

「申し訳ありません、御兄様。ゼブロン・インペラスを討ち漏らしました。その結果、インペラス家勢力の反撃を予想以上に早く招いてしまい……最終防衛線が突破されるのも時間の問題だと思います」

　責任を感じているのか、やや悄しよう然ぜんとした口調のアフィニエに――しかしネロはやはり怒った様子も焦った様子も見せない。

「構わないよ」

　そう告げる口調もむしろ楽しげだ。

「第四班、第五班は、手の空いた者から最終防衛線の助力に向かいなさい」

　彼は足場を行き来する作業員達にそう告げる。

「時間を稼ぐだけでいい。その間に第一から第三班は本起動を」

『御意！』

　作業員達が唱和する。

　彼等の声にはある種の高揚感が滲にじんでいた。

「起動準備――ッ！」

「起動準備――ッ！」

　叫びがまた交わされる。

　それは連鎖的に次の叫びへと発展し、奇妙な熱を帯びてゆく。

「循環機構異常なしッ！」

「基礎制御術式、一番から五十八番まで問題無しッ！」

「基礎制御術式、五十八番から百八番まで問題無しッ！」

「賦活剤投入四千単位ッ!!」

「仮想神経術式接続ッ!!」

「『血族』機構――励起ッ!!」

　…………

　薄うす闇やみに亀き裂れつが走る。

　一条の光が刃物の如ごとく迸ほとばしったのである。

　それは巨大な構造体を見上げるネロの額に触れ――更に幅を広げて彼を包み込んだ。

　白い白い光。

　陽光に似て非なる――熱を持たない光。

「ふふ……ふふふふふふふふふふ……」

　次の瞬間、それは数百条に増えていた。

　跳ね回る光が薄闇を粉砕し駆逐してゆく。次第に明るさを増す閉鎖空間。やがて無数の光を放つ巨大な構造体は、その全ぜん貌ぼうを露わにした。

　巨大な人の形。

　黒き鋼鉄はがねの巨人。

　それは――

「ふふふふふふふふふふふふふふふふ……」

　白い光は聖光だ。

　奇き蹟せきの光を全身から漏らしながら傲ごう然ぜんと立つその姿は――

「〈イコノクラスト２〉――」

　ネロは歌う様に言った。

「いや。そは偶像の破壊者にあらず。ましてやかの存在の代替物にあらず」

　ネロの表情には恍こう惚こつたる色が在った。

「そは絶対なるもの。そは不変なるもの。そは完全なるもの。始原にして終しゆう焉えんたるもの。即ち神なるもの。故にこう呼ぼう――人造神〈アブソリュート〉」

　そう。

　彼の目の前に在るそれは〈イコノクラスト〉でありながら〈イコノクラスト〉でない。

〈イコノクラスト〉の部品を以もつて組み立てられながらも――それは全く別のものだ。

「……『血族』の皆さんもさぞお喜びの事でしょう」

　ネロは言った。

「貴方達の悲願――新たなる神の誕生です」

　全身に聖光を浴びてネロは笑う。

〈イコノクラスト２〉――否〈アブソリュート〉も自ら放つ聖光に照らされて傲然とその巨体を輝かせる。

　形も違う。色も違う。何より大きさも違う。

　なのに――まるで鏡映しの様な光景だった。

　本性を映し出す巨大な鏡面。

　もっとも――その前に立っているのは、果たしてネロなのか、それとも〈アブソリュート〉なのか。鏡はたった一人の人間の肥大しきった狂気を映し出しているのか、それとも強大無比な怪物のちっぽけな本性を現しているのか……それは分からない。

「…………」

　ネロの背後でアフィニエがぶるりと身を震わせる。

　畏い敬けいか。感動か。あるいは恐怖か。

　彼女自身にも分からない様だった。

　そして――

「さあ。今こそ旧ふるき全てを駆逐する時」

　ネロは踊る様に軽い足取りで巨人に向かって踏み出した。



　　　

　電灯の光が白々と室内を照らしている。

　普段はランプの暖かい光が照明として用いられるのだが――今は手元を明るくする為とセネカが持ち込んだ電灯が光を放っていた。何ど処こかのっぺりした光に照らし出された室内の情景はひどく現実味を欠いていて……今も尚なお、拭ふき取りきれずに残る黒々とした床の上の血けつ痕こんも、何か不自然な汚れの様に見える。この部屋で起こった一連の出来事は実は芝居の一幕でしかなかったのではないか――などと愚にも付かぬ考えが省吾の脳裏を過よぎった。

　だが……

「…………」

　寝台の上ではメリニがか細い呼吸を繰り返している。

　こればかりは自己欺ぎ瞞まんなど入り込む余地の無い現実だった。

　メリニが撃たれた。

　エシェンが死んだ。

　これらは全て紛れもない現実である。

　どれだけ認め難くとも、どれだけ違和感を感じようとも、残酷な事実は夢や幻の様には消えてくれない。そこに在って静かな圧力で省吾の上にのしかかってくる。

「メリニ……」

　彼女の名を呼ぶ自分の声さえもが、何処か他人のそれの様な違和感が在った。

　メリニの意識は未まだ戻らない。

　不幸中の幸いというか――彼女の腹部の傷は貫通銃創だった。弾丸摘出が必要ない分だけ未だ処置の終了は早かった筈はずである。また姫ひめ巫み女こ達は簡単な医療知識を備えていたのでセネカを中心にして簡易の手術が行われ、メリニの傷口は既に縫合されている。

　恐らく内臓は傷ついていないだろう――とは奇き蹟せき術で腹ふつ腔こう内を走査したアンジェリットの言である。最悪の場合には骨に当たった弾丸が砕けて、幾つもの破片が臓器を含め体内をずたずたに引き裂いていただろうから、これも幸運だったとは言える。

　ただ……とにかく処置に入るのが遅れた。

　あまりにも血を流し過ぎたのだ。

「くっ…………」

　言うまでもなくエシェンの制圧に手間取ったからである。

　だが――ならばさっさとエシェンが死んでいれば良かったと言うのか。

　それも違うと省吾は思う。

　既に死者だからという訳ではないが、省吾はやはりエシェンを憎みきれない。ある意味でひどく真しん摯しで健気けなげな少女だった。その方向が間違っていたのだろうが、その間違いすら彼女の責任ではなかった気がする。彼女に選択の自由が在ったとは思えない。

　モーリィと同じだ。

　自分が不幸である事すら理解できない世界。

　自分自身すらも欺かざるを得ない世界。

　それがどうしても我慢が出来なくて省吾は戦ったのだ。

「……俺おれは……何のために……」

　メリニの枕まくら元もとに跪ひざまずいた格好で省吾は苦々しく呟つぶやいた。

　両手で包む様にして握るメリニの手が――冷たい。辛かろうじて生きてはいる。だがそれは死んでいないという程度の意味でしかない。自分が手を離せばその瞬間に体温が放散してメリニは死体になってしまうのではないか……そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい想像すら苦く悶もんする省吾の意識を通り過ぎてゆく。

「……省君……」

　おずおずと省吾の名を呼ぶのは花梨だ。

　彼女はずっと省吾の後ろに立っている。

　部屋の中に居るのは省吾とメリニ、そして花梨だけだ。ハーチェッタとセネカはエシェンの死体を運び出す為に不在、ペルテアは父ゼブロンの判断と指示を仰ぐ為に、通信室に行っている。トリファスキアータも何か聞きたい事が在るとかで――レオンとアンジェリットが階下に連れて行った。

「…………」

　分かっている。

　何か花梨に言葉を掛けてやるべきなのだ。

　先まず花梨が無事であった事は素直に喜ばねばならない。長い別離を――一体何日になるのか、何ヶ月になるのか、それすら咄とつ嗟さには思い出せないような時間を経て、ようやく再会した従姉妹いとこ。大事な幼おさな馴な染じみ。五体満足で戻ってきてくれた彼女に対して、掛けてやるべき言葉は幾つも幾つもある筈はずだった。

　だがそれがどうしても言えない。

　そんな余裕が無い。思考が同じ場所で空回りして別の事を考えられない。

　嫌な予想ばかりがとりとめもなく脳裏に浮かんでは消えてゆく。

　無力だ。

　何も出来ない。

　英雄だ何だと持ち上げられていても所しよ詮せん――自分は〈イコノクラスト〉が無ければただの少年に過ぎない。世界を救う事が出来ても最愛の少女一人救う事が出来ない。今、生死の境を彷徨さまよっているメリニに対して、手を握る程度の事しか出来ない。

　祈る事すら無意味だ。

　此こ処こはソロン――神の去った人間の世界なのだから。

「……『代行者パニツシヤー』を殲せん滅めつさせたっていうのに……これからだ……ようやく……これからだってのに…………！」

「だから――さ」

　背後からそんな声が投げ掛けられる。



    

  
    
      



    

  
    
      　花梨のものではない。それは彼女よりも更に後ろ――開かれたままの戸口から来ていた。

「『代行者パニツシヤー』が居なくなったからさ。分かっていた事だろう？」

　振り向かずとも声の主が誰だれだかは分かった。

　レオン・ササハラ・スプリングフィールド。

　状況によっては頼もしく思えるだろう、余裕含みのその口調が――しかし今はひどく癇かんに障る。省吾はメリニの横顔を見つめたまま唸うなる様な声を上げた。

「万人にとって等しく絶対的脅威たる『代行者』――等しく脅威であるが故にそれは本来別々の思想を持ち別々の目的を持つ者を結束させる。大事の前の小事……細かな事情は棚上げされる。それぞれの思惑は胸の内にさておかれる。脅威という外圧が、ばらばらだった要素を一つに圧縮する」

「…………」

　分かっている。そんな事は。

「だがその外圧が消えれば――当然に反動が生じる。今までまとまっていたものがバラバラになって動き出す。巨大な脅威が消えた今、かつては轡くつわを並べて戦っていた仲間が、小さな脅威となって入り乱れる」

「…………」

　だからどうした。

　それがどうした。

「人間ってのはしょうがないよな。結局――目の前しか見えてない」

「…………」

　だからあんたはそこで皮肉っぽく笑っているのか。

　笑っているだけか。

　あんたは逃げたくせに。

　世界を救わず、誰も救わず、自分勝手に逃げ出したくせに――

「…………」

　思わず振り返って怒鳴りそうになる。

　だが唇を噛かんで省吾は堪こらえた。

　分かっている。それも――分かっている。

　此こ処こでレオンに怒りをぶつけるのは簡単だが――何の解決にもならない。レオンとて無意味に省吾の神経を逆さか撫なでしている訳ではなかろう。良くも悪くも利の無い事には動かない男である。ならば彼は彼なりに思惑があってこの話をしているのだ。

「……ふむ」

　省吾が怒りを堪えた事をどう見たのか……レオンは少し口調を重いものに変えた。

「『血族』の連中が『園ガーデン』から消えた事は知っているな？　俺おれ達についていた『血族』のお目付役――デュメリリエの行方を追ってみたが、これも途中で足取りが途絶えてる。トリファスキアータなら何か知っているかと思ったが……彼女も詳しい事は何も知らないらしいな。ただ――」

　レオンは一瞬の間をおいてから続けた。

「――諸々の情報を総合すると、『血族』が消えたのは〈レネゲイド〉が『園ガーデン』への報復を決めて動き出した直後だという事は分かってる。これが偶然ならさておき、そうでないなら……俺おれ達以外にも、〈レネゲイド〉の内部に『園』に対して繋つながりを持っていた奴が居る事になる」

「…………」

「もしそいつと『園』との繋がりが何年も前からなのだとしたら、そいつは、『血族』の襲撃を知った上で、〈レネゲイド〉に対して黙っていた事になる。『園』の位置についてもな。そういう人間が、『代行者パニツシヤー』消滅の後に――何を考えるか」

　レオンは溜ため息いきをついた。

「勿もち論ろん――」

　彼の台詞せりふはそこで遮られた。

　階段を駆け上り廊下を走り抜ける足音。

　次の瞬間――レオンを押し退のける様にして戸口に現れたのはペルテアであった。

「シ……ショウゴ様っ！」

「……ペルテア？」

　ここでようやく省吾は振り向いた。

　部屋の入り口にはレオン、アンジェリット、そしてペルテアの姿が在る。

　余程に慌てているのか――ペルテアは興奮で顔を真っ赤に染めている。言うべき言葉もまとまりきらないのか、彼女は省吾の顔を見てぱくぱくと口を開閉させるだけで、続くべき台詞が出てこない。

　彼女の狼ろう狽ばいぶりが逆に省吾を冷静にさせた。

「――ペルテア」

　少し力を込めて省吾は声を掛ける。

「何があった？」

　意外な程の省吾の落ち着きに、ペルテアも幾らか動揺が収まったのだろう。まだ興奮気味ではあるものの――一つ深呼吸をしてから彼女は言った。

「謀反が……生じました」

「……謀反？」

　省吾は眉まゆを顰ひそめた。

「謀反って……」

　つまりは反乱だ。

　内部の者による大規模かつ強引な組織解体と再編成。多くの場合にそれは既存の権力者達を粛正する事で行われ――それに伴って大量の血が流れる事になる。

「――誰だれが!?」

「オトルチ家だな」

　さらりと発言したのはレオンである。

「……！」

　息を呑のむ省吾と花梨。

　ここで省吾は――改めてアフィニエの姿がずっと見えない事を思い出した。

　それはオトルチ家の反乱という事実と符合する。

　同時にレオンが言っていた『『血族』と繋つながっていた〈レネゲイド〉関係者』が誰であったのかも……想像がついた。

「ショウゴ様――」

　ペルテアが切迫した口調で更に続ける。

「父より――ゼブロン・インペラスより伝言です。〈レネゲイド〉はネロ・オトルチ及びオトルチ家とその血族を『敵』と認め、これに対する迎撃及び殲せん滅めつ行動を省吾様に要請したいと」

「……迎撃……殲滅？」

　それはつまり〈イコノクラスト〉に乗れという事か。

　だが敵は『代行者パニツシヤー』ではない。

　オトルチ家の人間達だ。

　ならば――ゼブロンは省吾に〈イコノクラスト〉を対人兵器として使えと言っている事になる。しかしそれは戦車で武器も持たない相手をひき殺す様なものだ。あまりにも一方的に過ぎる。

　そもそもオトルチ家が一族をあげて〈レネゲイド〉に対する内乱をけしかけたとしても、残りの四氏族が束になればひとたまりもあるまい。当初は多少の混乱は生じるかもしれないが、所しよ詮せん、五氏族の一家――少数劣勢は否めない筈はずではないか。わざわざ〈イコノクラスト〉を投入する意味が無い。

　それとも圧倒的な力を見せつける事で被害を最小限に食い止めるという配慮か？

　しかし――

「人間相手に〈イコノクラスト〉を使えってのか？」

　省吾の声は自然と尖とがっていた様だ。

　一瞬、気け圧おされた様にペルテアが身を竦すくめ――しかし彼女は首を振った。

「いえ。ショウゴ様」

　彼女は自らの台詞せりふに怯おびえる様に表情を強こわ張ばらせた。

「敵は――ネロ・オトルチ操るもう一機の〈イコノクラスト〉です……！」

　予想だにしなかったその名に、省吾達はただただ絶句した。



〈『イコノクラスト！』（第９巻）　了〉



    

  
    
      次回予告



　まるで鏡映しの如ごとく相対してそびえる鋼鉄の神と神。省吾の決意を嘲あざ笑わらうかの様に起動する最後の謀略。だが既に抜け殻たる〈イコノクラスト〉に〈絶対神アブソリュート〉の名を冠された擬神を倒す術すべは在るのか。

　在り得ない筈はずの存在と存在が世界の未来を賭かけて激突する。



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ10　魔　FIEND　神』



　――人ひ間との天て敵きは神ではなく人間。



    

  
    
      
あとがき





　どうも、軽小説屋の榊さかきです。



「イコノクラスト！　９」をお届けいたします。

　ようやく花か梨りんが表紙です。

　長かった……最初に言う事がそれかよ。



　色々どたばたしながら続けさせていただいた「イコノ」も残すところあと一冊。

　本当に十巻までいくのかと結構、途中、はらはらしておりましたが……ｋｙｏ師の絵のお力添えもあり、担当さんのお力添えもあり、何より買い続けてくださった読者の方々のお力添えもあり、一応、最後まで続けさせていただけた様です。まさかここまで来て、いきなり編集部から「十巻は出ません」とか言われないだろうし（笑）。



　割と私の作品の中では珍しく大河小説っぽい（無論、大河小説そのものではないですが）視点を持った作品なので、いつも書き上げてみると、他人の小説を読んでるみたいで「あれ？　本当にこれ俺おれ書いたんだよなあ」とかしみじみ思ったり。まあ設定補助やら何やらで噛かんでくれた照下ひのした君とかの影響もあるんでしょうけど。



　なので、いざ終わりが見えてくると、割と私としては内容としても、書き方としても、ある種、マイルストーン的な作品になったような気がします。うん。あと一冊頑張ろう。



　ちなみに『代行者パニツシヤー』全部倒して終わり――と思っておられた方もいらっしゃると思いますが、本書を見ていただければ判わかるように、そういう訳でもなく。数巻前で振った幾つかの伏線が、ようやく回収できて、ちと安あん堵どしてみたりする私。

　そして「え？　そこまでやるのか榊」みたいな、本来なら蛇足な（？）所まで最終刊ではやる予定ですので、お楽しみに（どういう宣伝だ）。

　いや、ほら、毒を喰くらわば皿までとか言うじゃないですか（笑）。



　そういえば妙にハー子、じゃなくてハーチェッタが人気があるっぽいのが意外と言えば意外。こういうタイプの少女が人気が在るのか、それとも姫ひめ巫み女この中での立ち位置とか総合的な環境設定も込みでの人気なのか。

　まあ「エシェンの外道ぶりが萌もえます」とか「パルマス様の二重顎あごが素敵」とか言われるより理解しやすい――というか、元々こういうキャラ自体は私も好きなので、無意識に可愛かわいく書こうしてるのかも。



　さて。

　泣いても笑ってもあと一巻。

　前の巻の後書きでも書きましたが、年内に皆様のお手元に届けられるようにと画策しておりますので、もう少しだけお待ちくださいませ。

　ではまた次の本で……！



榊さかき一いち郎ろう



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『ディスパレイト！』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ、『まかでみックス』（すべてファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）、『フェイクフェイク』シリーズ（ＨＪ文庫）ほか多数。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新入賞受賞。



　イラスト

　ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　ゲームが好き。特に、アクション。



　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/



    

  
    
      イコノクラスト！⑨
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